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序

我町の歴史は古〈、住民の歴史への関心も商いようで

ございます。 「かの歴史学者塙保己ーを生んだ風土が、

この町に脈々と生き続けている」そう言えるような社会

教育かひとつの目標でございます。現在、町に残された

多くの文化財を後世に継承することが我々の責務と考え

その保護と活用に日々努めてまいりました。このたびの

児玉町第二次農業構造改善の事業に係る埋蔵文化財につ

きましても、その保存措置について、関係諸機関と再三

の協議を重ね、現状で保存できるよう要望してまいりま

した。しかし、どうしても現状で保存できない区域があ

るとのこと、やむおえず万全の調査をもって記録保存と

いう形で後世に伝えることになり調査に至ったものです。

この圃場整備に係る発掘調査は、その対象が耕作地で

ある都合上、農作物の収穫後から年度末迄という短期間

しかも厳冬の中で行なわれたもので、調査員ならびに作

業員の御苦労は大変なものでした。また、この厳しい発

掘調査がどうにか実施できましたのは、文化財の保護と

歴史研究への情熱をもった坂本和俊先生ならびに学生諸

氏の献身的な御協力の賜であったことも聞き及んでおり

ます。こうした苦労が実り、本報告書か刊行できました

ことは、調査関係者各位の御協力とともに、国、県、町

当局さらに住民の皆様の深い御理解と御協力の賜と存じ

心より感謝申しあげる次第でございます。

本報告書が、広く町民の皆様や、今後の学術研究なら

びに教育にたずさわる皆様の御参考になれば幸甚に存じ

ます。

昭和56年 3 月

埼王県児玉郡児玉町教育委員会

教育長海北堅太郎



例 百

1. 本書は、埼玉県児玉郡児玉町大字金屋·塩谷・田端および八幡山に所在す
にし むかい つぶらおか いっちょうだ かみいちのせき

るミカド遺跡、 ミカド西遺跡・向遺跡・円良岡遺跡・一町田遺跡・上ーノ堰
ぉつなかのせき じゅうにてん

遺跡・乙中ノ堰遺跡・十二天遺跡の発掘調査報告である。

2. 発掘調査は、児玉町第 2 次農業構造改善事業に伴い、昭和52年度から昭和

54年度まで、児玉町教育委員会が実施したものである。

3. 各遺跡の発掘調査年度は下記のとおりである。

昭和52年度（ミカド遺跡、ミカド西遺跡）

昭和53年度（向遺跡、円良岡遺跡、一町田遺跡、上ーノ堰遺跡）

昭和54年度（乙中ノ堰遺跡、十二天遺跡）

4. 発掘調査および整理・報告書作成に要した経費は、町費・国庫補助金（文

化庁）および県費補助金（埼玉県教育委員会）である。

5. 本書の編集は、坂本和俊の助言をえて鈴木徳雄があたり、飛田正美・笠原

信男の協力をえた。

6. 本書の平面図に示した方位は、すべて座標北であり、断面図に示した数字

は標高(m)である。また、土層の番号には、基本土層にローマ数字、遺構覆

土層にはアラビア数字を用い、必要に応じてアルファベットを併用した。

7. 発掘調査および本書作成にあたって下記の方々の御助言、御協力を賜わっ

た。記して感謝の意を表わしたい。（順不同、敬称略）

浅野晴樹、安藤文一、石井克己、石岡憲雄、議崎一、井上尚明、今井宏、

梅沢太久夫、岡本幸男、柿沼幹夫、金子章、栗原文蔵、駒宮史郎、小茂田

糸枝、笹森健一、佐藤忠雄、志村哲、菅谷浩之、鈴木純、外尾常人、高橋

一夫、田ロ一郎、田島三郎、田辺昭三、利根川章彦、中島宏、中村倉司、

中村浩、長谷川勇、早川智明、福島基継、細野雅男、増田逸朗、森田秀策、

守屋幸一、山形洋一、山崎武、横川好富。

8. 本書刊行のための整理作業は、調査担当者のほか下記のものがあたった。

赤熊浩一、飯島富枝、井田富江、市川淳子、荻野喜久江、小野安司、笠原

信男、雉岡恵一、雉岡泰子、栗島義明、恋河内昭彦、小泉信吾、阪本曜子、

真尾とみ子、篠崎潔、住谷昭洋、田口照代、武田敦、千装智、林和代、飛

田正美、福島園江、藤井尚志、森山栄一、山口逸弘、渡辺宏之。

9. 本書は、図版を中心に編集したもので、本文は別途刊行の予定である。

ー



発掘参加者氏名

伊藤直吉、内田タケ子、梅沢トモ子、奥原ハツ、奥原美津子、倉村とき、倉林

富江、倉林英夫、倉林正子、倉林やす子、小林歌子、小林八重子、小林陽子、

柴崎のり子、渋谷いく、渋谷ひろ子、渋谷よし、島野浩、鈴木いね子、高橋和

枝、竹内初代、伊達鈴子、中島トミ、中林とも子、中村福江、藤野林二、森田

あき子、森本きみ子、山田松江。

赤熊浩一、市川淳子、伊庭彰一、小俣悟、笠原信男、亀井泰彦、川邦裕明、城

戸剛、雉岡恵一、恋河内昭彦、小泉信吾、小暮広史、鈴木微、住谷昭洋、関根

慎二、高野義明、武田恭彰、丹野雅入、千装智、築根由起乃、角田修、出牛光

弘、西口正純、樋口誠司、飛田正美、深谷敬次、福留和子、藤井尚志、堀長一

郎、増山恵子、森山栄一、矢野和久、山口逸弘、吉田忠司、渡辺司。

なお、調査担当には、 ミカド遺跡、ミカド西遺跡を坂本和俊か、それ以外を

鈴木徳雄かあたった。

凡例（住居址内ドット）
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2. 円良岡遠跡全景（北より） 図版87 1.十二天遺跡遠景（北東より）

図版72 1.円良岡遺跡西側調査区全景（西より） 2. 十二天遺跡遠景円良岡遺跡を望む（西より）

2. 円良岡遺跡東側調査区全景（南より） 図版88 l. 十二天遺跡南側グリソド区全景（東より）

図版73 1. 円良岡遺跡南側水田址（北より） 2. 十二天遺跡南圃グリ、ノド区発掘風景（北より）

2. 円良岡遺跡中央水田址（北より） 図版89 1.十二天遺跡北側調査区全景（西より）

3. 円良岡遺跡北側水田址（北より） 2. 十二天遺跡北側調査区全景（西より）

図版74 1.円良両遺跡畦畔検出状態（西より） 図版90 1. 十二天遺跡第 1 a号住居址（西より）

2. 円良岡遺跡畦畔検出状態（東より） 2. 十二天遺跡第 2 号住居址群（西より）

図版75 1. 円良岡遺跡東測調査区畦畔検出状態（西より） 図版91 1.十二天遺跡第 3a（上）、 3b（下）号住居址（西よ

2. 円良岡遺跡中央調査区畦畔検出状態（北より） り）

図版76 1.円良岡遺跡畦畔の痕跡および水田面の状態（北よ 2. 十二天遺跡第 3b号住居址（西より）

り） 図版92 1.十二天遺跡第 3 号住居址群（西より）

2. 円良岡遺跡 SK-1 （北より） 2. 十二天遺跡第 3 号住居址群遺物出土状態（西より）

図版77 1.円良岡遺跡 sk-2 （東より） 図版93 1.十二天遺跡第 3a号住居址カマド（西より）

2. 円良岡遺跡 sk-3 （北より） 2. 十二天遺跡第 3b号住居址カマド（西より）

図版78 1.―町田遺跡幹線排水路部全景（北より） 図版94 1.十二天選跡第 4 号住居址（西より）

2. ―町田遺跡調査区全景（西より） 2. 十二天遺跡第 4 号住居址カマド（西より）

図版79 1.―町田遺跡調査区全景（東より） 図版95 1.十二天遺跡第 4 号住紡垂車出土状態

2. ―町田遺跡柱穴群（東より） 2. 十二天遺跡第 4 号住居址貯蔵穴上部遺物出土状態

図版80 1.―町田遺跡 sk-2 （北より） （西より）
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3. 十二天遺跡第 4 号住居址貯蔵穴内造物出土状態 図版109 1. 十二天遺跡 sk-9 （西より）

（西より）（左同住カマド） 2. 十二天遺跡 SK-52（左）、 SK-16（右） （西より）

図版96 1.十二天遺跡第 5 a号住居址（西より） 図版llO 1. 十二天遺跡 sk-38 （北より）

2. 十二天遺跡第 5b号住居址（西より） 2. 十二天遺跡 SK-38 （西より）

図版97 1.十二天遺跡第 5b号住居址カマド内遺物出土状態 3. 十二天遺跡 SK-35（左）、 SK-37ab （東より）

（西より） 図版111 ミカド遺跡第 1 • 2 号住居址出土土器

2. 十二天遺跡第 5d号住居址カマド（西より） 図版112 ミカド遺跡第 2 号住居址出土土器

図版98 1.十二天遺跡第 6 局住居址（北より） 図版113 ミカド遺跡第 2 • 3 号住居址出土土器

2. 十二天遺跡第 7 号住居址群（中央）第 8 号住居址 図版114 ミカド遺跡第 3 • 4 号住居址出土土器

（下）と SD-8 （左） 図版115 ミカド遺跡第 4 • 5 • 7 号住居址出土土器

図版99 1.十二天遺跡第 7a（右） 7b（左）号住居址（北より） 図版116 ミカド遺跡第 6 • 8 • 9 号住居址出土土器

2. 十二天遺跡 7c 、 d 号住居址（東より） 図版117 ミカド遺跡第10号住居址出土土器

図版100 1. 十二天遺跡第 7 号住居址群（東より） 図版118 ミカド遺跡第11 • 12 • 13 • 14 • 15号住居址出土土器

2. 十二天遺跡第 7a号住居址カマド内遺物出土状態 図版119 ミカド退跡第15 • 16 • 17号住居址出土土器

（北より） 図版120 ミカド遺跡第16 • 17号住居址出土土器

図版101 1. 十二天遺跡第11号住居址（北より） 図版121 ミカド遠跡第17号住居址出土土器

2. 十二天遺跡第11号住居址カマド（西より） 図版122 ミカド遺跡第17 • 18号住居址出土土器

図版102 2. 十二天遺跡 SD-1 （東より） 図版123 ミカド遺跡第17 • 18 • 19号住居址出土土器

2. 十二天遺跡 SD-8 （東より） 図版124 ミカド遺跡第19 • 20号住居址出土土器

3. 十二天遺跡 SD-3（上）、 SD-5（下）遺物出土状態 図版125 ミカド遺跡第22号住居址出土土器

（北より） 図版126 ミカド遺跡第23号住居址出土土器

図版103 1. 十二天遺跡（下から） SD-13（下） SD~l4 、 15 （上） 図版127 ミカド遺跡第23号住居址出土土器

（北より） 図版128 ミカド遺跡第24号住居址出土土器

2. 十二天遺跡 SD-4（上）、 3 （中）、 5（下）、（北より） 図版129 ミカド遺跡第24 -25号住居址出土上器

図版104 1. 十二天遺跡 SD-5 （西より） 図版130 ミカド遺跡第26号住居址出土土器

2. 十二天遺跡 SD-14 （東より） 図版131 ミカド遺跡第26 • 27 • 28号住居址出土土器

図版105 1. 十二天遺跡 SK-1 （北より） 図版132 ミカド遺跡第27号住居址出土土器

2. 十二天遺跡 sk-52 （西より） 図版133 ミカド遺跡第27 • 28 • 29号住居址出土土器

3. 十二天遠跡 sk-7 （北より） 図版134 ミカド遺跡第29 • 30号住居址出土土器

図版106 1. 十二天遺跡 sk-6 （北より） 図版135 ミカド遺跡第30 • 31号住居址出土土器

2. 十二天遺跡 SK-35 （東より） 図版136 ミカド遺跡第31 • 32号住居址出上土器

図版107 1. 十二天遺跡 SK-2 （北より） 図版137 ミカド遺跡第31 • 32 • 33 • 34号住居址出土土器

2. 十二天遺跡 SK-4 （東より） 図版138 ミカド遺跡第32 • 34号住居址出土土器

3. 十二天遺跡 SK~lO （西より） 図版139 ミカド遺跡第35号住居址出士土器

図版108 1. 十二天遺跡 SK-11 （北より） 図版140 ミカド遺跡第36 • 37 • 38号住居址出土土器

2. 十二天遺跡 SK-12 （北より） 図版141 ミカド遺跡第38号住居址出土土器
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図版142 ミカド遺跡第38 • 39号住居址出土土器

図版143 ミカド遺跡第39 • 40号住居址出土土器

図版144 ミカド遺跡第41 • 42号住居址出土土器

図版145 ミカド遺跡第43·44·45·46号住居址出土土器

図版146 ミカド遺跡第47号住居址出土土器

図版147 ミカド遺跡第47 • 48号住居址出土土器

閲版148 ミカド遺跡第48·49·50号住居址出土土器

図版149 ミカド遺跡第50 • 51号住居址出土土器

図版150 ミカド遺跡第52 • 53号住居址出土土器

図版151 ミカド遺跡第53 • 55号住居址出土土器

図版152 ミカド遺跡出土土器

図版153 ミカド遺跡出土須恵器

図版154 ミカド遺跡出土須恵器
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第 1 章 発掘調査に至る経過

調査の原因 児王町第 2 次農業構造改善事業に伴う児王町金屋南部・北部区域圃場整備事

調査担当者

調整

業の実施計画か、町教育委員会に連絡されたのは昭和51年秋であった。この事

業計画は、施工対象面積約 113. 9ha の規模をもち、昭和52年度から昭和55年度

までの 4 ケ年で実施しようとするものてあった。

文化財保護の本格的な調整に入ったのは、工事

実施計画か打ち出された昭和52年度からである。

町教育委員会は、この工事実施計画を検討し、昭和52年 8 月 17 日付、児教袷

290号をもって「文化財の所在およひ取扱いについて」の照会文書を県教育長

宛に提出した。同年 9 月県教育局文化財保護課柿沼幹夫主事が現地の遺跡範囲

の確認を行い、その結果をもとに教文第650号をもって、次のような回答があった。

1. 文化財の所在、別紙 7 ケ所。

2. 上記文化財包蔵地については、現状保存できるような計画を立案するこ

とか望ましい。

3. やむをえず現状変更する場合には、文化財保護法第57条の 3 の規定によ

り文化庁長官に通知し、事前に記録保存のための発掘調査を実施すること。

4. 昭和52年度工事区域において、発掘調査を要する区域は、別添図面のと

おりである。

5. 昭和52年度発掘調査に要する経費は、国庫補助事業として、4,000,000円

である。

6. 条里跡については、現状測量図（縮尺 1,000 分の 1) の原図（マイラー

ヘース）を教育局文化財保護課へ提出されたい。

7. 昭和53年度以降の実施区域には、規模の大きい遺跡が多数所在している。

現在の埋蔵文化財発掘調査体制を考慮の上、極力遺跡か現状保存できるよ

うな設計とするよう配慮されたい。

町教育委員会は、以上の回答に基き協議した結果、昭和52年度の発揺調査は

担当者を坂本和俊氏（県立本庄高校定時制教諭）に依頼し、昭和53年度以降に

ついては、教育委員会に専門職員を配置し調査を担当することとした。昭和52

年度の発掘調査は 1 月 6 日より開始された。

昭和53年 5 月の現地踏査の結果、周知の遺跡に加えて、新らたに 3 ケ所の遺

跡が発見された。調整は、以上の成果をふまえ県文化財保護課の指導のもとに

遺跡ことの遺構確認面のレベルと工事の切り盛り計画のレベルをチェソクし、

遺跡範囲内での「表土扱い」に注意して行なった。調査対象区は、工事あるい

は施工後の耕作によって遺構確認画の現状が変更される区域に限定された。

（教育委員会事務局）
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第 2 章調査の経過と期間

金屋遺跡群の発掘調査は、 〈 1 、調査対象区の設定 2 、遺構確認面の検出

と基本層序把握のための試掘調査（トレンチの設定は、 a 、地形にもとつく任

意の設定 b 、圃場整備のエ区にもとづく任意の設定 c 、 6 のグリッドにも

とづく設定） 3 、基本層序の記録 4 、重機による表土および遺構確認面被覆

土層の除去 5 、入力による遺構確認面被覆土層の排除と遺構の検出 6 、国

土地理座標にもとづくグリッドの設定（ミカド遺跡は lOX 10m 、他の遺跡は、

4 X 4.m のグリッドを用いた） 7 、遺構の調査と記録〉の 7 段階を、遺跡の

現状や期間に応じて、下記のように実施した。

調査の経過

調査の期間

ミカド遺跡 2 a （放射状トレンチ） • 1 • 4 • 5 • 6 • 7 

ミカド西遺跡 1 • 4 （耕作土直下が確認面と予想されたため）→ 5→ 6 → 7

向遺跡 1 • 2 b • 4 (III 層中位まで） • 5 • 3 • 6 • 7 

円良岡遺跡 1 • 2 b → 3 → 4 → 5 → 6 → l（圃場整備計画の変更のため）→7

―町田遺跡 1 • 2 b （第 8 章に示した過去の開発の時期と規模をつかむた

め） • 1 • 3 • 4 • 5 • 6 • 7 

上ーノ堰遺跡 1 • 2 C• 3 • 6 （遺物分布の概要を把握するため）→←汀

乙中、堰遺跡 1• 2 C• 3 • 7 （遺構確認面が深く工事が及ばないため）

十二天遺跡 1 • 6 （表上が浅く軟質なため） • 5 • 3 • 7 

以上の遺跡の発掘調査は、昭和52年～ 54年度 3 ヶ年で実施したもので、期間

は第一表に示したとおりである。 （鈴木徳雄）

年
度
＿
月

52 53 

2111213141516171819 

54 

1121314J516171819 11213 

調
査
期
間

1 31 

ロ
3`o  

2 -- .  

7 10 

凡 I MDI：ミカド遺跡 MK：向遺跡 KM ：上ーノ堰遺跡J N：十二天遺跡

例 I MDII: ミカド西遺跡 TR：円良岡遺跡 1c: ―町田遺跡 OT：乙中ノ堰遺跡

第 1 表 発掘調査の実施期間
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第 3 章 金屋遺跡群の位置と環境

位置

地形

遺跡の占地

金屋遺跡群の所在する埼玉県児玉郡児王町は、埼玉県の北西部に位置し、東

は美里村、南は秋父郡長瀞町および皆野町、西は神川村と神泉村、北は上里町

と本庄市に接している。児王町は、総面積の26％が山林、約32％が耕作地であ

る。耕作地面積のうち水田の占める割合は低く畑地との比ははぱ 3 : 7 である。

水田は、小河川に沿った帯状の低地に展閲し、金屋遺跡群（圃場整備地区内遺

跡）も赤根川に沿った低地帯に相当している。圃場整備前の地区内の地目の割

合は、水田29%、普通畑か38%、桑園が32％でやはり畑地、桑園の占める比率

か高い。

この遺跡群の主要部を構成する低地の西側には、武蔵野面に相当する台地が

はり出し、それらは西側で新第三紀層の砂岩、泥岩等を基盤とする児玉丘陵に

接している。更に児王丘陵は、八王子一高崎構造線の一部をなす断層崖を境に

上武山地に連なり、本遺跡群の中央を流れる赤根川は、その断層崖下より流れ

出している。本遺跡群の周辺は、この赤根川によって開析された低地か発達し、

低地内の微高地には、この川によって運ばれた鉄分の多い砂喫層か堆積してい

る。また、関析の及ばなかった、武蔵野面相当の台地に接する地点では、立川

面相当の低い台地か残存しており、これに接して低地内微高地の発達が認めら

れることも多い。現在、立川面相当の台地と低地との比高差は非常に小さく、

50~100cm程である。しかし、立川面相当の台地上に存在する十二天遺跡に隣

接する円良両遺跡では、古代の面が現表より 80~100cm程下位にあり、また他

の金屋遺跡群内の低地に存在する遺跡の多くか、古代以来50~120cm の堆積を

示していることから、古代においては立川面相当の台地と低地の比高差は現在

よりも大きく、 1.5~2m程であったと考えられる。
（注 1)

この立川面相当の台地上に占地する遺跡には、ミカド西遺跡（第 1 図 2) 、

向遺跡（ 3) 、十二天遺跡（ 8) がある。また低地内微高地に存在する遺跡に

は、ミカド遺跡（ 1) 、一町田遺跡（ 5) 、上ーノ堰遺跡があり、低地上に存

在する遺跡に円良岡遺跡（ 4) 、乙中ノ堰遺跡（ 7) がある。

金屋遺跡群周辺の遺跡の占地は、縄文～弥生の各時期の遺跡が、武蔵面相当

の台地や丘陵部に偏しているのに対し、古墳期に入ると立川面相当の台地や低

地内微庫地上に占地するものも増加する傾向を示している。これは用排水技術

の画期を示すものと考えられ、何らかの形での赤根川の治水を意味していよう。

本遺跡群より赤根川を遡ると飯倉古墳群が存在し、更に上流には延喜式内杜金

鑽神社の旧杜地に比定されるという、若宮神杜がある。 （鈴木徳雄）
（注 2)

（注 1) 堀口万吉（ 1978) 「埼王県の地形と地質」埼玉県市町村誌第20巻を参

考にした。

（注 2) 坂井久能（ 1976) 「武蔵国金鑽神社の研究」国学院雑誌第77巻 8 号
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第 1 図 金屋遺跡群位置図
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第 4 章 ミカド遺跡の概要

遺跡の名称 ミカド遺跡の名称は、第 2 次農業構造改善事業南部地区圃場整備昭和52年度

遺跡の範囲

事業に伴なって調査した 2 地点の遺跡に、所在地の小字名三角からつけたもの

である。しかし、遺跡の形成時期や地形などを調査後に検討した結果、 2 地点

の遺跡は別なものと捉えることが妥当であると判明したので、今後は従来のミ

カド遺跡第 1 地点にミカド遺跡の呼称を使用することにする。なお、地元では

小字三角の地域をミカド及びミスミと呼んでいるようであるが、郡街所在推定

地に多い地名であるミカドを遺跡名としたのは、圃場整備施行後には失われて

しまうであろう歴史的地名を記録保存することも配慮したからである。

本遺跡は、ミカド西遺跡の調査担当者を依頼された坂本和俊が調査範囲確認

のために現地踏査を行なって、大幅な土の削平計画かある区域にも遺跡の存在

が予測されると指摘するまで、県文化財保護課の指導で立てられた圃場整備に

伴なう発掘調査計画に入っていなかったものである。そのため、調査はミカト‘

西遺跡に用意された賛用と期間を調整して行なうということになった。こうし

た中で、圃場整備の設計変更を行ない、削平面積を減らすことによって、調査

区の調整も行なわれたが、圃場整備後の現地をみると調査区よりも現状保存区

域のレベルが低くて、未調査区域での遺跡破壊がかなり行なわれてしまった。

遺跡の範囲は、全測図（第 2 図）に示した A線より東へ30m • I 線より西

へ 50m • 10線より南へ30m • 1 線より北へ30m以上広がることが工事中に破壊

された竪穴住居址や地形から考えられるので、東西 160m ·南北 150m 以上の

規模で、面積16,000可以上に達すると推定される。発掘調査区域は、設計変更

による調整か困難で削平によって遺跡か消減する範囲の中でも、竪穴住居址の

分布密度か高い約 6,500m' を対象にした。

検出された遺構は、五領期の竪穴住居址 1 軒 (21号住）、鬼闇期の竪穴住居

址 57 軒、同期の円形特殊遺構 4 基、同期の土t広24基、国分期の竪穴住居址 3

軒（ 43 • 46 • 54 号住）、同期と思われる掘立柱建物址 2 棟、同期の溝状遺構 1

本 (SD- 5) 、中世の集石遺構 2 基、同基の土坑 9 基、同期の掘立柱建物址

9 棟、同期の柱穴 784 ケ所、同期及びそれ以降と思われる溝状遺構 8 本、中世

以降の畝状遺構 4 本、時期不明の土址48基などである。

鬼高期の住居址 鬼高期の竪穴住居址は、 A線の東側及び 1 線の北側の鯛査区域外にも存在し

たか、全体的にみて地形か低い東部及び北部に分布密度か低く、地形か高い西

南部及び、トレンチで遺構確認を行なった 10線より南側が分布密度が高いと考

えられる。従って、今回の発掘調査は集落の中心部分の一部に当ったか、集落

全体の半分弱を検出したに過ぎないと推定される。住居址の規模は、長辺 6.5
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円形特殊遺構

m 前後の大型のもの、 5 m 前後の中型のもの、 4m以下の小型のものに分類さ

れるか、中型のものか半数以上てある。平面プランは、規模にかかわらす、四

辺かはぱ等しい正方形のものが少なく、長方形気味で、コーナーか直角をなさ

ないものが多い。柱穴の配置は、検出されないものもあったが、小規模のもの

を除くと、基本的には 4 本の主柱穴からなるものと考えられる。カマドは、一

辺約3m 以下で長方形の傾向が強いことから通常の竪穴住居址とは別の機能が

考えられるものを除いては、いずれも付設されていたと考えられる。その付設

方向は、圧倒的に東壁に多いか、北壁及び西壁のものも存在し、時期的な問題

も考える必要かある。貯蔵穴は、カマドの右側にあるものか多いか、西壁及び

北壁にカマトがあるものは左側にあるものが多く、別の位置にあるものや存在

しないものもある。いすれにしろ、貯蔵穴とカマドの位置には関係かある。

円形特殊逍構は、円形溝と報告したもので、形態や規模に差か見られる。第

1 遺構と第 2 遺構は円形溝の一部が切れるもの、第 3 遺構は円形溝か二重に廻

るものてあるか重複の可能杜もあり、第 4 遺構は円形溝の切れる所に直線溝が

存在するものである。規模は、第 1 遺構が長径約 4m 、第 2 遺構か長径約 5.1

m 、第 3 遺構か外側の溝の長径約 5.3m 、内側の溝の長径約 4.3m 、第 4 遺構

か長径約 5.6m である。溝の断面形は、竪穴住居址の壁溝のような U字形で、

幅30cm前後、深さ 5 ~10cm位である。これらの遺構は、溝及び固辺から鬼高式

土器を出土すること、竪穴住居加の存在しない空間に位置する傾向かあること

などから、集落と密接な関係にあると考えられる。また、第 4 遺構の中にある

第42号土址から石製模造品20点か出土したこと、遺構の周辺に土器と炭化物混

じりの有機物層の多いことなどは遺構の機能を考える上で重要である。

土拡 土址は検出された遺構の中では、柱穴について数の多いもので、形態も様々

掘立柱建物址

溝状遺構

であり、時期も一様でない。その上、調査期間に制約があったので、土層の観

察か十分でなく、時期や機能を捉えられたものが少ない。遺物から鬼高期と捉

えられたものは、 33号土坊、（須恵器慰出土）、 38号土坑（土師器甑出土）、 42

号土址（石製校造品出土）などで、径 60 cm酌後の円形に近いもので、底部か

丸底に近い。これらは、集落祭祀に関係すると思われる。かわらけの出土から、

中世と捉えられたものは、 44号土拡、 47号土拡、 48号土址、 50号土址などで、

周辺に石か存在し墓でないかと考えられる。 31号土址も類例から中世と考えら

れるもので、煙道を持ち、周壁か焼け、骨片を出土するものである。

揺立柱建物址は、国分期のものと中祉のものに分類したが、後者は図上復原

によるもので問題が無いわけではない。第 1 、 11 掘立柱建物址などは、古墳時

代の可能性も残る。また、柱穴の多くは、掘立杜建物址であったろう。

溝状遺構は、時期と硬層の埋積の有無で分類される。 SD-5 や SD-7 は

底に砂礫層が堆積し水の流れか想定されるか、他は枯土質の堆柏てある。

（坂本和俊）
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第 6 図第 1 号住居址

□3 □ , 
第 7 図 第 1 号住居址出土土器

第 1 号住居址土層註

1 層 黒褐色土層（焼土粒、 0.1~2 mmの砂を少量含む。）

2 層 黒褐色土層（焼土粒、 0. _l~2 mmの砂を少量含むが、 1 層より少なく枯性が強い。）

3 層 暗褐色土層（焼土粒を多く含み、粒子があらい。）

4 層 暗褐色土層（地山土を多く含み、粘性が強い。）

地山 褐色土層（枯土と砂でしまっている。）

明度 1 〉 2 〉 3 〉 4 〉地山

貨):m

第 2 号住居址土層註

1 層 暗褐色土層（砂粒、帖土粒子を含み、しまっている。）

2 層 黒褐色土層 (3~5 mm程の砂を少量含み、比較的軟かい。上下層と不連続な境界を示す。）

3 層 暗褐色土層（0.5~1 cm程の砂を少量含み、 2 層より砂質である。）

4 層 灰褐色土層（細かい砂粒、枯土粒を含み、しまっている。 5 層より暗い色調である。）

5 層 灰褐色土層（細かい砂粒、粘土粒を含み、しまっている。）

6 層 暗褐色土層（枯土を多量に含み、遺物を多量に包含する。）

7 層 黒褐色土層 (5 層より枯土多く、しまっている。）

8 層 黒褐色土層（枯土、炭化物、焼土を多く含む。）
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第 2 号住居址カマド土層註

1 層 褐色砂泥（枯上に住居址覆土を含む。）

2 層 褐色砂泥 (1 層に類似するが焼土粒を含む。）
3 層 黄褐色砂質粘土（焼土粒を含む。天井部。）
4 層 暗褐色砂泥（砂、粘土、焼土粒子を含む。）

5 層 黄褐色砂質枯土（多量の焼土粒子を含む。）
6 層 灰層（多量の焼土粒子を含む。）
7 層 暗褐色砂泥（枯土および多量の焼土粒子を

含む。）

灰層（焼土ブロックを多く含む。）
焼土層（砂質粘土のやけたもの。）

黄褐色砂質枯土（焼土粒子を少贔含む。）
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第 9 図 第 2 号住居址及び出土土器
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第 3 号住居址土層註

1 層 暗褐色土層 (0.1~1 cm程の砂礫を含む。

砂質。）

2 層 暗褐色土層 (1 層に比して明る＜粘性も

強い。）

3 層 黒褐色土層 (0.1~1 cm程の砂礫を含み、

砂質。）

4 層 黒褐色土層（枯土を多く含む。 3 層より

暗い。）

5 層 黒褐色土層 (4 層より枯土は少なく暗い。）

6 層 灰掲色土層（細かい砂と、粘土の混合土

層である。）．

7 層褐色土層（粘性あり。）

8 層 暗褐色土層（茶褐色枯土ブロソクを含む。）

9 層 褐色土層（茶褐色粘土ブロソクを多量に

含む。）

明度 5 > 4 > 3 > 8 > 1 > 2 > 6 > 7 > 9
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第15図第 5 、 6 号住居址

第 4 号住居址土層註

1 層 暗褐色土層（地山ブロック 0.1~1 mm程の砂粒、炭化物および焼土を含み、しまって

いる。）

2 層 黒褐色土層 (1~2 mmの砂粒を含み、粘性に富み、しまっている。）

3 層 暗褐色上層（褐色の微細な砂粒を多量に含む。 4' 層より砂粒か多い。）

4 層 暗褐色土層 (1 層に類似するが、粒子が少ない。粘性は、 1 層より強く、 3 層より明

るし｀
5 層 暗褐色土層 (4 層より暗く、地山土と、0.5~2 mm程度の砂粒を含み、しまっている。

遺物を比較的多く含む。）

6 層 黒褐色土層 (4 層より暗く、地山土と 0.5~2 mm程度の砂粒を含み、しまっている。

遺物を比較的多く含む。）

7 層 黒褐色土層 (1~2 mmの砂を含み、他は細かい砂粒と地山土の混合。 2 層に比して砂

質である。）

8 層 黒褐色土層 (1~5 mm程の砂粒を含み、また、少量の炭化物、焼土粒子を含み、遺物

も含む。砂質でしまっている。）

9 層 暗褐色土層 (8 層に類似するか、0.5cm程の砂粒が多い。）

10層 黒褐色土層（ 12層に類似するか、地山土の入る割合が多い。）

11層 暗掲色土層（地山土の 1 cm程のブロックを斑状に含み、焼土粒子少量を含む。）

12層 黒褐色土層（焼土炭化物と細かい砂粒を含み、粘性が強い。）

13層 黒褐色土層（ 12層に類似するが、粒子少なく、粘性が強い。 2 層より暗い。）

14層 褐色土層（地山土に、少量の黒褐色土を含む。壁崩壊土。）

地山 褐色枯土層（北側につれ、細かい砂粒か多い。）

明度 6 > 2 > 7 > 13 > 12 > 10 > 8 > 9 > 3 > 5 > 4 > 11 > 1 > 14
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第16図 第 6 号住居址出土土器

第 5 号住居址土層註

1 層 黒褐色土層 (0.1~1 cmの砂粒を多く含み、砂質である。）

2 層 暗褐色土層 (0.5~1 cmの砂粒を含み、また枯土ブロソクを含む。）

3 層 暗褐色土層 (2 層より砂質で暗い。遺物を含む。）

4 層 黒褐色土層 (0.1~0.5cmの砂粒を含む。微細な砂土を中心とする。）

5 層 褐色土層（褐色粘土質層に、 0.5cm程の砂と、微細な砂を含む。）

6 層 褐色土層 (5 層に類似しているが、粘土がより茶色味を帯びている。）

7層 暗褐色土層 (0.1~2 mm程の砂を多量に含む。）

8 層 黒褐色土層（微細な砂粒によって構成され、まれに0.2cm程の砂粒を含む。）
9 層 褐色土層（枯土を主体とし、焼土粒を含む。カマド崩壊土層。）

10層 暗褐色土層 (9 層より帖土、焼土を含む。）

11層 黒褐色土層（砂粒、焼土粒子含み、しまっている。）

12層 黒褐色土層（砂粒少なく、地山ブロソクを含む。）

13層 褐色粒土層（カマド、ソデ。）

明度 8 > ]1 > 2 > 1 > 4 > 12 > 3 > 2 > 7 > 10 > 6 > 9 > 5 > 13

第 6 号住居址土層註

1 層 暗褐色砂泥（微砂を少量含む。）

2 層 黒褐色砂泥（炭化物を含む。 1 層より暗い。）

3 層 褐色砂泥（砂粒少なく、地山ブロックを含む。）
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第19 図 第 7 号住居址出土土器

第 7 号住届址土層註

1 層 暗褐色泥砂（地山ブロック 0.2~1 cm程の砂粒を含み、全体にあらい。）

2 層 暗褐色泥砂 (1 層より粒子細かく、暗い色調を呈する。）

3 層 暗褐色泥砂 (2 層に類似するが、泥土が多い。）

4 層 暗褐色砂泥（多量の焼土、小ブロックが混入し、炭化物を含む。）

5 層 黒褐色砂泥（多量の炭化物、焼土ブロックを含み、北側にそれが、漸次減少傾向にある。）

6 層 黒褐色砂泥 (5 層に類似するが、炭化物多く、全層の％程度をしめる。）

7 層 暗褐色砂泥（少量の焼上粒、地山ブロックを含み、しばしば 2 cmの角礫を含む。）

8 層 褐色砂泥 (8 層より粒子細かく、 0.2~1 cm大の砂粒を少量含む。）

9 層 褐色砂泥（地山土を多量に含み、しまっている。）

10層 褐色砂泥（地山土を多量に含み、 9 層より暗い。）

地山 褐色砂泥（砂粒子細かく、粘土質。）

明度 6 > 5 > 2 > 3 > 1 > 4 > 7 > 8 > 10 > 9
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第 8 号住居址土層註

1 層 暗褐色砂泥（褐色枯土と細かい砂か混合しており、均質である。）

2 層 黒褐色砂泥（粘土めだたず、 0.2~1 cm程の砂粒含む。）

3 層 黒褐色砂泥 (2 層に類似するか、やや明る＜、粘土粒を含む。）

4 層 暗褐色砂泥 (3 層より砂粒か多く、また 4 層より粒子は大である。）

5 層 黒褐色砂泥 (2~ 3 層より、砂粒細かく 2 mm大のもので主に構成される。）

6 層 褐色砂泥 (2~3 mmの砂粒含み、しまっている。）

7 層 暗褐色泥砂（地山 A に煩似するか、やや暗い。壁崩壊土層。）

8 層 褐色泥砂（地山 B に類似するが、地山 A も混合している。壁崩壊土層。）

口／＼ 2
 

, 
第21図 第 8 号住居址出土土器

- 24 -

10cm 



：ロ

l> 

量
忍iロ

第 9 号住居址カマド土層註

1 層 炭、灰まじりの砂利層

2 層砂層

A ¥I 

\ 

3 層 砂利と焼土のまざった層、ソデ部。）

4 層 枯質土まじりの砂利層、ソデ部。）
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第22図第 9 号住居址
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第11号住居址カマド土層註

1 層 焼土（砂礫層と焼土の混り。）

2 層砂陛

3 層褐色砂泥
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第11号住居址
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第27図 第 11号住居址出土土器
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第 9 号住居址土層註

1 層 黒褐色砂泥（焼土粒、地山粒0.1~0.5cmの砂粒を含み、粒子全体に粗いか均質である。）

1層 褐色砂泥（均質で、微細な砂粒によって構成される。）

2 層 暗褐色砂泥 (1 層よりやや明る＜、均質であるが、焼土を含まない。）

3 層 暗褐色砂泥 (0.2~2 cmの砂礫、地山 A土の混合である。）

4 層 黒褐色砂混（微細な砂粒によって構成され、部分的に地山ブロソクを含む。）

5 層 黒褐色砂泥（微細な砂粒によって構成され、 4 層より粒子かあらい。）

6 層 褐色砂泥（地山 A に類似するが、やや暗く、軟らかい。）

地山 黄褐色砂泥（均質でしまっている。）

明度 4 〉 5 〉 1 〉 2 〉 3 〉 6 〉地山 A

第 10号住居址土層註

1 層 暗褐色泥砂（地山の小ブロック、土器小片、 0.5~1 cmの礫を含む。）

2 層 暗褐色砂泥 (0.1~0.5cmの礫を含み、 1 層と比して均質である。）

3 層 黒褐色砂泥 (0.2~0.8cmのli業を含む。土器小片も含み、全体が粗い。）

4 層 褐色砂泥 (0.1~0.5cm また 1 cm程の礫を含み、地山の割合も多い。）

5 層 黒褐色砂泥 (0.2~1 cmの礫を含み、 3 層と比して粒子あらく、やや明るい。）

6 層 暗褐色砂泥（地山土を多〈含み、それよりやや暗い。）

明度 3 > 5 > 2 > 1 > 6 > 4

第 10号住居址カマド土層註

1 層 赤褐色焼土層（砂礫か混入した砂泥質の層、カマドのブリッヂを構成する。）

1層 赤褐色焼土層 (1 層にくらべ、焼土の割合が大きい土層、非常に硬くしまっている。）

1’'層 暗褐色粘土層 (1 層及び1' 層に対し礫を含まない粘土質の層。）

2 層 暗褐色泥土層（炭化物、焼土粒を含む粘性の大きな層、灰層に近い。）

3 層 暗褐色泥砂層（炭化物、焼土粒を若干含み枯性の弱い砂質の層。）

4 層 黒褐色泥土層（炭化物主体の層、焼土もみられる灰層。）

明度 4 > 2 > 3 > l" > 1 > 1'

第11号住居址土層註

1 層 暗褐色砂泥 (0.5cm程の礫を多量に含み、暗茶褐色砂粒を含む。）

2 層 暗褐色砂泥 (1 層に比して均質で、より細かい砂粒を中心に構成される。）

3 層 褐色砂泥 (2 層に比して更に均質で、粒子が細かい。地山 A を中心に構成される。）

4 層 暗褐色砂泥 (2 層に類似しているか、微量の焼土粒を含む。）

5 層 黒褐色砂泥 (2~ 4 層に類似するが、暗茶褐色の砂粒を含む。）

6 層 褐色泥砂 (0.2~0.5mmの砂粒で構成され、まれに地山 A類似のブロソクが混じる。）

7 層 黒褐色砂泥（地山 A に微細な砂土が混入、比較的軟かい。）

8 層 褐色砂泥（地山 A に 0.2~1 cmの砂粒か混入、砂の比率は 3 層より鷹い。）

9 層 暗褐色砂泥（微細な砂粒と、地山A に、少量の砂喫0.1~2 cm を含む。）

10層 褐色破泥（地山 A に少量の砂礫0.1~2 cm を含む。）

地山 A 褐色砂泥（やや枯土質で、茶褐色砂粒がブロック状に混じる。）

地山 B 灰褐色砂礫 (0.2~2 cmの砂喫を中心に構成される。）

明度 7 〉 5 〉 4 、 2 、 3 〉 9 〉 1 〉 6 〉 8 〉 10
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第 12号住居址カマド土層註

1 層 茶褐色土（焼土粒、木炭粒

混入。）

2 層焼土層

3 層木炭層

4 層 暗茶褐色土

5 層 ソデ部

' / 。

``` 
9 |5|0cm 

第28図第12号住居址
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第13号住居址カマド土層註

1 層 褐色砂泥（微量の焼土粒子を含む。）

2 層 焼土（焼土ブロソクを含む。）

3 層 暗褐色砂泥（焼上、炭化物を含む。）

4 層 暗褐色砂泥（焼土、炭化物か 3 層よ

り少なく硬い。）

黒褐色砂泥（均質でしまっている。）

褐色砂泥（粘質で均質、ソデ。）

褐色砂泥（微砂が主体となる。）

5 層

6 層

地山
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第30図 第13号住居址及び出土土器
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第14号住居址カマド土層註

1 層 暗灰褐色泥土（焼土ブロック

を含む。炭化物も若干含む。）

2 層 黒褐色泥土（炭化物を多く含

む層。粘性は強い。）

3 層 暗褐色泥砂（粘性の弱い炭化

物がみられる層。）

4 層 暗灰白色粘土（粘土、壁面は

若干焼土化している。）

4 層 暗灰白色粘土 (4 層より若干

暗く礫か含まれる。）

明度

暗←

2 > 3 > 1 > 4' > 4

~ ~ 

：ロニ：こ□□
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第12号住居址土層註

1 層 灰褐色砂泥 (1 mm以下の砂粒か多く、まれに 2 mm大の砂粒を含む。焼土、炭化物、土

器片を含む。）

2 層 暗褐色砂泥（地山土を多量に含み、焼土、土器等をはとんど含まない。砂は微砂を中

心とする。）

3 層 暗褐色砂泥（他層に比して粒子粗く、地山土ブロソクを含む。 0.2~0.5cm砂粒。）

4 層 黒褐色砂泥（地山土、炭化物粒子と微量の 2 mm砂を含み、主体は粘質土と微砂である。）

5 層 黒褐色砂泥（多量の炭化物、焼土を含み、上面に遺物か多い。 4 層より枯土質である。）

6 層 黒褐色泥土（地山土を斑状に含み、小量の0.1~1 cmの砂を含む。）

7 層 褐色砂泥（地山土を主体に0.5cm程の砂粒を含む。）

8 層 黒褐色泥土（均質で、茶色味を帯び、しまっている。微砂を少量混入する。）

地山 灰色枯土を含む褐色砂泥

明度 6 〉 5 〉 8 〉 4 〉 1 〉 2 〉 3 〉 7 〉地山

第 13号住居址土層註

1 層 暗褐色砂泥（少量の小礫を含む。）

2 層 褐色砂泥（礫少なく、地山土が多い。）

3 層 黒褐色砂泥（炭化物を多く含み、少量の焼土粒子混入。）

4 層 黒褐色砂泥（地山土に地山土ブロソクを含む。均質で軟かい。）

第14号住居址土層註

1 層 黒色砂泥（微砂と、少量の円喫を含む。）

2 層 暗茶褐色砂泥（炭化物、土器を含み、 1 層より粒子があらい。）

3 層 褐色砂泥（地山土を多く含み、やや暗い。）

4 層 暗褐色砂泥（微砂か多く、やや粘質の泥土か多い。）

地山 褐色微砂（微砂を中心に粘土を多く含む。）

明度 1 〉 2 〉 4 〉 3 〉地山

第15号住居址土層註

1 層 黒褐色泥砂 (0.1~1 cm大の砂粒を多く含む。）

2 層 暗褐色砂泥（地山土を多く含み、 0.2~0.5cmの砂礫を含む。）

3 層 暗茶褐色泥土（微砂と 0.5~2 cm大の粒子によって構成され、土器片を含む。）

4 層 黒褐色砂泥（少量の地山土と、微砂を多く含み、0.5cm大のものはごく少量しか含まな

い。）

5 層 黒掲色砂泥（地山土を多く含むし、砂礫土も多く、土器を含む。）

6 層 暗褐色砂泥（地山土、土器を多く含む。）

7 層 暗褐色砂泥 (6 層より砂少なく、より地山土か多い。土器を含まない。）

8 層 暗褐色砂泥（地山を斑状に含み、 7 層より砂か少ない。）

9 層 黒色泥土（少量の砂粒を含む。）

地山 澄褐色泥砂（微砂と 2 cm大の砂礫を含み、淡褐色からやや明るい椙色である。）

明度 9 > 5 > 1 > 4 > 6 > 7 > 3 > 8 > 2

砂礫 1 > 5 > 2
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第16号住居址カマド土層註

1 層 暗褐色砂泥 (0.2~0.5mmの砂礫を

多く含み、ザラサラしている。）

2 層 褐色砂泥（粘質で微量の焼土粒を

含む。）

3 層 暗茶掲色砂泥（少量の淡い焼土粒

を含み、粒子は細かい。）

4 層 暗荼褐色砂泥（多量の焼土ブロッ

ク、炭化物粒子を含む。）

5 層 黒褐色砂泥（多量の炭化物、焼土

を含み、 4 層より炭化物が多い。）

6 層 淡赤褐色砂泥（微砂を中心に、淡

く焼けた焼土層。）

7 層 褐色砂泥（地山に類似し軟かい。）

8 層 焼土（焼土ブロック中に若干の黒

褐色泥土を含む。）

9 層 褐色粘土（均質でしまっている。）

10層 褐色砂泥（少量の炭化物、焼土を

含む。）

0 50cm 
I I I 

---__ //J 

-1竺辺

第33図第16号住居址
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第35 図 第 16号住居址出土土器

第16号住居址土層註

1 層 暗褐色泥砂 (2 層より明る＜、泥土の量多く、やや枯質である。）

2 層 暗褐色泥砂 (0.2~1 cm程の砂礫を含む。）

3 層 黒褐色泥砂 (2 層と同様の礫を含む、その量少なく、土器片を多く含む。）

4 層 暗茶褐色泥砂（多量の炭化物、焼土を含み、礫は少量しか含まない。）

5 層 褐色泥砂（0.5~2 cm程の礫を多量に含む。）

6 層 暗褐色泥砂 (5 層に類似するが、 2 cm大の礫は少なく、やや地山 A に近い。）

7 層 褐色砂礫（地山 A' に類似し、 0.3~2 cm程度の礫と、少量の暗褐色泥土を含む。）

8 層 黒褐色砂泥（0.3~2 cm大の砂礫、土器片を多く含み、地山 B ブロックを含む。）

9 層 暗褐色砂泥（地山 B に類似するが、やや褐色味を帯び、土器を含む。）

10層 褐色砂土 (2 cm大の礫を少量含み、土器をほとんど含まない。）

地山 A 黒褐色砂楔 (0.2~1 cm大の粘土を含む。）

地山 A' 褐色砂礫（0.2~3 cm大の微砂を含む。）

地山 B 暗褐色砂泥（粘土質の土と微砂を主体とし、 0.2~3 cm大の礫を含む。）

明度 3 > A > 8 > 4 > 2 > 6 > 1 > B > 9 > 5 > 10
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第17号住居址カマド土層註

1 層 枯土層（礫を多く含む。内側は焼

けている。）

2 層 砂礫層（焼土、炭化物、灰を含む。
o¥ よくしまっている。）

3 層ソデ部
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第17号住居址土層註 第36図第17号住居址

1 層 暗褐色砂泥 (1 mm大の砂粒を少量含む。）

2 層 暗褐色砂泥 (0.1~2 cmの砂礫を含み、また、地山 B の小ブロックを混入する。）

3 層 黒褐色砂泥 (2 層に類似するが、砂喫の量多く、暗い。）

4 層 黒褐色泥砂（地山 A に類似し、多量の砂礫を 5 割程度含む。）

5 層 暗褐色砂泥 (4 層に類似するが、砂喫少なく、地山 A の粒子を含む。）

6 層 暗茶褐色砂泥 (0.5mm程度の砂粒に枯土質土が混じる。）

7 層 黒褐色泥砂 (4 層に類似するか、砂礫やや少なく、色調もやや暗い。）

8 層 暗褐色泥土 (7 層の砂礫を含まないもの。）

9 層 褐色砂泥（地山 B+A 。 B が多い。）

10層 褐色微砂（地山 A下層の赤～黄褐色の砂粒を主体とし、若干の炭化物も混じる。）

地山 A 黒褐色砂陛泥土

地山 B 黄～赤褐色泥砂

砂喫の量比 10 > 4 > 7 > 5 > 8 > 6 > 3 > 2 > 1

明度 7 〉 4 〉地 A 〉 3 〉 5 〉 1 、 2 > 6 > 8 > 10 〉 9 〉地 B
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第18号住居址カマド土層註

1 層 黄暗色砂泥（砂質か強く粘性がないが

よくしまっている。天井部の補強材と

思われる土器片を含む層である。赤色

粒子を若干含む。）

赤褐色砂泥（最もよく焼けた層で天井

部表面の層。）

基本的には 2 層と同じ。天井部及びソ

デ部が剥落したもので黒色砂泥を多量

に含む層。）

黒色砂泥層（炭化物を多量に含む層で

あり赤褐色ブロソクを若干含む、若干

枯性あり。）

灰褐色砂泥層（粘性があり、炭化物も

含む層であり、若干のしまりがある。）

ソデ部

2 層

2'層

3 層

4 層

5 層

疇

第40図

] 
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'- - //  ~------------

105-8 

疇□cm
第18号住居址
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第 19号住居址カマド土層註

1 層 黒褐色砂泥（炭化物、焼土粒を含む。）

2 層 褐色砂泥（炭化物、焼土を含む。） 一

3 層 暗茶褐色砂泥（焼土を含み杜性強い。）

4 層 赤褐色土（焼土層。）

5 層 暗茶褐色砂泥 (3 層より焼土やや少なー一

し‘。)

暗褐色砂泥（炭化物及び焼土ブロソク

を含む。）

淡赤褐色砂泥（焼土 B 、しまっており

少量の炭化物か混入。）

暗茶褐色砂泥（多量の焼土ブロックを――

含み、斑状をなす。）

褐色砂泥（枯性が強く、しまっている。）

暗褐色砂泥（微量の焼土粒子を含む。）

1 > 6 > 3 > 5 > ]0 > 8 > 9 > 2

6 層

7 層

8 層

9 層

10層

明度

.'~ \ 

·
i
|
,
'
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＼
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第41図
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第18号住居址土層註

1 層 黒掲色砂泥 (1~2 mmの砂粒、 1 ~ 3  cm大の礫を少量含む。）

2 層 黒褐色砂泥 (1 層に類似するが、やや茶色味を帯びる。）

3 層 暗茶褐色砂泥 (1~2 mmの砂粒を含み礫はほとんど含まない。）

4 層 暗茶褐色砂泥（まれに、 2 cm大の礫を含む。他に地山様の微砂を含む。）

5 層 暗茶褐色砂泥 (3 層に類似するが、地山土の比率高く、粘性が強い。）

6 層 茶褐色泥土（少量の微砂を含む。枯質大、地山より軟かい。）

7 層 暗茶褐色砂泥（地山に類似するが、やや暗く、しまっていない。）

地山 暗茶掲色砂泥（粘性が強い。）

明度 1 〉 2 〉 3 〉 5 〉 4 〉 7 〉 6 〉地山

第19号住居址土層註

1 層 暗褐色砂泥 (2 cmの礫を多く含み、炭化物、遺物も多く含む。）

2 層 暗褐色砂泥（小喫を多く含まない。 1 層より若干暗い色を呈す。）

3 層 褐色砂泥 (1 、 2 層に比べ粘性に乏しい。l. 2~1.5cmの礫か密といかないまでもみられる。焼土粒も

若干であるが、点在する。）

4 層 黒褐色泥砂（礫粒子をほとんど含まず枯性もさほどない。）

地山 A 暗褐色砂泥 (1 、 2 層より数段明るい色を呈す。褐色に近い。）

地山 B 褐色砂泥 (5 層とよく似ており、枯性も強くなる。）

地山 C 黒褐色砂泥（シミ状に落ち込んでいる。未掘。）

第20号住居址土層註

1 層 暗褐色砂泥（0.5~1.0mmの礫が主体であるが、焼土、炭化物を含む。）

2 層 暗褐色砂泥 (1 層より暗い色調を呈す。焼土粒子が大型になる。礫は0. 3mm平均である。）
3 層 暗褐色砂泥 (2 層より明るい色を呈す。 0.3mmの礫を含むが、密ではない。）

4 層 暗褐色砂泥 (2 cm以上の礫を多く含む。 3 層と同じ色調である。炭化物、焼土粒及びフク土層中の

遺物を多く含む。）

5 層 暗褐色砂泥 (4 層とほぼ同じ色調だが、楔が 1 cm大であり、密である。焼土粒も多くなる。）

6 層 暗褐色砂泥 (3 層と同じ様な性格を呈す。）

7 層 茶褐色砂泥（礫をはとんど含まず、粘性は強く、地山ブロックも点在する。）

8 層 暗褐色砂泥 (3 層より明るい色調を呈し、 1.5cm位の礫を多く含む。）

9 層 茶褐色砂泥 (7 層より暗い色を呈す。焼土粒、炭化物を多く含み、礫も 7 層より密である。）

10層 黒褐色砂泥（地山ブロックを多く含み、 0.5mm位の礫を含む。）

地山 A 黒色砂泥

地山 B 黒褐色砂泥

地山 C 茶褐色砂泥

明度 10> 2 > 1 > 3 > 8 > 6 > 4 ~ 5 > 9 > 7

第21号住居址土層註

1 層 黒褐色泥砂（小喫をたくさん混入し、色調はもっとも暗く、密度も低い。）

2 層 黒褐色砂泥（礫を混入し、 1 ~ 3 層への移行過程的層である。）

3 層 暗褐色砂泥（小礫の混入かほとんどなくなり、色調も 1 、 2 層に比べ比較的明るくなり、粒子、密

度とも細かく、高くなる。）

4 層 暗褐色砂泥（小礫を 3 層より多少多く含み、色調は、明るくなっている。）

5 層 黒褐色砂泥（小礫を多少含み、 3 層と 2 層の中間ぐらいで、色調も比較的暗い。）

6 層 暗褐色砂泥 (3 層よりは小礫が少なくなり、炭化物粒が多少見られる。）

明度 5 ；；；；；い 3 〉 5 〉 2 〉 1
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第22号住居址カマド土層註

1 層 淡褐色砂喫層（小碑径l.5~1. 2cm前後を多く含

む。）

2 層 淡褐色泥砂層（小礫及び小さな焼土ブロックが

わずかなから見られる。）

3 層 暗褐色土層（大きな焼土ブロックや灰、炭化物

を含む。）

4 層 赤色枯土層（焼土ブロックにより構成されてお

り炭化物、灰を含む。）

5 層 黒色土層（炭化物層で、灰、焼土粒子を含む。）

6 層 赤褐色砂礫層（小さな焼土ブロック、及び礫か

火を受けている。地山層か焼化されたもの。）

7 層 淡赤褐色砂層（焼土ブロックの他に全体的にう

す赤く焼けているソデ部。）

8 層 9 層に近い所に小さな焼土ブロック化が見られ—•一 105.0 

190: 日：ロニ:釆i五□る上:プfこ：：／T；:：号{,言□｀［9‘｀饂筐’’h_＝＝ヒ＝』0cm
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ロロ
□□5 

し口 □□7

□□□ 
ロ 第4 6 図 第2 2 号住居址出土土器 ゜ 10cm 

第22号住居址土層註

1 層 暗褐色砂泥 (0.5~ l. 2cmの喫が主体で、各住居の上面を覆う層と同じである。焼土粒か多く、遺物

も若干含む。）

2 層 暗褐色砂泥（1.0~ 1. 5の礫か主体で、 1 層よりも明るい色を呈す。焼土粒も大型化する。遺物を含

む。）

3 層 暗褐色砂泥 (0.3~0.5cmの礫が主体で、 1 層よりも明るいが、 2 層より暗い。焼土、炭化粒はみら

れない。遺物もさほど多くない。）

4 層 暗掲色砂泥（ 1.5~2.0cmの礫か主体で、礫砂としてもよいくらいの密度で礫が堆積する層。焼土粒、

炭化物、ともに全体的に分布し、遺物もみられる。）

5 層 褐色砂泥（0.5~0.8cmの喫が主体で、まれに 1.5cm大の礫が混入する。焼土粒がめだち、遺物、炭

化粒もみられる。）

6 層 黒褐色砂泥（ 1.0~1.3cmの礫が主体ではあるが、密ではない。炭化物か多くみられ枯性は弱い。）

7 層 暗褐色砂泥(1. 0cm程の礫が主体で、比較的暗い色を呈し、焼土粒がまれにみられる。壁近くの遺物

が含まれることもある。）

8 層 黒褐色砂泥 (0.7~1.0cmの礫が主体で比較的明るい黒褐色である。 7 層に近いが、若干暗く、礫粒

子が少なくなる。）

9 層 褐色砂泥 (0.5cm程の礫が主体で、 5 層より暗い色を呈し、焼土粒もみられない。遺物は多く含む。）

10層 黒褐色砂泥 (0.7~1.0cmの喫が混入するが、粗である。床直の遺物を含み、焼土粒、炭化物を含む。

5 層より暗い。）

11層 暗褐色砂泥(1 .0cm程の礫が主体で、地山ブロソクが、多く混入し、粒子は多くない。）

地山 A 褐色砂泥

明度 10 〉 6 〉 8 〉 7 〉 1 〉 3 〉 2 〉 4 〉 11 〉 9 〉 5 〉地A
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第23号住居址カマド土層註

1 層 砂礫を多く含み、しまっていて

硬い。 （泥砂質。）

本来天井のもので 1 層にくらベ

枯性をもちしまりがある。 （泥

砂質。）

焼土、灰炭化物を含み 2 層より

粘質、しまりか強い。

炭化物を多く含み、しまりのな

い層。

若干の焼土小石を含み粘性、し

まりがある。

焼土を含まない層でソデ部を作

る時人為的に入れられたものと

思われる。

2 層

3 層

4 層

5 層

6 層

E
C
u
 

l 
"3.7 

第48図

響
::-:0 50cm 

I I I 

第23号住居址カマド

第23号住居址土層註

1 層 暗褐色砂泥（上面を覆う土層で、 2 ~3  mmの小硬を含み、少量ではあるが、土器片を含む。枯性は

ある。）

暗褐色砂泥 (1 層より暗い色を呈す。 8 ~10mmの小礫を含み、帯状に堆積し、若干の炭化物を含む。

枯性は 1 層より強い。）

黒褐色砂泥 (1~ 1. 2cmの礫を含む。密度は 2 層より小さく、

スコリア粒もみられるが、多くはない。）

黒褐色泥土 (6 層に類似するか、若干の小礫を含み、枯性は 6 層より弱い。）

暗掲色砂泥（テフラ粒かみられ、 2 層より暗く、 1 層より明るい色を呈す。枯性は 2 層と同等であ

る。）

暗褐色砂泥 (2 層と良〈似ており、 8 ~10mmの小礫を含む。若干 2 層より明る＜、粘性がある。）

暗褐色砂泥 (1 、 2 層より暗い色を呈す。 2 ~3  cmの小礫を含むが、密ではない。）

暗褐色砂泥（礫をあまり含まず、 5 層よりも暗い色を呈す。枯性は強い。）

黒褐色砂泥 (1~1.2cm程の礫を含むが、中型 2 ~3  cmの礫が点在する。遺物、炭化物を多く含み、

焼土粒もみられる。粘性は 2 層より強い。明度は 3 層より暗い。）

10層 暗褐色砂泥 (5 層に類似するが、色調は、やや明るい。焼土粒を含む。）

11層 黒褐色泥土 (3 層より明るい色を呈す。帖性は非常に強く、礫粒子は含まない。）

地山 A 暗褐色砂泥

地山 B 暗黄褐色泥砂

地山 C 灰白色泥土

地山 D 暗褐色砂土

明度 9 > 3 > 4.;;s;11 > 8 > 7 > 10 > 6 > 5 > 2 > 1

2 層

3 層

4 層

5 層

層
層
層
層

6

7

8

9

 

粘性もない。土器片を含み、炭化物、

- 52 -
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第24号住居址カマド土層註

1 層 褐色砂泥（少量の焼土粒、炭化粒を含み、

2 層より砂が多いが枯性は強い。）

暗褐色砂泥（焼土粒子を多く含み、焼土は

淡赤褐色である。）

暗褐色砂泥（多量の焼土ブロソク、炭化粒

2 層

3 層

4 層

5 層

6 層

7 層

を含み斑状をなす。）

暗茶褐色砂泥（地山土に淡赤褐色焼土粒子

を含む。）

暗赤褐色砂泥（地山か淡赤褐色に変化した

ものと思われ、少量の炭化物を含む。）

灰褐色砂泥（粘質であるが微砂か多く、軟

かし｀
黒褐色砂泥（炭化物、焼土粒を多く含む。）

• 
疇

105~ 

第50図 第24号住居址
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第52図 第24号住居址出土土器

第24号住居址土層註

1 層 暗褐色砂泥 (1.5~2.0cm程の喫粒子が、主体であり、遺物も含む。）

2 層 暗褐色砂泥（礫の密度が粗であり、枯性は少ない。全体的にパサバサしている。 1 層より暗い色
調を呈す。）

3 層 暗褐色砂泥 (2.0~3.0cm程の礫粒子が主体であり、覆土層内出土の土器はこの層からか多い。）

4 層 暗褐色砂泥（3.0~4.0mmの砂礫粒子か主体である。少々ではあるか、焼土粒がみられる。 3 層よ
り明るい。）

4層 暗褐色砂泥（炭化物を多く含み、暗い色調を呈す。礫粒子はあまり含まず、軟弱な層である。）

5 層 暗褐色砂泥（地山ブロックが混入し、礫粒子は少ない。削るとサクサクしている。 4 層より暗い。）

6 層 暗黄褐色砂泥（地山の混入かみられるが、粘性かある。）
7 層 暗黄褐色砂泥（地山土のしめる比率か多い。壁の崩壊土か。）

8 層 黒褐色砂泥 (7~8 mmの礫粒子がみられるが全体的に粗である。枯性があり炭化物、床直の遺物

を含む。）

明度 8 > 4' > 5 > 3 > 4 > 2 > 1 > 6 > 7
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第25号住居址カマド土層註

1 層 灰褐色砂泥～枯土（少量の焼土炭化物

を含む。）

2 層 暗褐色砂泥 (1 層＋多量の焼土、炭化

物粒子。）

3 層 暗茶褐色砂泥（焼土粒子を多く含み、

全体に粒子細かく、殴を含まない。）

4 層 黒褐色砂泥（多量の炭化物を含み、比

較的焼土は少ない。）

5 層 暗褐色砂泥（地山に頷似するか小喫多

く、炭化物少量混入。）

6 層 暗茶褐色砂泥 (3 層に類似するか地山

土の割合多い。）

7 層 暗褐色砂泥 (1 層より暗く、粘土質で

あるが、純粋な粘土ではない。）
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第53 図 第25号住居址
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第54図 第25号住居址出土土器

第25号住居址土層註

1 層 暗褐色砂泥（1. 0~ 1. 5cm大の礫が点在するが、密ではない。）

2 層 暗褐色砂泥 (1 層よりも暗い色調を呈し、礫も 2 ~3  cm大きさのものか多くなり、

密となる。）

3 層 黒褐色砂泥（ 1.2~ 1. 5cm大の礫が密となって堆積し、炭化物、遺物も含む、黒色砂

泥といってもよい。）

4 層 暗褐色砂泥 (0.7~1.0cmの礫かみられる。密ではないか、 1 、 2 層よりも暗い色を

呈し、焼土粒も若干みられる。）

5 層 黒褐色砂泥（焼土粒かみられ、炭化物も点在する。礎粒子はみられない。 3 層より

明るい色を呈す。）

6 層 黒褐色砂泥 (3 層より暗い色調を呈す。焼土粒もみられるが、 5 層程ではない。）

7 層 暗褐色砂泥（地山土が多く混入し、1. 2cm程の礫粒子がみられる。 1 層よりも明るい

色調を呈す。）

8 層 暗褐色砂泥（1.2~1. 5cmの礫かみられるが、密ではない。地山ブロックが混入し、

7 層よりも暗い。）

9 層 褐色砂泥（地山土である。上面がA で下面がB である。）

地山 A 暗褐色砂泥

地山 B 暗黄褐色砂泥

明度 9 > 7 > 8 > 1 > 2 > 4 > 5 > 3 > 6
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第55図 第26号住居址

第26号住居址土層註

1 層 黒褐色砂泥（小礫をほとんど含まず、若千の焼土粒か見られる。泥の多い層で

ある。）

2 層 暗褐色砂泥（小礫、砂が増加し、焼土粒、炭化物も点在している。土器の見ら

れる層である。）

3 層 暗黄褐色砂泥 (2 層に比べ小礫、砂はほとんど変らないが、ローム粒子の混在

が見られる。）

4 層 暗褐色砂泥 (3 層に比べ明度が低くなり、小礫と砂が増加している。比較的粗

である。）

5 層 灰褐色砂礫（小礫とカマドの粘土、若干の砂と焼土粒で成っており、粗な層で

ある。）

6 層 暗褐色砂泥 (3 、 4 、 5 層に比べ明度は低く、砂泥を中心とした密な層で、若

干の焼土粒とローム粒を含む。）

7 層 暗黄褐色砂泥（比較的明度は高く、多少大形のロームブロックを含み、壁の崩

壊土と思われる。）

8 層 暗褐色砂泥（床直の層であり、焼土、炭化物を多量に含み、小礫が比較的多い。

3 層と同等である。）

9 層 灰褐色砂泥（カマドの粘土と、砂を中心に、炭化物、焼上を含んでいる。）

明度 9 > 5 > 3 > 7 > 2 > 8 > 4 > 6 > 1
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第56図 第26号住居址出土土器
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第58図 第27a • b号住居址出土土器
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第59図 第27a • b号住居址出土土器

第27 a 号住居址土層註

1 層 黒褐色砂泥（多少の小硬と、若干の焼土、炭化物を含み、砂泥の多い層であり、多少

祖である。）

2 層 暗褐色砂泥（小陛は 1 層よりも増加し、焼土、炭化物も増加し、粗な層になる。）

3 層 暗褐色砂泥（小陸は 2 層よりも増加し、砂喫層に近くなっている。焼土、炭化物は 2

層と同等である。）

4 層 暗褐色砂泥（小差は 1 層と同じぐらい含み、砂が増加している。焼土粒は余リなく、

炭化物も余りない。）

5 層 黒褐色砂泥（小礫は 1 層より減少し、砂泥か増加し、ローム粒、焼土粒、炭化物は余

りない。）

6 層 暗褐色砂泥（若干砂蝶か増加し、焼土粒子、炭化物粒、ローム粒とも増加している。

2 層に近い。）

7 層 暗褐色砂泥（地山の崩壊土と思われ、ローム粒が増加し、若干の焼土を含む。）

明度 7 > 6 > 4 > 3 > 2 > 1 > 5

第27 b 号住居址土層註

1 層 黒褐色砂泥（若干の小喫と多少の焼土粒か点在する。）

2 層 暗褐色砂泥（小差は余り含まず、焼土粒が細かく分布する。）

3 層 暗褐色砂泥（焼土粒、炭化物か増加し、小喫は多少入っている。）

4 層 暗褐色砂泥（焼土粒、炭化物か広く分布する。）

5 層 暗褐色砂泥（砂泥か中心であるか、多少の焼土粒と炭化物を含み、ローム粒は余リ含

まない。）

6 層 暗黄褐色砂泥（ローム粒子を多く含み砂泥中心で密な層である。）

明度 6 > 5 > 3 > 4 > 2 > 1
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含む。）

2 層 暗褐色砂質層（焼土、炭化物を含む。）

3 層 暗茶褐色砂質層（焼土、炭化物、灰

が非常に多い。）

4 層 淡褐色砂質層（焼土を多く含み、炭

化物を若干含む。）

5 層灰色粘土層

6 層 直接火をうけた焼土層（ソテ部）

7 層 暗褐色砂質粘土層（ソデ部）
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゜第60図 第28号住居址及び出土土器
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第29号住居址カマド土層註

1 層暗褐色土

2 層 茶褐色土（多量の焼土粒子及び焼

土ブロック。）

3 層黄褐色土

4 層黄褐色土層

105.() 

〇 ュェm
| I l 

第61図 第29号住居址出土土器
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第62図 第29号住居址出土土器

第28号住居址土層註

1 層 暗褐色砂泥（礫粒子を多く含まぬ層で、灰白色粒子がみられるが、粗である。）

2 層 暗褐色砂泥 (1 層よりも暗い色を呈し、炭化物も若千含む。1.0~1.2cmの礫粒子が見られるが、密

ではない。）

3 層 暗褐色砂泥 (0. 7~ 1. 0cmの礫粒子を含むが密ではない。焼土粒、炭化物を含む。 1 層よりも明るい。）

4 層 赤褐色砂泥（1. 0cm平均の礫粒子がみられるが、粗である。灰白色粒子、炭化粒が点在する。）

5 層 赤褐色砂泥（礫粒子を含まない。 4 層より明るい色を呈す。焼土粒がみられる。）

6 層 暗褐色砂泥（礫粒子を含まぬ層、炭化物 1 mm大を含む。）

7 層 黒褐色砂泥（明るい黒褐色を呈す。礫を若干含むが、密ではない。）

8 層 黒褐色砂泥（礫粒子を全く含まず、炭化粒子を含む。粘性はなく、 7 層より暗い色を呈す。）

9 層 赤褐色砂泥 (4 層より暗い色を呈す。 0.5~0.6cmの礫粒子を若干含む。）

10層 暗褐色砂泥 (6 層とほぼ同等の色調を呈すが、炭化粒を含まず、焼土粒がやっとみられる。）

11層 暗褐色砂泥（ 13層とほぼ同等の色調を呈すが、炭化物がみられる。焼土粒はみられない。）

12層 暗褐色砂泥 (1 、 2 、 3 、 6 層よりも明るい色調を呈す。 0.6mm大の礫粒子点在。）

13層 暗褐色砂泥（色調は 10層よりも暗く、焼土粒が若干みられる。）

明度 8 > 7 > 13;.:;11 > 10 > 6 > 2 > 1 > 3 > 12 > 9 > 4 > 5

第29号住居址土層註

1 層 暗褐色砂泥（少量の焼土、赤褐色サビ状粒子、 0.5cmの砂粒を含む微砂が 2 層より少ない。）

2 層 茶褐色泥砂（赤褐色粒子、焼土、 0.5cmの砂粒を含む微砂。）

3 層 赤褐色泥砂（多量の微砂中に褐色土を含む。）

4 層 灰褐色微砂 (3 層より褐色土の混入比率が少なく、赤味少ない。）

5 層 褐色微砂（地山 A' を中心に構成され、しまっている。地山よりやや明るい。）

6 層 暗褐色砂泥（地山 A' と、黒褐色泥土により構成され、しまっている。）

7 層 灰褐色砂泥（赤褐色サビ状粒子を多量に含み、地山 A を多量に含む。）

8 層 黒褐色泥砂（地山土中に、赤褐色サビ状粒子を含み、しまっている。）

9 層 暗褐色微砂（地山土中の微砂を中心に構成されている。）

地山 A 暗褐色泥砂（均質で、砂粒の混入は少なく、しまっている。）

地山 A' 褐色泥砂～微砂（砂粒の混入は少なく、均質であり、上より下に暗くなっている。）

明度 8 > 1 > 9 > 6 > 4 > 2 > 7 > 3 > 5
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第30号住居址カマド土層註

1 層 赤褐色土層（粘土が焼けて硬くなって

いる。カマドの天井かと思われる。）

2 層 暗赤褐色土層（焼土、炭化物を含み硬

くひきしまっている。）

3 層 灰茶褐色土層（灰、焼土、砂を含み、

かたくひきしまっている。）

4 層 灰黒色土層（砂を含むきめこまかい粒

子で焼土を少し含み硬くひきしまって

いる。）

5 層 灰黒色土層（焼土、炭化物を含み、か

たくひきしまっているが 4 層より赤っ

ぽく土器片を含む。）

6 層 暗赤褐色土層（焼土が焼けてかたくな

っている状態だが、灰褐色土層を含ん

でいる。）

7 層 赤褐色土層（カマドの側壁が火によっ

てかたまったもの。）

8 層ソデ部。

ヽ
0 50cm 
I I I 

第63図 第30号住居址
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第31号住居址カマド土層註

1 層 暗茶褐色砂泥（ブリッヂとフク土

が混合したもの。）

2 層 焼土A 、赤褐色（炭化物の混入少

な〈、ブリッヂ部の焼結したもの。）

3 層 焼土 B （徴量の炭化物を含み、ブ

ロック状をなす。）

4 層 暗褐色砂泥（多量の炭化物、焼土

粒を含む。）

5 層 茶褐色帖土（微砂も多く含む、ソ

デ部。）

明度 1 > 4 > 5 （焼土は見にくい。）

0 50cm 
笏 II I 

第65図 第31号住居址
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第66図 第31号住居址出土土器
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第32号住居址カマド土層註

1 層 黒褐色土層（焼土と小石を含みしまりあり。）

2 層 明褐色土層（焼土を多量に含み、炭化物も

含む。小石か混入している。）

2層 明褐色土層 (2 層より焼土が少ない。小石

を少量含む。）

3 層 茶褐色土層（枯性があり、炭化物が混入、

焼土ブロソクか含まれている。）

4 層 明黒褐色土層（焼土、小石を少量含む。粘

性は 1 層より強い。）

4' 層 赤褐色土層（全体に焼土が多量に混入、炭

化物を含み枯性は弱い。）

5 層焼土層

6 層 灰褐色土層（粘性あリ、炭化物、灰を含む。）

第67図 第32局住居址
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第68図 第32号住居址出土土器
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第30号住居址土層註

1 層 暗褐色砂泥 (0.3~0.7cm礫粒子を含む。遺物も含むが、炭化物、焼土粒などは、乾燥の為確認

できず。）

2 層 暗褐色砂泥（喫粒子を含まない層で、焼土粒が点在し、 1 層よりも明るい色を呈す。）

3 層 黒褐色砂泥(1. 0~2.5cmの礫か主体で、炭化粒、焼土粒がみられる。）

4 層 黒褐色砂泥 (0 7~2.0cm大の醍が主体で 3 層に比べ醍が密なので分層した。）

5 層 暗褐色砂泥 (0 5~0.7cm大の陛粒子かみられる。 2 層よりも暗い色を呈し、 1 層よりも礫か粗

である。焼土粒かみられる。）

6 層 褐色砂泥（礫粒子を含まない層で、焼土粒、炭化物か点在する。）

7 層 褐色砂泥（礫粒子を含まない層で、焼土粒、炭化物かみられない層。枯性は 6 層より強い。）

8 層 暗褐色砂泥 (2 層よりも明るい色を呈す。 0.7~1.0cmの喫かみられるが、 3 、 4 層に比べ粗である。）

9 層 暗褐色砂泥（陸粒子を含まず、 0.5mm大の焼土粒を若干含む。 5 層よリ暗い色を呈す。）

10層 黒褐色砂泥 (2 cm大の礫粒子が主体で礫は密であるが、 3 、 4 層よりも明るい。）

11層 褐色砂泥（地山ブロソクか混入し、比較的明るい色調を呈す。）

12層 暗褐色砂泥（地山ブロックが混入し、比較的明るい色調で、 1.5cm大の喫を含む。）

地山 A 褐色砂泥（砂か主体である。）

地山 B 暗褐色砂泥（喫が主体てある。）

明度 3 ~4 > 10 > 9 > 5 > 2 > 8 > 1 > 12 > 7 > 6 > 11

第31号住居址土層註

1 層 暗褐色砂泥（微砂と少量の 2 ~5  mmの砂粒を含む。比較的均質である。）

2 層 暗褐色砂泥 (1 層に比して、地山土混入の割合多く、やや明るい。又、焼土、炭化物も混入し、

砂粒も多い。）

3 層 灰褐色砂泥（地山土粒と、少量の焼土粒子を含み、しまっている。）

4 層 黒褐色砂泥（土器片と少量の焼土粒子0.1~0. 3cmの砂粒を比較的多く含む。）

5 層 暗茶褐色砂泥（炭化物、焼土の粒子ブロックを含み、全体として斑状をなす。）

6 層 褐色砂泥（多量の地山土中に微量の炭化物、焼土粒子、 1 mm大の砂粒等も混しる。）

7 層 暗掲色砂泥（微砂、炭化材、焼土、黒色泥土から構成され、均質ではなく、斑状をなす。）

8 層 褐色砂泥（地山土を中心に構成され、地山よりも砂粒多く、 0.2~3 cm大のものも含む。）

地山 淡褐色砂泥（比較的均質で、 0.2mm以上の少量の砂粒を含む＇。北に向うに従って暗い。）

明度 4 〉 7 〉 1 〉 2 〉 5 〉 3 〉 8 〉 6 〉地山

第32号住居址土層註

1 層 淡茶褐色砂泥（若干の小砂、小喫を含み、砂粒子か細かく、枯性もない。しまりくあいは良い。）

2 層 茶褐色砂泥（小喫か比較的多く含まれ、砂粒子か 1 層より幾分祖くなり、粘性も少しはある。

しまりぐあいは良い。）

3 層 暗茶褐色砂泥（小礫が多くなり、炭化物や焼土粒子を、割合多く含んでおり、粘性は 2 層より

強く、しまりぐあいも良い。）

4 層 暗褐色砂泥 (3 層と少し異なり、炭化物、焼土粒子が多く含まれ、粘性も 3 層より強い。しま

りぐあいは、 3 層と同じ。）

4層 暗褐色砂泥 (4 層より炭化物、焼土粒子か、更に多く含まれており、枯性も、 4 層より少し強

い。しまりぐあいは 4 層と同じ。）

5 層 赤茶褐色泥土（小砂、小礫をあまり含まず、炭化物、焼土粒子が細かく、粘土との混入がみら

れ、粘性強く、しまりは良好である。）
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第33号住居址土層註

1 層 暗褐色砂泥（泥を中心とする層で、焼土、炭化物、小礫を含まない。）

2 層 暗褐色砂泥（砂か増加し、焼土粒か混入し、小礫が少々混じる。）

3 層 暗褐色砂泥（焼土ブロックを含み、小硬をほんの少し含む。）

4 層 暗掲色砂泥（焼土粒子は、殆んど含まず、小礫が増えている。粗な層である。）

5 層 暗褐色砂泥（焼土粒子が斑点状に点在する様になり、砂も多く混じり、密になる。）

5”層 暗褐色砂泥（色調は、 5 層よりも明る＜、小礫の混入が少なく、焼土粒も少ない。）

6 層 暗褐色砂泥（わずかの焼上粒子を含み、小礫が多くなる。）

7 層 黒褐色砂泥（焼土粒を若干含み、色調は、黒っぽくなっている。小礫は含まない。）

8 層 暗褐色砂泥（焼土、炭化物を多く含み、地山の直上で、地山の土と混じっている。小礫は含まない。）

9 層 暗褐色砂礫（小礫を中心とし、粗である。）

明度 1 > 2 > 3 > 4 > 8 > 10 > 5 > 9 > 6 > 7
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第34号住居址カマド土層註

1 層 茶褐色砂泥（若干の焼土、炭化物砂

粒、小石礫を含む。枯性は弱く、し

まりは普通。）

2 層 暗茶褐色砂泥（若干の焼土、炭化物

を含み枯性は強くしまり良好。）

3 層 赤褐粘土（焼土粒、炭化物を含む。

粘性強くしまり良好。）

4 層 暗褐色泥砂（砂粒が祖く、多少の焼

土粒、炭化物を含み、粘性弱くしま

りは悪い。）

5 層 赤褐色泥土（焼土粒、炭化物、小礫

を含む。枯性は少し強〈、しまり良

好。）

6 層 赤褐色泥土 (5 層より少し暗く焼土

粒が少ない。炭化物は同じくらいで、

粘性は変わらず、しまりも同様。）

第71図第34号住居址
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第34号住居址土層註

1 層 暗褐色砂泥（礫は殆んど含まず、微砂と砂粒、微量の木炭粒、焼土粒を含む。）

2 層 黒褐色砂泥 (1~3 cm程の礫を含み、微量の炭化物、焼土粒子を含む。）

3 層 褐色砂泥（粘土粒子0,5~1 cmの礫を含み、下層より粒子あらい。）

4 層 暗褐色砂泥（土器片も多く含み、やや不均質で、礫も混じる。）

5 層 暗茶褐色砂泥（地山土を多く含み、少饂の炭化物、焼土粒子を含む。）

6 層 暗茶褐色砂泥（地山土を多く含み、より粒子があらい。）

7 層 茶褐色砂泥（地山土を 5 層より多く含む。）

8 層 黒褐色砂泥（上下層と明確な境界を示す。粘土ブロソクを含む。）

9 層 黒褐色砂泥（地山土を多く含み、軟かい。）

10層 暗茶褐色砂泥 (4 層より明る＜、黄褐色土粒子を含む。微量の焼土も含む。）

11層 黒褐色砂泥（地山土に黒色土を混じる。均質で 1 層より暗い。）
明度 9 > 8 > 11 > 2 > 6 > 10 > 5 > 4 > 1 > 7 > 3

- 77 -



ーO
I
 

• • 

洛6 

SD-6 

\ 
• 

.• 

. 
゜ ◄

 

゜
36。I

/ 

. . 

(.)/ 

I 

A 疇冒
A‘m1 
105,i I 

0 2m 
I I I 

第35号住居址カマド土層註

1 層 明黒褐色土層（枯土を多量に含む。）

2 層 明赤褐色土層（焼土ブロックを多量に含む。）

3 層 赤褐色土層 (2 層よりも焼土ブロックが少ない。）

4 層 暗褐色土層（焼土ブロソクと木炭を含む。）

5 層 褐色土層（焼土ブロックをやや含む。）

6 層 黒褐色土層（焼土粒子をやや含む。）

疇
第73図 第35号住居址
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第74図 第35号住居址出土土器

第35号住居址土層註

1 層 暗褐色砂泥（少量の 0.5 cm程の砂粒を含み、他は微砂と暗褐色泥土によって構成される。）

2 層 黒褐色砂泥 (0.1~2 cm大の小喫を、含み、比較的均質で粒子細かい泥土によって構成される。）

3 層 暗褐色泥砂（黄褐色、黒褐色の0.1~0.5cm程の小陛を多量に含み、上下層とは明確な境界を示す。）

4 層 黒褐色砂泥（微砂と 0.5~1.0cm大の醗を少量含み、均質である。）

5 層 暗褐色泥砂（黄褐色、黒褐色の小礫を多く含み、全体に砂質である。）

6 層 黄褐色泥砂（地山 A と少量の暗褐色土で構成される。）

7 層 褐色泥砂（地山 A上部に対応し、 6 層より砂粒少なく、微砂か多い。）

8 層 黄褐色泥砂（地山 A下部に対応し、 6 層より砂粒少なく、より A に類似する。）

9 層 褐色泥砂 (7 、 8 層に対応する層であるが、地山 B を中心に構成される点が異なる。 7 、 8 層よ

り暗い。）

10層 褐色泥砂 (6 層に類似するが、より礎か多く、微砂は少ない。）

11層 暗褐色泥砂（少量の小礫を含み、また焼土、土器片等を含む。）

12層 暗褐色泥砂（多量の土器片を含み、 2 ~3 mmの砂粒によって構成され、均質である。）
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第36号住居址カマド土層註

1 層 灰褐色土層（黄茶褐色土粒子を若

干含む。）

2 層 黄褐色土層（砂質粘土層に焼土ブ

ロックを含む。）

3 層 灰褐色土層（径 1 cm前後の焼土ブ

ロソクと、微量の炭化物を含む。）

4 層 赤茶褐色土層（焼土層で粘性をお

びている。）

5 層 黄褐色土層（粘性が強く、しまっ

ている。）
h
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第75図第36号住居址
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第36号住居址上層註

□□□8 

` 
13 第76図 第36号住居址出土土器

｀口

゜ 10cm 

1 層 黒褐色泥砂 (0.1~1.0cm大の砂粒か均質に混入し、全体に粒子が荒い。）

2 層 暗褐色泥砂 (1 層より粒子細か〈、黄褐色のサビ状粒子を多く含む。上下層とも明瞭な境界を示す。）

3 層 暗褐色泥砂（ 1 、 2 層より砂礫を多く含み、 2 層より暗い。）

4 層 暗褐色泥砂（地山 C に多量の暗褐色土を含む。）

5 層 暗茶褐色砂泥（少量の炭化物、砂礫を含む。）

6 層 黄褐色泥砂（地山 C に少量の暗褐色土を含む。）

7 層 灰褐色微砂（サヒ状暗褐色粒子と 2 cm大の砂粒を少量含む。）

8 層 褐色砂泥（地山 A に多量の微砂を含む。）

9 層 黒褐色微砂（微量の礫を含み、均質である。）

10層 黄褐色泥砂 (6 層に類似するが、より礫か多く、地山 D に類似する。）

11層 暗褐色微砂（微量の炭化物を含み、しまっている。）

12層 褐色砂泥（微量の焼土粒子 1 ~2  mmの砂粒と礫を含む。）

13層 暗褐色砂泥（微量の焼土粒子と微砂、粘土質土を混入する。）
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第37号住居址カマド土層註

1 層 暗灰褐色砂泥層（焼土粒、炭化物をまった＜

含んでいない。）

2 層 暗灰色泥砂層（小石及び焼土粒を少し含む。）

3 層 赤褐色土（焼土ブロソク、炭化物粒を含む。

遺物あり。）

4 層 赤色粘土層（焼土ブロックを多く含む。）

5 層 黒褐色砂泥 (4 mmの小醗、小さな焼土ブロノ

クを含む。）

6 層 淡灰色土層（焼土粒を多く含む。）

7 層 暗褐色土層（小石、焼土ブロソク、炭化物粒

子、灰を含む。）

8 層 赤色粘土層（焼土で構成されている。）

9 層 灰褐色枯土層（全体的に焼土粒か見られ、若

干小喫を含む。）

10層 暗灰褐色粘土層 (9 層に対して焼土粒が少な

6

gL
 

く、泥の混入か見られる。）

104-9 

“ 
0 50cm 
l | | 

第77図 第37号住居址
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第78図 第37号住居址出土土器

第37号住居址土層註

1 層 茶褐色砂泥（やや灰色味を帯び、粒子細かく、微量の炭化物粒子、焼土粒子を含む。）

2 層 暗茶褐色砂泥（地山 D を多く含み、まれに、 2 cm大の喫を含むのみで、他は微砂で構成される。）

3 層 暗褐色砂泥 (2 層と比して D の割合か非常に少なく、他は類似している。）

4 層 暗褐色砂泥 (3 層に類似するか、 B をより多〈含み、 2 層より少ない。）

5 層 暗茶褐色砂泥（地山 D 類似土に、暗褐色と、微砂、炭化物粒子を含む。）

6 層 褐色砂泥（ D に類似し、少量の炭化物、土器片等を含む。）

7 層 暗茶褐色微砂 (D を多く含み、少量の炭化粒を含む。）

8 層 褐色砂泥（地山 D に砂粒、炭化物、焼上粒子を含む。）

9 層 黒褐色泥土（有機質の粘性のある土に、焼土、炭化物を混入する。）

地山 A 褐色～黄褐色泥砂（上より明るくなり、砂粒の量が増える。 0.5~2 mm土の砂粒。）

地山 B 黄褐色砂礫 (1~3 cm大の礫を多く含み、微砂、砂粒を主体とする。）

地山 D 黄褐色泥土（灰褐色微砂を含み、茶褐色の斑状をなす。）
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第38号住居址カマド土層註

1 層 灰白色枯土層（炭化物、焼土を含み、硬も含

まれる。）

1' 層 灰白色枯土層（炭化物、焼土を含まず、礫中

多く見られない。 1 層にくらべ硬質て帖性も

あり、しっかりしている。）

2 層 淡褐色泥土層（炭化物、焼土を含む。）

3 層 黒褐色泥土（炭化物を多量に含む灰層。黒色

灰泥土としてもよい。焼土も含む。）

4 層 黒褐色泥土（炭化物を含むが、 3 層に比べ小

型化し量も少ない。焼土も含む。）

5 層 黒褐色泥土（焼土、炭化物を含む枯性の強い

層。 3 層より暗い。）

6 層 黒褐色泥土（炭化物をあまり含まず杞性も弱

し‘。)

7 層 赤褐色砂土（焼土を含み、枯性もあまりない

層。）

8 層 赤掲色泥土（焼土含み 7 層より多量である。

炭化物、楔もみられる。 7 層より暗い。） 11層 灰白色泥土層（枯性は 1 、 2 層より弱い。支

9 層 赤褐色砂土（焼土を含むか 7 層より少量。 7 脚のささえの為か。）

層より明るい。） 12層 赤褐色土層（非常に固くしまっていて、 1 、

10層 赤掲色土層（焼土そのもの、非常に固くしま 2 層の灰白色枯土か熱を受けたと思われる。）

っている。） 明度 8 > 9 > 7 > 10 > 12 > 1 > l' > 5 > 3 > 6 > 4

第79図第38号住居址
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第39号住居址カマド土層註

1 層 黒褐色砂泥（焼土粒子を多く含む。）

2 層 暗褐色砂泥（焼土粒子を多く含む。）

3 層 褐色粘土（微量の焼土粒、小礫を含む。）

4 層 焼土A (3 層の焼土化したもの、粘性は強い。）

5 層 焼土 B （赤褐色のブロックにより構成。）

6 層 黒褐色砂泥（炭化物を半分含む。）

7 層 黒褐色砂泥（炭化物、焼土を多く含む。）

8 層 褐色枯土 (3 層に類似するが、やや砂質。）
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第83図 第39号住居址出土土器
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第38号住居址土層註

1 層 暗褐色砂泥 (0.3~1 cm大の小礫を含み、砂粒、微砂と暗褐色泥土からなる。）

2 層 褐色砂泥 (1 層より小礫少なく、地山土に近い。微量の炭化物粒子を含む。）

3 層 暗茶褐色砂泥（炭化物、焼土粒を多く含み、又、土器片も含む。 4 層より暗い。）

4 層 暗褐色砂泥（炭化物、焼土、土器片等を多く含み、 0.3cm程の砂粒と微砂か多い。）

5 層 暗褐色砂泥 (4 層より明る<、 6 層より暗い。炭化物、焼土粒子を含み、しまっている。）

6 層 暗褐色砂泥 (4 層よりやや明るく、地山土の割合か多い。茶褐色のサビ状をした粒子を多く含

む。）

7 層 淡褐色砂泥（微量の粘土粒子を含み、少量の砂礫を含む。）

8 層 暗掲色泥砂 (0.5cm大の小礫多く、砂粒、微砂多い。又、地山土を多く含む。）

9 層 黒褐色砂泥（砂粒少なく、微砂を中心とする。均質で軟かい。）

10層 暗褐色砂泥（地山土を多く含むか、やや暗く、斑状で不均質である。）

11層 黒褐色砂泥（均質で微砂も多く、しまっている。）

明度 9 > 11 > 3 > 1 > 4 > 5 > 6 > 10 > 8 > 7 > 2

第39号住居址土層註

1 層 暗褐色砂泥（ 1.5cm前後の小陛を多く含む。）

2 層 暗掲色砂泥 (1 層に同じであるか、小礫の量が少ない。）

3 層 暗褐色泥砂 (1 、 2 層に比べ、しまりかなく、喫の量も少ない。）

4 層 暗褐色泥砂 (3 層に比べややしまりがある。 1 cm前後の小礫を含む。）

5 層 暗褐色砂泥 (4 層に比べ小礫の量も少なく、大きさも小さくなる。）

a 層 黒褐色砂泥 (3 層よりもしまりかなく、小礫を若干含む。）

第40号住居址土層註

1 層 暗褐色泥砂 (0.2~1 cm大の砂親を多量に含み、少量の炭化物粒を含む。）

2 層 暗茶褐色砂泥 (1 層に比して喫の量か著しく少なく、多量の炭化物粒を含む。）

3 層 暗掲色砂泥（焼土ブロソクを多量に含み、小礫を混じる。）

4 層 暗茶褐色泥砂 (0.5~2 cm大の礫を多量に含む。 1 層より礫か多い。）

5 層 暗茶褐色砂泥（地山 A に類似するか、小喫少な〈、やや暗い。）

6 層 褐色泥砂 (4 層に対応するか、地山 D の影讐によるためか地山 D に近似する。）

7 層 暗褐色泥砂 (4 層の様な小礫少なく、砂を多量に含み、焼土、炭化物粒が多い。）

8 層 褐色砂泥（地山 D 中の泥土を中心に崩壊したものか小礫は少ない。）

地山 A 褐色砂泥 (0.2~0.5cmの小礫を含み、比較的均質である。）

地山 B 暗褐色砂泥（ A に類似しているが、暗い。）

地山 C 茶褐色粘土（均質でしまっている。）

地山 D 暗褐色泥砂（褐色、黄褐色小礫、暗茶褐色枯質土を中心に構成され、微砂等の混入は少ない。）

第41号住居址土層註

1 層 茶褪色砂泥（微量の炭化物、焼土粒子を含み、また少量の砂粒を含む。）

2 層 暗褐色泥土 (3 層に類似するか、地山土の割合多い。）

3 層 暗褐色泥土（微量の炭化物、焼土粒子を含み、 1 層に類似するが、地山ブロックを含む。）

4 層 暗褐色泥土（多量の炭化物粒を含み、比較的均質で、池山ブロソク混入。）

5 層 褐色泥土（多量の炭化物、焼土粒を含む。地山に近似している。）

6 層 暗褐色砂泥（地山の鉄サビ状粒子を含み、しまっている。地山に近い。）

7 層 暗茶褐色泥土（炭化物、焼土等はほとんど含ます、地山より暗い。）

地山 茶褐色泥土（枯質で、赤褐色の微砂からなる。小ブロソクを多量に含む。）

明度 7 > 2 > 4 > 6 > 3 > 1 > 5
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第41号住居址カマド土層註

1 層 暗褐色泥土（ソデを構成する灰白

色粘土プロソクを含む。枯性があ

り、焼土、炭化物を含む。）

2 層 暗褐色泥土（焼土、炭化物を含む

割合が多く、粘性もある。カマド

内におけるフク土であろう。）

3 層 褐色泥土（焼土が主体の層、上面

を炭化物かおおう所もある。）

4 層 灰白色枯土（カマドのソデを構成

する層、米占性も非常に強い。一部

熱を受け焼土化している。）

5 層 灰白色粘土 (4 層よりも暗く、枯

性も強い。）

明度 2 > 1 > 3 > 5 > 4

第86図

10S9 

第41号住居址
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第43号住居址土層註

1 層 黒褐色泥土（他に比べ

て一番暗い。）

2 層 暗褐色泥土（白色、黄

色、赤色微砂粒子を含

む。）

3 層 褐色砂泥（他に比べて

一番明るい、枯質であ

る。）

4 層 暗褐色泥土（白色、黄

色、赤色微粒子を含む。

焼土粒子を若干含む。）
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第44号住居址カマド土層註

1 層 暗褐色泥砂（焼土粒子を若干含む。）

2 層 黒褐色泥砂（焼土を含み、・ 1 層より粘

性に富む。）

暗褐色砂泥（焼土、炭化物粒子を含み、

2 層より粘性に富む。）

暗褐色泥砂 (3 層より焼土がまばら。）

黒褐色泥砂（焼土ブロックを含む。）

黒褐色砂泥（焼土を含む、ソデ。）

黒褐色砂泥（ソデ～ブリノヂ崩壊土。）

焼土（枯性に富む。）

焼土と粘土が混った層（ブリソヂ崩壊。）

黒色泥土（焼土を含む。）

7 > 3 > 4 > 6 > 1 > 5 > 2

3 層

4 層

5 層

6 層
I 

6'層

7 層

8 層

9 層

明度
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第92図 第43号住居址出土土器
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第47号住居址土層註

1 層 黒褐色土（砂喫及び土器小破片

を含む。）

2 層 灰茶褐色土

3 層 黒褐色土（炭化物、焼土を含む。）

4 層 暗褐色土（褐色のブロソクと砂

粒を含む。）

5 層 黒褐色土（砂を含む。）

第47号住居址カマド土層註

1 層 焼土混入褐色土層

2 層焼土層

3 層 砂混入褐色土層

4 層 焼土混入砂質土層

5 層 焼土を微量含む黒褐色土層

第98図
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第48号住居址土層註

1 層 暗褐色砂泥（小礫を多く含む。）

2 層 暗褐色砂泥（若干の焼土を含む。）

3 層 暗褐色砂泥（炭化物、焼土粒か点在。）

4 層 暗掲色砂泥 (3 層よりも焼土、炭化物

の混在度が多く、土器片が混入する。）

5 層 黒褐色砂泥（小礫を余り含ます、砂泥

を中心とした層。）

6 層 暗褐色砂泥（地山の崩壊と思われる層。）

明度 3 > 2 > 6 > 1 > 6 > 5

第48号住居址カマド土層註

1 層 茶褐色土層（焼土を多く含み、硬く、

しまりか良い。）

2 層 黒色土層（炭化物を多く含む。下部が

やや暗い赤色を呈する。）

3 層 灰褐色土層（炭化物、焼土粒を少し含

み、軟かい。）

4 層 灰褐色土層（かなり硬い。）
ク

第99図第48号住居址
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第49号住居址土層註

1 層 黒褐色砂泥（少礫を比較的多く含み、砂泥も多少含んでいる。ローム粒子がごくわすか点在する。）

2 層 暗褐色砂泥（少陸は 1 層より多少増える。焼土粒子、炭化物を含む。相である。）

3 層 暗褐色砂泥（少礫は更に多くなり、炭化物、焼土が増え、土器も見られ、ローム粒子が多い。）

4 層 暗褐色砂泥（少礫は 1 層よりも少なく、ローム粒子か増え、炭化物、焼土とも若干見られる。）

5 層 暗褐色砂泥（覆土と地山の混合層と思われ、若干の焼土、炭化物か見られ、ローム粒も多い。）

明度 5 > 4 > 3 > 2 > 1
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第100図 第49号住居址及び出土士器
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第50号住居址カマド土層註

1 層 暗褐色砂泥（焼土、炭

化物粒子を含む。）

2 層 暗赤褐色砂泥（焼土ブ

ロソク、炭化物粒子を

含む。）

3 層 灰茶褐色砂泥（灰、焼

土、炭化物を含む。）

4 層 茶褐色砂質枯土層（ソ

デ部）

5 層 赤褐色砂質粘土層（火

をうけて赤化したソデ

部。）
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第111図 第57号住居址

第50号住居址土層註

1 層 暗褐色砂泥（小礫を若干含み、泥土か多く、少

量の焼土が入っている。）

2 層 暗褐色砂泥（小礫の混入が数倍ぐらいに増え、

焼土、炭化物も増加してある。）

3 層 暗茶褐色砂泥（少礫は 2 層に比べ増えており、

焼土、炭化物のブロック、土器などが見られる。）

4 層 暗茶褐色砂泥（少礫は依然として増え、砂礎層

に近くなっており、焼土、炭化物は細かくなり、

増えている。）

5 層 暗褐色砂泥（若干の焼土を含んでおり、小礫も

多少混じり、砂を中心としている層、ローム粒

子か多少多い。）

6 層 暗褐色砂泥（少量の焼土と炭化物に、多少大型

の小礫を含んだ層である。）

7 層 暗黄褐色砂泥（地山の崩壊土と思われ、ローム

粒、泥砂を中心とした密な層。）

8 層 暗荼褐色砂泥（焼土、炭化物粒が多く、若干の

粘土を含む。）

明度 7 > 6 > 4 > 3 > 5 > 2 > 1 > 8

第51号住居址土層註

1 層 黒褐色泥砂（小礫を含み、土器の極小さいものも見られる。）

2 層 暗褐色泥砂 (1 層よりも小礫の量か多〈、土器片、炭化物、焼土粒子を含む。）

3 層 茶褐色砂土（小礫をあまり含まず、よくしまっている。やや枯性かある。）

4 層 瞳褐色砂礫（小碑がぎっしりと入り、よくしまっている。小礫の径は 2 層のものと同じ位かやや

大きめである。）

5 層 暗茶褐色泥砂（部分的に喫か集中しているか、その他は礫か少ない。やや枯性がある。）

第52号住居址土層註

1 層 暗褐色砂礫（小礫を多く含み、砂泥も比較的多い。焼土、炭化物はほとんど含まず、ごく少量ロ

ーム粒子か点在する。粗である。）

2 層 暗褐色砂泥 (1 層に比べ小礫は少なく、少量混入する様になり、ローム粒か、増加しているが、

焼土、炭化物は余り変らない。）

3 層 暗掲色砂泥 (1 、 2 層に対し、小礫はほとんど含ます、泥砂を中心とした密な層に変り、焼土、

炭化物は増えている。）

4 層 暗褐色砂泥 (3 層よりも焼土、炭化物は増えており、 2 ケ所に焼土粒の多い所がみられる。若干
のローム粒含む。）

5 層 暗褐色砂泥 (4 層よりは、ロームの混入か少なく、暗いが 4 層より明るくなっている。焼土粒が

比較的多い。）

6 層 暗黄褐色砂泥（若干のローム粒を混入し、多少焼土、炭化物が見られる。色は、 7 層より多少暗

くなっている。）

7 層 暗黄褐色砂泥 (3~5 cm位のロームブロソクを含み、壁の崩壊土と思われる。）

明度 7 > 6 > 5 > 4 > 2 > 3 > 1

第55号住居址土層註

1 層 暗褐色砂泥（小礫の比較的多い層で、焼土粒、炭化物、ローム粒か少量点在し、土器を含む。）

2 層 暗褐色砂泥 (1 層よりも小礫、炭化物、焼土粒、ローム粒が増加し、粗な層を呈す。）

- 106 -



3 層 暗褐色砂泥（多量の焼土塊を含み、小礫は余り含まず、砂泥が増加する。）

4 層 暗黄褐色砂泥（小礫、炭化物、焼土などは 2 層より減るか、砂泥が増加し、密な層になる。）

5 層 暗黄褐色砂泥（小礫は殆んど含ます、砂泥を中心に、若干の焼土粒が混入する。）

6 層 暗黄褐色砂泥 (4 層より若干ローム粒子が減り、明度も落ちる。小礫、焼土、炭化物は含まず、

砂泥、ロームを中心としている。）

7 層 暗黄褐色砂泥（多量のローム粒を含み、明度の高い層である。焼土、炭化物は余り含まない。）

明度 7 > 6 > 4 > 5 > 3 > 2 > 1

第56号住居址土層註

1 層 暗褐色砂泥（砂粒を含み、微量の焼土粒子を含み、地山ブロソクも含む。）

2 層 茶褐色泥土（地山の暗茶褐色ブロソクを含んでいる。）

地山 暗茶褐色泥土（枯性強く、しまり良好。）

第57号住居址土層註

1 層 暗褐色砂泥 (1~1.5cm前後の小喫を含む。）

2 層 暗褐色砂泥 (1 層に比べ小礫の量か少なく、大きさも 1 cm前後となる。）

3 層 暗褐色砂泥 (2 層に比べ、小礫の量が少なく、大きさも小さくなる。）

4 層 暗茶褐色砂泥（小碑の量か最も少なく、他の層に比べ砂が少なく泥か多い。）

明度 1 > 2 > 3 > 4
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第60号土砿土層註“` 1 層

e‘ 
79 

A'B  B' 

冒応 ゜

黒褐色泥砂層（焼土粒子

を少量含む。）

2 層 黒褐色泥砂層 (1 層より

褐色で焼土粒子を少量含

む。）

3 層 黒色砂泥層（焼土粒子、

プロック、小喫を含む。）

1m 

第123図土拡
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43 

3 層
A’ 
笏

4 層

明度

口｀□；A_

第43号土址土層註

1 層 暗褐色砂泥 (1~2 mm程の陸粒＋を

主体とする。帖性はない。）

暗褐色砂泥 (0 6~1. 0mm禾旱の喫粒了＾

を含む。焼土粒か若干見られる。）

黒褐色砂泥（枯性は強く、炭化物、

焼土共に若干含む。遺物を含む。）

暗黄褐色砂泥（炭化物、焼土共に多

く含む。遺物も含む。）

3 > 1 > 2 > 4 
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第126図第31号土砿

第31号土砿土層註

1 層 暗褐色砂泥（微量の焼土粒子を含

み、やや帖性あり。）

2 層 暗褐色砂泥 (5 mm程の小i業を含む

かやや粘性強い。）

3 層 褐色泥砂 (2~5 mm程の砂喫を多

く含む。）

4 層 暗褐色泥砂 (3 層に類似するかやや暗い。）

5 層 暗褐色泥土（少量の焼土粒、炭化物を含む。）

6 号 黒褐色泥土（骨粉、炭化物を多量に含む。）

ｷ
 

ハ3
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ー
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第 2 号溝土層註

1 層 暗褐色土層（枯土を含み、堅緻。）

2 層 黒褐色土層（焼土、砂粒を含む層。）

3 層 黒褐色土層（焼土が少なく、 2 層よ

り砂質である。）

4 層 賂褐色土層（地山ブロソクを多量に

含み、焼土粒を微量含む。枯性強し。）

5 層 黒褐色土層 (4 層と同様のブロソク

を含み、又、砂粒を多く含む。）

明度 2 > 3 > 5 > 1 > 4

第 127図第 1 、 2 号溝
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第 4 号溝 (H-lOG) 土層註

1 層 暗褐色泥土 (2 層より明るい、白色微粒子

混入、炭化物、赤色微粒子混入。）

2 層 暗褐色泥土 (1 層より暗い。炭化物、赤色

微粒子混入。）

3 層 黒褐色泥土（比較的枯性に富む。炭化物、

赤色微粒子混入。）

4 層 暗褐色泥土（他のどの層よりも明るい。地

山がブロソク状に混入、炭化物を含む。）

第128図第 3 、 4 号溝
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第 4 、 5 号溝交点 (H-9G)-4 号溝土層註

1 層 賠茶褐色砂泥（微量の焼土、炭化物を含み、 0.2~0.5cm大の小喫を少量含む。）

2 層 黒褐色砂泥（微量の焼土、炭化物粒子を含み、 1 層より粒子か細かく、小礫が少ない。）

3 層 黒褐色泥土（焼土等をほとんど含ます、まれに小喫を含む。）

4 層 賠褐色泥土（少量の小礫、微砂を含み、 3 層よリ粒子は祖いか、粘性が強い。）

5 層 暗褐色泥土（地山 A を含み、均質で緻密である。 4 層より明るい。）

6 層 黒褐色泥土（地山 B 粒子を含み帖性に富み、少量の微砂を含む。）

7 層 褐色泥砂（地山 B ブロソクを多量に含み、少量の灰色砂粒も含む。）

第 5 号溝 (E~ 7 G) 土層註

1 層 暗褐色砂泥（ 1 cm程の礫を均ーに含む。）

1” 層 暗褐色砂泥 (0.5cm程の礫を均ーに含む。 1 層より礫か小さく密で、焼土粒も含む。）

2 層 暗褐色砂泥 (0.5cm程度の差を均ーに含むか、 1 、 2 層より粗で、炭化物を多く含む。）

3 層 賠褐色砂泥 (0.3~0.5cm程の礫を均ーに含むか、微量である。）

4 層 暗褐色砂泥 (0.3cm程の喫を均ーに含み、地山ブロjク、焼土も認められる。粘性は強い。）

5 層 暗褐色砂泥 (4 層と類似している。）

6 層 暗褐色砂泥（ 1 cm程の陸を均ーに含み、 5 層より密で、暗い。）

7 層 暗褐色砂陛 (0.5~1.5cm程の礫を多量に含む。）

第 5 号溝 (F- 8 G) 土層註

1 層 暗褐色砂泥 (2~5 mm大の小礫を少量含み、比較的均質である。）

2 層 黒褐色砂泥 (1 、 3 、 4 の各層と比較して、礫か少なく、少量の焼土粒を含む。）

3 層 暗茶褐色砂泥 (0.1~1 cm大の喫を含む。その他の粒子は 1 層より細かい。）

4 層 暗茶掲色砂泥 (3 層に類似するが、やや黒い色を呈す。）

5 層 黒褐色泥砂（礫は少なく、砂、微砂を主体とする。土器片を含む。）

6 層 暗褐色砂泥 (5 層より醗か多〈、しまっていて、均質である。）

7 層 褐色泥砂（地山土を多く含む。又、灰白色砂蝶も多く含む。）

8 層 暗褐色砂差 (0.1~0.5cmの砂粒、及ひ 1 ~3 cmの小礫を多量に含む。）

9 層 暗褐色砂泥（喫をはとんど含ます、微砂と泥土によって構成され、均質で緻密である。）

10層 黒褐色砂泥 (9 層に類似するか、きわたって黒い。）

11層 黒褐色泥砂 (0.5~1 cm大の小礫を多く含む。）

地山 暗褐色砂泥

明度 2 〉 10 〉 11 〉 5 〉 4 〉 3 〉 9 〉 8 〉 7 〉地山

第 5 、 6 号溝交点 (H-9G)-5 号溝土層註

1 層 暗褐色砂泥（微量の焼土粒子、炭化物粒子を含み、均質てある。）

2 層 暗荼褐色砂泥 (1 層より砂粒、炭化物、焼土ともに多〈、しまっている。）

3 層 暗荼褐色泥砂 (0.3~0.5cm大の砂粒を含み、焼土炭化物を含む。）

4 層 暗荼褐色泥砂（上層に比して碑か少なく、黄褐色砂で主に構成される。）

5 層 暗茶褐色泥砂 (4 層に比して、砂粒か細かく、その割合か多い。）

6 層 暗褐色砂泥 (1 層に類似するが、地山土の割合か多〈、やや明るい。）

7 層 暗褐色泥砂 (6 層に類似するか、地山土の割合が多く、やや明るい。また砂粒も多い。）

8 層 暗茶褐色砂礫 (0.5~2 cm大の陸を多く含み、少量の暗褐色泥土を含む。）

9 層 褐色砂喫 (8 層より小礫の割合多く、また黄褐色砂粒を含む。）

10層 黒褐色砂泥（少量の焼土粒、地山ブロソクを含む。）

地山 A 暗茶褐色泥土（砂粒、微砂を含み、均質でしまっている。）

地山 B 茶褐色枯土（砂粒を含むか、均質でしまっている。）

- 126 -



明度 8 > 10 > 5) 1 > 4) 3 > 6 > 7 > 2 > 9

第 4 、 5 号溝交点 (H-9G)-5 号溝土層註

1 層 暗褐色砂泥（微砂を中心に構成され、小礫はほとんど含んでいない。）

2 層 暗褐色砂泥 (1 層よりやや暗く 0,5cm程の小嚢を多く含む。又、少量の焼土粒も含む。）

3 層 黒褐色泥砂 (0,5~1 cm程の小喫を多量に含む、泥土は粘性か強い。）

4 層 暗褐色泥砂（砂粒か多く土器井を含む。枯性は弱い。）

5 層 灰褐色泥砂 (4 層より粒壬が細かく、泥土の枯性は強い。）

6 層 褐色泥土（小喫を含まず均質で緻密である。）

7 層 褐色泥砂（小硬を含み、灰色砂粒の割合が多い。）

8 層 暗褐色砂泥 (5 mm大の小喫、及び、微砂を含み、緻密である。）

9 層 暗茶褐色砂泥（小i繋は少なく、地山 B を多く含み、枯性は強てある。）

明度 3 > 2 > 1 > 4 > 8 > 9 > 5 > 7 > 6

第 5 、 6 号溝交点 (H-9G)-6 号溝土層註

1 層 暗褐色砂泥（少量の0.5cm大小礫を含み、均質て 2 号溝フク上に類似。）

2 層 褐色砂泥 (1 層より拉子粗く、地山七粒子多い。）

3 層 暗茶褐色泥土（地山粒子微砂を多く含み、硬地である。）

4 層 茶褐色砂泥（地山土ブロソク、微量の焼土粒子を含む。）

5 層 暗荼褐色砂泥（砂粒も多く含み、微量の焼土、炭化物粒子を含む。）
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第130図 第 5 号溝出土土器
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第131 図 第 1 号集石遺構

第 1 号集石遺構土層註

1 層 暗褐色砂泥（細かい砂粒を最も多く、全体に均ーに含む。）

2 層 暗褐色砂泥 (1 層よりもやや明るく、 0.5cm大の砂礫を多く含んでいる。）

3 層 黒褐色砂泥（地山よりも暗〈、粘性かあるか、赤色、白色の粒子を多く含む。）
4 層 暗褐色砂泥 (1~5 cm大の砂礫を多く含み、又、地山土、赤色の粒子を含む。）
5 層 暗褐色砂泥 (3 層よりもやや明るいか、粘性かあり、 3 層の土を多く含んでいる。）

6 層 淡褐色砂泥（微砂、及ひ、 1 cm程の小礫、白色の粒子を多く含むか、きめか細かく、粘
性かある。）

明度 3 > 5 > 1 > 2 > 4 > 6

第 2 号集石遺構土層註

1 層 暗褐色砂泥層（焼土、炭化物か点在し弱干のローム粒子と砂を中心にしている。自然堆
積の層である。）

2 層 暗黄褐色砂泥（若干の炭化物と大型のロームブロ／クを含み小蝶か多い層てある。埋土
である。）

3 層 暗褐色砂泥層（色調は 2 層よりも暗くなリ小礎か若干増加し、ロームフ‘口／クか混在す
る。）

4 層 暗黄褐色砂泥（小礫の混入が増加し 2 層よりも大型のロームブロソクが混在する。）
明度 4 > 2 > 3 > 1
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ミカド遺跡出土の施釉陶器

坂野和信

本遺跡の調査によって得られた古代から中世の陶器は、日常供膳・貯蔵容器

か大半を占めている。その主体は、灰釉陶器·常滑焼・古瀬戸陶等の尾張にお

ける諸製品である。近傍に展開された十二天遺跡から知見されるものに比し、

中世の知多半島製品（常滑焼）、甕類の個体数は多いか逆に、古代の灰釉陶器

の数量は著しく限定されている。古墳時代後期から約 9 世紀間にわたる営みの

うちで、当遺跡は中世代の前半には形をかえた画期か存したことの一端を示す

資料であろう。小稿でも各遺構出土と包含層出土のものとに分けて略記する。

1. 遺構出土の土器

SD-5 

（第 141 図1.2) 

Cこニ：：：：：：：：ニ：：：：：：＝＝＝ r

`‘‘\—- -9,91  

` , ヽ` ヽ' ¥ 

1. 皿。推定口径15.2cm、器高2.5cm、底部から口縁下位にかけての残片であ

る。外方にふんばる梯形状の低い高台を有し、厚肉の器体か腰部から漸進的に

内湾して口端を反端風に仕上げるものである。底部の内面に三叉トチンの目痕

かみられる。調整手法は、底部外面をヘラケズリしてい

るか、凹部面に残った糸切り痕を消去していない。高台

の周縁から口縁部の内外面は丁寧にロクロナデか施され

ている。施釉は器体の内面のみに厚くたっぷりと流しか

/',, けされており、細貫入か観察される。胎土は灰白色でや
1 、

’’ り や白色が強く、精緻なものである。微黒粒と微砂粒を含

2
 

10cm 

第141図 SD- 5 出土の灰釉陶器

む。焼成は酸化烙により硬緻である。溝の最下層から検

出された。

2 。長頸壺。高台径8.7cm、体下部から底部の残片であ

る。やや低く幅の広い高台か付されている。体部は倒卵

形を呈し張り出すものとみられる。調整手法は底部外面

と体部下位をヘラケズリしているか、底部中央の凹部は

糸切り痕が残っている。また高台の周縁と体部内面はロクロナテされる。残存

部に施釉はみられないが、内底部に楕円形状の降灰か付着している。胎土は灰

白色を呈し微黒粒と多くの砂粒を含む。焼成は良好である。覆土中から検出さ

れた。
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SD-6 

（第 142 図）

SB-2 

（第 143 図）

集石 SX-1

（第 144 図）

古瀬戸、おろし皿。口径14.2cm、器高2.8

cm。平底風の底部からゆるやかに口縁部へ

移行し上位で外反しつつ、口端に浅い凹部

をつくって丸くおさめるものである。底部

内面はヘラ劃による斜格子状の 0.4cm を単

位とするおろし目が刻されている。調整手

法は底部外面を糸切りのまま未調整、口縁

部内外はロクロナデされる。施釉は口縁部

の上位に緑灰色釉が厚く漬けかけされ釉流

もみられる。胎土は淡黄灰色を呈し 1 ~3  mmの砂粒を含むか帖質性は良好であ

る。焼成は酸化焔によるものとみられる。覆土中から検出された。

短頸壺。口径15.8cm、推定器高25cm。口縁部と体上部の破片である。肩部と

体部との境に「今」と刻されている。強く外反する短い口縁部が口端で丸くお

さめられている。

頸部から肩部への

移行は漸進的であ

るか、体部は大き

く張り出し、最大

径を中央位にもっ

ものとみられる。

調整は口縁部から

体部の内外にかけ

てロクロナデされ

¥

[

 
第142図

,o~ 
’'9 9 

SD-6 出土の古瀬戸
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口縁部は丁寧であ 第143図 S B-2 柱穴覆土出土

る。肩部に降灰かみられる。胎土は青灰色でやや褐色を帯びる良質なもので、

細砂粒を含む。焼成は還元焔により良好。搬入品とはみなし難い。

甕。口径38.0cm、器高48.0cmの大型のものである。口縁部から底部まで約半

分弱か遺存している。なで肩で大きく張り出す肩部から漸進的に頸部へ移行し

て、短〈外反する口縁部の端面を幅広につくりだしている。端部の内側を小

さく剖り取って、外面に二条の浅い沈線をめぐらす。体部はゆるやかに大きな

弧を描くもので、底部は上底で比較的薄くつくられている。成形技法は輪積み

によるもので、底部から 5 段に区分して自重に耐えるべく重ねられている。調

整手法は口縁から肩部の内外面をロクロナテ、体部は外面の輪積み痕を指頭の

ナテッケによって密着させ、また、内面の接合部はヘラ状具によってかき消さ

れており、下位はその痕跡か明瞭である。底部外面は体上部へ向って幅 1.5cm

前後の間隔でヘラケズリされている。口縁部から肩部にかけて淡灰緑色釉かみ
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集石 SX-2

（第145図 4)

/--------_-I 

-----、—-----

15 30cm 

第144図集石 SX- 1 出土

られる。胎土は明褐色、器表は茶褐色で石英粒と 2 mm程の砂粒を含む。焼成は

良好である。

梨。口径36.0cm。頸部から口縁部の破片である。第144図と同様の器形を示すもの

であるか、口端面か内傾して内側に段を有し、外面に一条の浅い沈線をめぐら

している。調整は頸部から肩部の外面にかけて軽いハケ目風の痕がみられる。

口縁部の内外と頸部内面は、ロクロナデによっている。胎土は茶褐色、 2 ~ 3 

mmの砂粒を含む。焼成は良好である。

2. 包含層出土の土器

（第145図］～ 3) 常滑焼（ 1 • 2) 甕。口径26cm、口縁部の小片。外反する口縁部か上位で折
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曲してわずかに立ち上り口端内側にゆるい段をつくるものである。調整は口縁

郁の内外面がロクロナデされる。口縁部に淡緑色灰釉がみられる。舟台土は灰白

色で器表は茶掲色である。枯質性は良好で微黒粒、砂粒を含む。 1 は G-4 地

区、 2 は D-34地区から出土した。 3 、甕。口径30cm、やはり口縁の小片であ

る。強く外反する短い口縁部と内傾する幅の広い口端部とからなるもので、そ

の内面に小さく段をつくり、外面には一条の沈線かみられる。調整はロクロナ

デによるか、口縁部外面に粘土をかき落したハケ目風のわずかな痕跡が観察さ

れる。胎土は茶褐色から淡褐色を呈し、鉱物質（鉄分）と 2 mm程の砂粒を含む。

焼成は良好である。

三一 口― r
`
]
]

、
‘

□
'
,
‘
'
,
'
,
 

7

I

I

I

I

 

r

]

]

]

 

,'r三
I 
l 

`
、
‘
‘
‘

第 145図

包含層出土の

常滑焼

1

1

,

 

量
冑

1
1

肋

5
胤

俯
履
冒
開
印

1

/

'

,

I

 

W

刈
ー

ー
リ
し
口
jr
川
~
h
l

1

1

,

'

 

.
J

I
l

ー
！

4
 

ヽ

ヽ
‘

、
‘
、ヽヽ

ヽ
ヽ

1 5 30cm 

- 140 -



ミカド西遺跡



第 5 章 ミカド西遺跡の概要

調査

堅穴住居址

土砿

本遺跡は、 「埼王県文化財包蔵地台帳」の（児王町一No267) に相当し、当初

はミカド遺跡の一部と考えていたため、ミカド遺跡第 2 地点と呼称した。 しか

し、調査の結果、遺跡の形成時期と地形から別遺跡として捉えたほうが合理的

であると考えられるためミカド西遺跡と呼称する。

調査対象区は、水田化のため削平される約550m’である。本遺跡の中心部は、

この調査対象区の南西に存在するが、施工を表土範囲の地なり整地にとどめた

ため、それらははほ‘、 1日状を保っている。調査対象区の東側は、天明 3 年 (1783

年）の浅間山の爆裂以前にすでに削平されていたと考えられ、その削平個所の

傾斜面に多量の浅間山系A軽石が集積されている。

検出された遺構は、五領期住居址 3 棟、国分期住居址4 棟、土拡 1 基および

溝状遺構 1 址である。

第 1 号住居址（第147図）は、西北約 7.4 m 、東西約7.7m の隅丸方形を呈し、

住居のやや北寄りに縁石を有する炉址が検出された。本址は、南側を第 2 号住

居址に切られている。 （五領期）

第 2 号住居址（第148図）は、南北約 5.8m 、東西約 4.lm の方形ないしは長

方形プランと推定されるが東壁は明確には検出されなかった。あるいは東側に

別の住居址の重複も考えられるかも知れないが、近世の開墾のため明確ではな

い。本址は、第 1 号住居址および第 3 号住居址を切って構築されている。（国分期）

第 3 号住居址（第148図）は、東側を近世の開墾によって切られ、また北側を

第 2 号住居址によって切られているため、プラン・規模等は明確でない。（五領期）

第 4 号住居址（第149図）は、南北約 2.8m 、 東西約 2.5m の規模を有し、東

壁にカマドを有する。本址は、第 6 号住居址および第 5 a 号住居址を切って構

築されている。 （国分期）

第 5 a 号住居址（第149図）は、 4 号住および 5 b号住に切られており、東西

の規模は明らかではないが、南北約 2.5m を測る。（国分期）

第 5 b 号住居址（第149図）は、 5 a 住を切っており、東側は近世の耕作によ

って切られている。南北約2.5mを測る。 （国分期）

第 6 号住居址（第150 図）は、 4 ·5a·5b号住に切られ、また東側は近世の開

墾によって切られている。南北約 8.3 m 、東西推定約 7m の隅丸長方形を呈し

ている。炉址は、北寄りにつくられ、縁石のかわりに土器片を配している。（五

領期）

土砿SK-1 （第152図）は、その上面を第 2 号住居址の貼り床が覆っている。

出土遺物は無く、時期・性格等は不明である。

溝状遺構SD-1 （第146図）は、覆土中に浅間山系A軽石を含むところから、

比較的近年のものと考えられる。 （鈴木徳雄）
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第146図 ミカト西遺跡全測図
- 142 -



3̀ 

砧
ー

. 、
J叫

,' 
、
Q

゜

0

0

 

• 

C

O

 

畠
゜
。j

、0

0

 

¥
/
 

。゚ o 0 ゜

2
 

\ ol,' 
3
 

口
〗1
6〇

）
゜゜

LII 

ｩa) 

|
L
_
 

巡ヽ2
 

1
0
|
 

' 

5
 

8

l

 

l
 

A-

A /////9/／／ニコ戸＝二土二2冒員｀‘’&.7 a_ 

＝＝髯畠□3em

0 10cm 



砕
口
：
＇
い

0
]

y
ー

V
I

I

゜

l
|
)
9
,
\

馴

8
l

ヽ
／
ー
ー
虹

·
—

I
l
|
_
1

＼
ー
川
川

□
□
1
1
1
1
1
9

・
髯

’
9
9
9
9

ヽ
、

3
-

o

.

-

.

4
 

3

2

1

4
 

ー

ー
し
第
一

\
]
1
0
1
\
0

：
ー

c ー
』B



\ ¥
9
 

9
v
ー

+ 氏

C
S
O
L
 

. 
y
 

— 

芯
＋\ 

＼
〇

-c_ 

< 

゜ 2m 

とl

,

l

 ai 

• 
.c! 

I 
.cl 
I 

a ー輩

9 1 5|0cm 

第 4 局住カマド土層説明

1 層 黒褐色土（炭化木、焼土粒子を含み、硬い）。

2 層 黄褐色土（白色枯土が主体を占め、焼土粒子

をわずかに含む。熱を受けている

ためか、粘性はなくパサパサして

いる）。

3 層 赤褐色土（黒褐色土中に、大型の焼土ブロッ

クを少量含む）。

4 層 赤褐色土 (3 層に類似するが、焼土ブロック

が小さく、炭化木も含む）。

5 層 赤掲色土 (3 層中に白色粒子を含む）。

6 層 暗赤褐色土（炭化木、焼土粒を含む）。

7 層 暗赤褐色土 (6 層に類似するが焼土粒子が少

なく、枯性も強い）。

8 層 黒褐色土（微量の焼土粒子を含む）。

9 層

10層

焼土量

暗黒褐色土（焼土粒子が極端に少なく、炭化

木を比較的多く含む）。

暗褐色土（多量の焼土ブロックを含む）。

3〉4 、 5 、 6 〉 7 〉 1 、 8 〉 2

米占性 8 、 9 〉 7 〉 1 、 3 、 4 、 5 、 6 〉 2

第 149図 第 4·5a·5b 号住居址及び 4 号住カマド
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第 1~3 号住居址土層説明

1 層 黒褐色土層（赤色粒子、ローム粒子を含む）。

2 層 灰白色粘土層。

3 層 黒褐色土層 (1 層より、粒子か少な〈黒い）。

4 層 暗褐色土層 (5 層よりロームブロックが少なく、枯性も強い）。

5 層 暗褐色土層（ロームブロックを含み、緻密である）。

6 層 暗褐色土層（若干の焼土粒を含み、ローム粒を多〈含む）。

7 層 暗褐色土層 (6 層に類似するが焼土粒か少なくなり、ローム粒か多くなる）。

8 層 褐色土層（ローム粒、ブロソクを多く含む）。

9 層 黒褐色土層 (1 層より赤色粒、ローム粒が少な〈、白色粒が、シモフリ状に認められる）。

10層 黒褐色土層 (9 層に類似するがロームブロソクを含み、やや明るい）。

11層 暗褐色土層（炭化物、焼土を多く含む）。

12層 暗褐色土層（粘性が強く、緻密である）。

13層 焼土層（若干の黒褐色土が混入している）。

第 1 号住居址貯蔵穴土層説明

a 層 暗褐色土層（焼土粒子を多く含み、砂質である）。

b 層 褐色土層（ローム粒子、ブロソを多く含む）。

c 層 黒褐色土層（少量の焼土、炭化物粒子を含み、枯質である）。

d 層 暗褐色土層 (C 層に類似するか、ローム粒子が多く、緻密である）。

e 層 褐色土層（ロームブロックを含み、焼土粒等は、非常に少ない）。

明度 e > b > d > a > C

第 4 、 5 号住居址土層説明

I 層 黒褐色土層（微量の炭化物を含み、他層より黒い）。

II 層 暗褐色土層（少量のロームブロックを含み、緻密である）。

III 層 暗茶褐色土層（白色粒子、ローム粒子、焼土粒子を含む）。

N層 暗茶褐色土層（ロームブロックを含む。 III 層に類似している）。

v 層 褐色土層（ロームブロソクを含み、枯性に富み、緻密である）。

VI 層 褐色土層 (V 層に類似するか、ロームの量が多い）。

V11層 褐色土層 (VI 層に類似するか、ロームの量がさらに多い）。

VIll層 暗褐色土層 (N層に類似するが、焼土、炭化物を多く含む）。
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第151 図 第 6 号住居址土層断面

第 6 号住居址土層説明

1 層 黒褐色土層（緻密で、少量の焼土粒、炭化物粒、白色粒子を含む）。

2 層 黒褐色土層 (1 層より茶色で、含有粒子も多い）。

3 層 褐色土層（ローム、粘土のブロック、粒子を含み、表面は硬化している。貼床である）。

4 層 暗褐色土層（多量のローム粒子を含み、少量の炭化物、焼土粒子を含む）。

5 層 暗褐色土層 (4 層よりローム粒か多く、又、ロームブロックがめだつ。 5 はローム粒子多い）。

6 層 暗褐色土層 (4 層に類似するがやや黒く、枯性は強い）。

7 層 褐色土層 (1~3 cm程のロームブロソクを多量に含み、上下層との境界は明瞭である）。

8 層 黒褐色土層（少量のローム粒子を含む）。

9 層 暗茶褐色土層（少量のローム粒子、焼土粒子とともに、灰褐色粘土を含む）。 9 はローム粒多い）。

10層 暗茶褐色土層 (9 層より粒子、粘土、ともに少なく、緻密である。 10は粘土。ローム粒が多い）。

11層 暗褐色土層（ローム、焼土、炭化物粒を含み、粒子が細かい）。

12層 暗褐色土層（多量のローム粒子と、少量の炭化物粒子を含み、上下層との明瞭な境界をなす）。

13層 黒褐色土層（多量のローム粒子を含み、軟かい）。

14層 暗褐色土層（多贔のローム粒子を含み、粘性に富む）。

15層 暗褐色土層（ 14層より明る＜、均質である）。

16層 暗褐色土層（少量のローム粒子を含み、粘性は強い）。

SK-1 土層説明

」 a 層 黒褐色土層（少量のローム粒子、ブロッ

クを含む。焼土粒は少ない）。

b 層 黒褐色土層（多量の白色粒と少量の焼土

-A_ A' 
粒を含み、粒子は荒〈なる）。

c 層 黒褐色土層 (b 層に類似するが、ローム

粒を多く含み、やや明るい）。

d 層 暗褐色土層（ローム粒子を多く含み、 a

~ c 層より枯性かある）。

e 層 暗褐色土層 (a~ d 層と比べ、焼土粒子

A ふ
か多く、やや赤い）。

f層 褐色土層（ロームブロックを多く含む）。

g層 褐色土層（ローム粒子、ブロックを多量

に含み、fより粒子細かい）。

明度 g>f> d > e > a > c > b

50cm 

第152図 SK-1
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第 6 章向遺跡の概要

調査

溝状遺構

井戸址

本遺跡は、「埼王県文化財包蔵地台帳」の（児玉町—-No.115) に相当し、調

査地点の小字名から向遺跳と呼称する。調査対象区は、水田化のため削平され

る約 1,000m2 である。本遺跡の中心部は、この調査対象区の南側にあたるか、

施工を表土範囲の地なり整地にとどめたため、ほほ‘1日状を保っている。

遺構確認面は、 IV層中位から IV層上面である。このIV層中からの出土遺物は、

国分式土器を主体とし、少量の鬼高式土器を含むか、中・近世の遺物を含まな

い。またこの層を被覆する III層は、浅間山系 A軽石（天明 3 年・ 1783年）を含

まない。

検出された遺構は、溝状遺構 7 、井戸址 1 、土砿 6 、「土層捻転址」 1 かあり、

いすれも出土遺物が無〈時期の判定は難しい。しかし、遺物確認面の層序から、

中世までは下らない時期に営まれたものと考えられよう。

溝状遺構 SD-1 （第155 図）は、幅約 110cm、深さ約 70cm で、底部の形態

は所謂「箱薬研」に近く、底面には水流の痕跡と思われる鉄分の沈澱層か認め

られる。この水流の方向は、本址の底面か北側に漸次深くなっているところか

ら〈南→北〉と考えられよう。

溝状遺構 S D-2 （第155図）は、幅約 140cm、深さ 30cm で、、溝底部の形

態は規則性をもたない。本址の南側溝底には、大形の落ち込みか存在するか上

層断面の観察から重複によるものではない。本址は南側で、一部 SD-- 7 との

重複か認められ、 SD-- 2 • SD-- 1 の順序が確認された。

溝状遺構 S D 3 ~ 5 （第155図）は、それぞれ類似した底面形態と覆土を有

し、幅約 5 ~60cm、深さ約 2 ~30cm を測る。溝底には、不正形の窪みが数多

く認められ、それらの窪みの中には、赤根川出自と思われる暗橙褐色の砂粒か

堆積している。しかし、恒常的な水流の痕跡は認められない。これらの溝状遺

構は、各々連結しゆるやかに傾斜しなから S D 2 に接続しており、それぞれ

は、同一時期に埋没した可能性か強い。

井戸址 S E--1 （第 164図）は、直径約 2·2m の円形を呈し、深さは約 1.5m を

測る。本址は、現在も湧水が激しく、底部の形態は明確につかみえなかった。

本址の時期は、出土遺物や重複のないため明確ではないが、 S D-1 かゆるや

かに避けてオ屈られているところから (S E-1 • S D--1) か想定される。

本遺跡の溝状遺構の性格は、 SD-1 がその底部の水流の痕跡と形態から用

水路的性格、また S D-2 ~ 7 かその覆土の状態から排水路的性格として捉え

られよう。しかし、今回の調査対象区は、本遺跡の末端部にすぎず、また後述

する十二天遺跡（233ページ参照）との関連も考えられるところから、それらを

含めた考察か今後の課題となろう。 （鈴木徳雄）
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斜面部堆積層土層説明

a 層 暗褐色土層 (N より暗いか、 V より明るい。粘質土を斑状に含む）。

b 層 褐色土層（ロームブロックを少量含み、粘質でしまっている）。

c 層 黄掲色土層（ローム粒、ロームブロックを主体とし、暗褐色土か混じる）。

d 層 暗褐色土層（全体に粘質である。又、砂粒も比較的多量に含んでいる）。

明度 a > d > b > c
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第160図 SD-1 上層断面

SD-1 土層説明

1 層 暗褐色土（多量のローム粒子を含む）。

2 層 黄褐色土（粘質のロームブロックを主体とする）。

3 層 黒褐色土 (5 mm前後の暗赤褐色の斑文が多く見られる）。

4 層 黒色土（微細なローム粒子を含む）。

5 層 黒褐色土 (4 層に類似するかローム粒子か多い）。

6 層 黄褐色土（ロームを中心に構成される）。

7 層 暗褐色土（粘土、微砂が混入し、ローム粒も含む）。

8 層 暗褐色土 (7 層より枯土、砂粒が多く、下面は赤化している）。

9 層 褐色土（ローム粒を多く含みザラッとしている）。

10層 黒褐色土 (3 層に類似するが、やや明るい）。

11層 黄褐色土（ロームを多く含む、 6 層と比べて、明る〈、硬い）。

12層 褐色砂泥（砂粒を多く含む）。

13層 暗褐色土 (3 層に類似するが、斑文はなく、ローム粒か多く、ザラッとしていて 9 層に近い）。

明度 4 > 3 =10 > 5 > 7 > 1 > 8 > 13 > 9 > 12 > 6 > 11
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向遺跡基本土層

I 層 賠褐色土 （耕作土層、 A テフラを少量含み、パサパサしている）。

II 層 褐色土 (I 、 II と比べ、硬くしまっている。多量のローム粒と、少量のテフラを含む）。

III 層 暗褐色土 （多量の浅間山系テフラを含むほか、微量のローム粒、炭化物粒を含む）。

w層 暗茶褐色土（少量の炭化物、赤色粒、ローム粒を含み、テフラは層の上端に散見される）。

v 層 黒掲色土 （微細なローム粒を少量含み、しまっている）。

VI 層 灰褐色土 (VII ブロ／クを多量に含み、枯質でしまっている）。

V11 層 黄褐色土 （ハードロームに近く、枯質である。ハードロームの水没か）。

明度 V > III > I > W > VI > II > VII

SD-2 土層説明

1 層 黒褐色土 （微量のローム粒を含み、均質である）。

2 層 黄褐色泥砂（水性の砂粒とローム粒を多量に含む）。

3 層 暗褐色泥砂 (2 層と灰褐色微砂を主体とする）。

4 層 灰褐色泥土（灰褐色微砂を少量含む）。

5 層 暗褐色泥土（少量の黄褐色泥砂と灰白色粘度を含み、枯質である）。

6 層 黄褐色砂泥 (2 層に類似するかロームが主体となる）。

7 層 黒褐色泥土（枯質で黒色を呈し、灰褐色微砂が混入している）。

8 層 黄褐色砂泥 (6 層に類似するが、灰褐色粘土が多量に含まれている）。

9 層 黄灰色砂泥（地山土より砂が多い）。

10層 暗褐色砂泥 (1 層と 2 層か混じっている）。

11層 黒褐色土 (1 層に対応する）。

12層 黄褐色泥砂 (2 層に対応する）。

13層 黄褐色砂泥 (6 層に対応する）。

14層 灰褐色泥土 (4 層に対応する）。

明度 7 > 1 > 5 > 4 > 10 > 3 > 9 > 8 > 2 > 6

SD-3 土層説明

1 層 暗褐色土 （ローム粒を含み、しまっている）。

2 層 褐色土 （ローム粒を多量に含む）。

3 層 灰褐色土 （枯質で、 SD- 2 と対応かある）。

4 層 黒褐色上 （枯質で、 SD- 2 と対応がある）。

5 層 褐色土 (2 層に類似するか、ロームか多い）。

6 層 褐色土 (5 層に類似するか、枯質で砂粒を含む）。

明度 4 > 1 > 3 > 5 > 6 > 2

SD-4 土層説明

1 層 黒褐色土 （微量のローム粒を含み、均質である）。

2 層 質褐色泥砂（水性の砂粒とローム粒を多量に含む）。

3 層 暗褐色泥砂 (2 層と灰褐色微砂を主体とする）。

4 層 灰褐色泥土（灰褐色微砂を少量含む）。

明度 1 > 4 > 3 > 2
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SK-3 土層説明

A/  

1 層 黒褐色土層（ローム粒子を少量含む）。

ー·- 2 層 褐色土層（ロームブロックを多量に含む）。

SK-4 上層説明

1 層 暗褐色土層（褐色微砂を多量に含む）。

2 層 黒褐色土層（均質でしまっている）。

3 層 暗褐色土層（灰褐色粘土粒・微砂を含む）

4 層 褐色土層（ローム粒、微砂を多量に含む）

5 層 黄褐色土層（ロームブロック、ローム粒を

含み、粘性に富んでいる）。

明度 2 > 1 > 3 > 4

第162図 SK- 3 • 4 
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1 層 黒褐色泥土 (SK- 5 と同じ）

SK-5 

第163図 SK- 5 • 6 
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SE-1 土層説明

a 層 黒褐色土層（少量のローム粒子を含み、軟かい）。

b 層 黒褐色土層（ローム粒子、ブロックを多く含み、斑状になっている）。

c 層 暗褐色土層（帖土粒を少量、ロームブロックを多量に含む）。

d 層 暗褐色土層（ローム、粘土ブロソクを多量に含み、斑状になっている）。

e 層 黒色土層（少量の粘土ブロソクを含み、均質である）。

f層 暗褐色土層(g層に類似するか、枯土の割合が少ない）。

g層 灰褐粘土（枯土中に少量のローム、黒色土を含む。全体にブロック状でゴロゴロしている）。

h 層 黒褐色土層（ローム粒子かまばらに見られる。軟かい）。

i層 暗茶褐色土層（ローム、粘土、黒色土の各プロノクが、斑状をなし、硬くしまっている）。

j層 黄褐色土層（ロームブロソク、ローム粒子の中に少量の黒色土を含む）。

k 層 黄褐色土層(j層に類似するかロームか、より多い）。

］層 暗褐色土層（ロームブロノクを含み、枯土粒か少なく、硬くしまっている）。

m 層 褐色土層（ロームブロソクを多量に含む）。

n 層 黒褐色土層 (h 層に類似している）。
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第 7 章 円良岡遺跡の概要

調査

水田遺構

土拡

溝状遣構

本遺跡は、「埼玉県文化財包蔵地台帳」の（児玉町ーNo.270) に相当し、そ

の地区の小字名より円良岡遺跡と呼称する。調査対象面積は、調査開始当初、

本遺跡のはぱ全域にあたる約 6,000m2 であった。しかし調査の途上、圃場整備

計画の変更かあり、調査対象区全域にわたる遺構には、当該工事および施工後

の耕作の影響が及ばないことが確認されたため、その時点、までに検出されてい

た遺構（約 l,OOOmりについて重点的に調査を行った。本遺跡は、調査前には

平安時代集落跡と推定していた。しかし、調査の結果、本遺跡に分布する国分

式土器は、本遺跡西側に存在する十二天遺跡 (233ページ参照）から流出した土

器か本地点に再堆積したものであることが判明した。本遺跡の遺構（水田址）

は、この国分式土器の包含層の下部にあたる砂礫層の直下から検出された。こ

の砂礫層は、洪水による比較的短期間の堆積であると考えられる。

検出された遺構は、水田址22枚、土砿 4 基および溝状遺構 2 址であり、 SD

1 を除く遺構は、前述の砂喫層が被覆している。

検出された水田面は、南西から北東に順次低くなる傾向があり、最大比高差

は約 32cm を測る。水口は不明瞭であるが、ほは‘｀この水田面比高差の傾斜に沿

った用排水系統が想定されよう。水田の規模は、完掘した 2 枚からみると南北

約 8.5m、東西約 12.2m である。水田は方位を N 8°-E にとり、現存の条里型

水田遺構の方向に類似する。

水田面のほば全面に残る所謂「足跡」状ピットは、足跡に類似するものも認

められるが明確な根拠は無く、その成因については今後の検討か必要であろう。

土琺 s k-1 ~ 4 （第 168図）は、それぞれV • VI層類似の砂喫層を覆上とし

ているため水田と同時期ないしは、水田の埋没過程で掘られたものと考えられ

る。土琺が畦畔の方向とは無関係に掘られているところから、後者である可能

性もあろう。しかし、これらの性格、用途については明らかではない。

溝状遺構 S D_  1 は、ほぼ水田畦畔に平行するように南北に走仄幅約80cm 、

深さ約 25cm を測る。この溝は、土層断面の観察によると VI層を切って開削さ

れており、また覆土中に砂礫の非常に少ないことから、水田埋没後のものであ

ると考えられる。

溝状遺構 S D-2 は、 2 本の畦畔に挟まれた溝で、掘り込みをもたない。水

田址と同時期と考えられるもので、用水路と考えられる。

溝状遺構 S D-3 は、水田面と同一面で検出されたものであるが、その走向

は畦畔の方向とは異なり、底面には水流の痕跡と考えられる鉄分の沈澱層が認

められる。

SX-1 は、鉄分の沈澱面であり、洪水による一時的な自然の流路と考えら

れる。 （鈴木徳雄）
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円良岡遣跡基本土層

］層 暗褐色砂泥 (0.5~3 cm の小礫を多く含み、炭化物も含む。軟かい。→耕作土層）。

II 層 暗褐色砂泥 (I 層より礫が少なく、暗い。浅間 A テフラを多く含む。→耕作土層）。

田層 暗褐色砂泥（］、 II 層より明る＜、砂喫が多い。焼土粒、炭化物粒、近世遺物を含む→耕作土層）。

IV層 黄褐色泥土（少量の砂礫を含み微砂も含む。硬くしまっていて染付は含まない。→荒地）。

v 層 暗褐色砂礫（片岩質の0.5~5 cm 大の砂礫によって構成され、ところにより、鉄斑の入る暗茶褐

色土の多い箇所がある。→荒地で、氾濫以後の荒川時期堆積層である）。

VI層 暗掲色泥砂（微砂、砂、小礫、 VII層類似土で構成される。→一次氾濫層。鉄斑は少ない）。

VII層 暗茶褐色泥土（層の全体に幅 5 mm 程の鉄斑が見られる。微砂を含むが砂礫は含まず、粘質であ

る。水田耕作土 I) 。

VIII層 暗茶褐色泥土 (VI]層と同様の鉄斑を含むか、 VI]層より少なく、やや暗い色を呈し、同様の粘質土

IX層

x 層

XI層

XII層

XIII層

XIV層

XV層

XVI層

XVII層

XVIII層

XIX層

xx層

XXI層

XXII層

XXIII層

XXIV層

XXV層

XXVI層

XXVII層

XXVIII層

XXIX層

xxx層

XXXI層

XXXII 層

XXXIII層

XXXIV層

XXXV層

明度

であるが、 VII層との境界は明瞭である。→水田耕作土）

暗茶掲色砂泥（鉄斑があり、 B テフラを多量に含む。→耕作土ではない）。

暗灰色粘土 (VI~IX層より大型の鉄斑がある。上端の 1 ~2 cm は黒色に漸移的に変化する。乾

燥すると、クラックが入る。→水田耕作土層か。上面は鉄分の凝集が認められる）。

暗灰色粘土 (X 層よりやや暗く、その境界は不明瞭、漸移的であり、 X層より鉄斑がやや多い）。

暗茶褐色枯土（境界は漸移的で鉄斑を最も多く含むが、薄く、広がった鉄分凝集も見られる）。

暗茶褐色枯土 (2 mm前後の鉄斑を少し含むが、軟かく、緻密であり、雑物を含まない）。

黒茶褐色枯土（ほとんど鉄斑を含まず、硬くしまっている）。

黒茶褐色粘土（白～褐色テフラを多く含み、上下層との境界は比較的明瞭である）。

混土テフラ（白～褐色テフラにXI/層の土を含み、ザラザラしている。→ FP と思われる）。

黄褐色粘質土 (XVI 層と同様のテフラを多く含み、粘質である。→ FP の枯土化と思われる）。

黄褐色枯質土 (XVII層に類似するが、明確にテフラとわかるものは少ない）。

暗灰色粘土 (XVII層より見られる根腐触斑が多くなり、少量のテフラを含む）。

暗灰色粘土 (XIX層より明る＜、テフラを含まない。境界は漸移的である）。

暗灰色粘土 (XX層と XXII層が斑点状に混っており、上下境界は比較的明瞭である）。

暗褐色泥砂（褐色～白色テフラが主体で、黒色土が混入している）。

灰色粘土（混入物が少なく、比較的均質である）。

灰褐色テフラ（薄い灰色枯土層が入っている）。

黒褐色粘土（均質でしまっている）。

黒褐色粘土 (XXVII層にテフラを含み、境界は明瞭である）。

暗褐色混土テフラ（粒子は細かく、粘質土が混っている）。

黒灰色テフラ（粒子は細かく純層を成す。浅間山系のテフラである）。

泥炭（木片、草根等が泥炭化し、粘性は強い）。

黄灰白色テフラ（粒子の細かい、均質な純層である）。

下部泥炭 (XXIX層に類似するが全体に細かく、炭化材が少なくなる）。

暗褐色粘土 (XXXI層との境界は明瞭とはいえないが、層自体は異なり、枯土にXXXI層が混入し

たものであろう）。

青灰色粘土（均質で、混入物が少ない）。

青灰色砂泥（青灰色粘質土の中に、多量の雲母片岩粒を含む）。

暗灰色泥土（粘土化は進んでいるが、粒子は粗い o XXXIV層ほど砂礫を含まないが、砂粒が混入

している）。

土層が多いため I ~X について行う。

X>VIII>VII>IX>VI>II>V> I >III>IV 

XXXI > XXIX> • • ·……XXX>XIX>XX 
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第 8 章一町田遺跡の概要

調査

河川跡

溝状遺構

建物遺構

土i広

本遺跡は、「埼玉県文化財包蔵地台帳」の（児玉町ーNo.272) に相当し、調査

地点の小字名から一町田遺跡と呼称する。調査対象区は、幹線排水路開削およ

び水田化に伴って削平される約 l,380m2 である。本遺跡は、その大半か西方に

存在し、それらは表土範囲の施工ないしは盛土施工のためほぼ旧状を保ってい

る。

本遺跡は、調査前に畑地と水田が交錯しているため、過去の開発による削平

が予想されていた。調査の結果、現水田端部に浅間山系A軽石の純層が存在し、

その下部より軽石層の分布幅分の水田面が検出されたことから、浅間山の爆烈

時（ 1783年）にはすでに、この開墾が行なわれていたことが判明した。この様

な現象は、ミカド西遺跡（ 141ページ参照）でも認められているものである。

遺構検出面は、溝状遺構 3 址がともに中世水田耕作土下、建物址 5棟・土砿 9

基が近世前半期土層下である。

河川跡 S X 1 （第 187図）は、その覆土砂礫層中に縄文前期・後期および五

領期・鬼高期の破片を包含している。しかし、いずれも土器表面の磨滅が著し

く、砂礫とともに現地点に再堆積したものと考えられるものである。覆土上面

から発見される国分式土器は、完形を含み磨滅が認められないところから、こ

の河川の埋没が完了した後の堆積と考えられる。このことから、この河川は 6

C 前半以後 9 C 前半迄の間に埋没したことか推定される。

溝状遺構 SD-1 （第186図）は、覆土中より国分式土器の杯の完形品が出上

しており、また浅間山系 B 軽石（天仁元年・ ll08年噴出）の純層か、覆土中位

に堆積していることから、平安期に機能していたものと考えられる。 S D-1 

は、 S K-1 を切って開削されているものであり、 SX-1 → S D-1 の変遷

がうかがえる。このことはこの間に河川流路の変更かあり、その時期に S D-

1 の開削が行なわれたことを示唆している。

S D-2 ~ 3 （第 186図）は、その覆土中に遺物は認められないか、中世水田

耕作土下より検出されたものでやはり古代に潮るものであろう。

建物遺構は、河川跡 SX-1 を切ってつくられており、 SX-1 埋没後のも

のであることは明らかである。また Pit中からはカワラケ小皿の小片が発見さ

れていることから、大略中世のものと考えられよう。

土砿は、建物遺構の東側に主に分布し、建物遺構と場を異にしていることか

ら、建物遺構と同時期である可能性が高い。 S K 2 （第193図）は、十二天遺

跡の土砿第 1 類に類似し、また SK-5~ 7 （第 193 、 195 図）は、第 2 類に類似

している。これらの土砿は、十二天遺跡では中世のものと捉えられていること

からも、建物遺構との同時性は裏づけられよう。 （鈴木徳雄）
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SD-1 土層説明

1 層 暗褐色砂泥（上層と比べ、堆積岩、破片が多く見られる）。

2 層 黒褐色泥砂（上層と比べ、堆積岩、破片が見られる）。

3 層 灰褐色粘土（均質でしまっており、微細な雲母片岩を含む。堆積岩破片も少し含む）。

4 層 黒褐色泥砂（砂粒の中に黒色枯質土がまじっている）。

5 層 黒褐色泥土（少量の砂を含んでいる）。

6 層 浅間系軽石 （ほとんど純層に近い。軽石の粒子は、浅間山系A軽石より小粒で風化している。→

浅間山系 B 軽石）。

7 層 黒色泥土層（上部は泥炭質で、下部に行くにしたがって粘性をます。下層との境界は漸移的である）。

8 層 黒褐色砂泥（①層中の砂礫が多量に含まれる）。

9 層 黒褐色砂泥 (8 層に類似するが堆積岩砕片を多く含む）。

10層 黒褐色泥土 (11層に類似するが砂礫を多く含む）。

11層 灰褐色泥土（植物の繊維を含む雲母片岩の徴細な粒子を含む）。

12層 灰褐色砂層（堆積岩砕片を含んでいる）。

13層 黒褐色泥砂（片岩質の砂粒を多く含む。まれに流木を含む）。

14層 黒褐色砂泥（上層と、砂の比率が逆転している）。

15層 黄褐色砂礫（黄褐色の堆積岩砕片を中心に編成され、黒灰色砂が混じる）。

16層 黒褐色砂泥（①層の礫を多量に含む）。

17層 黒褐色泥砂（片岩形の砂粒を中心に構成され、泥の割合が少ない）。

18層 黒褐色泥土（粘質で、少量の堆積岩ブロックを含む）。

土砿土層説明

s k-l a 層 暗褐色砂泥（小喫か少なく、微砂と黒褐色土か混じる）。

b 層 褐色砂泥 (a 層に地山土か混入している）。

c 層 褐色砂泥 (b 層に類似するか、混入の割合は逆転し地山土が多くなる）。

地山 灰褐色砂泥（微砂を多く含む）。

s k-2 I 層 暗褐色砂泥 (2~3cm位の礫が多く、灰色土の粘土が若干多くなる）。

II 層 暗褐色砂泥（砂と若干の少礫を混入し、比較的密な層。枯土・橙褐色砂粒ははとんどない）。

III層 暗黄褐色砂泥（地山のブロック状のものが混入した層である。礫は少なく、砂、粘土、酸

化鉄が見られる）。

明度 III> I > II 

S K-3 4 a 層 黒褐色泥砂（多量の礫を含み、砂礫に近いが、地山より泥土が多く明瞭に分層できる）。

地山 掲色砂喫。

s k-5 a 層 暗褐色砂礫 (4~5 cm 大の礫が多く、砂は 1 mm大のものが多い。泥土の比率も比較的

多く、砂泥質に近い）。

b 層 黒色砂泥 (a 層の礫か減少し、土層との境界は明瞭である）。

地山 褐色砂礫（泥土は少ない）。

s k-6 a 層 暗褐色砂礫（仮 S K-1 の a 層より、泥土の比率が少なく、礫は、 2~3 cm と小陸である）。

地山 褐色砂礫 (1cm大の礫を含む）。

s k-7 a 層 黒褐色砂泥（小喫を含み、構成は地山に近いが、その境界は明瞭である）。

s k-8 a 層 黒褐色泥砂（小礫を含み、微砂が主体となる）。

b 層 暗褐色砂泥（微砂を多く含み、小硬を含まない）。

s k-9 a 層 暗茶褐色砂泥（少量の砂陛を含むか、泥土の比率が高い）。

b 層 暗褐色砂泥（上層より、砂礫の割合がふえ、より砂泥質である。地山 A に近い）。

A 層 暗褐色砂泥（多量の砂礫を含みやや粘質である）。

B 層 黄褐色砂礫（鉄分の酸化した色調を示す）。

- 196 -



— Xl: ------- ---=-— 

瓢
II 

2m 

第196図 SD-1 ｷ2ｷ3 



―町田遺跡基本土層

I 層 褐色土（多量の砂粒と A テフラを含む。現在の耕作土）。

II 層 黒褐色泥土（微量の A テフラを含む。現在の水田耕作土）。

III層 黄褐色砂泥（現在の水田床土）。

IV層 黄褐色砂泥 (I 層に類似し、粒子は粗い。微量の炭化物粒子を含み、多量の A テフラを含む。 1 日畑

作土と思われる）。

v 層 黒褐色泥砂（かなり多量の A テフラを含む。耕作を受けていると思われる）。

VI層 黒褐色泥土（少量の砂粒を含む。水田耕作土）。

VII層 黄褐色泥砂 (VI層の床土で、比較的明瞭である）。

Vlll層 褐色泥砂（多量の砂礫を含み、⑤との関連が強い）。

IX層 黒掲色泥土（砂粒が多く鉄斑か認められ、硬くしまっていて、性格不明である）。

x 層 黒茶褐色泥土（少量の砂粒を含み、比較的軟質である）。

XI層 茶褐色泥砂（赤褐色の鉄斑が多量に認められ、 X層の床土である）。

XII層 暗茶褐色泥土（均質でしまっており、性格不明である）。

XIII層 灰褐色泥砂（砂粒の主体は微砂であり、少量の鉄斑か認められる）。

XW層 黄褐色砂泥（堆積岩礫を多量に含む。鉄斑が顕著である）。

XV層 黄褐色砂礫（黄褐色堆積岩粒を多量に含む）。

XVI層 淡緑色泥砂（変岩質の砂粒で構成されている）。

XVII層 黒褐色砂泥（変岩質の砂粒を多量に含む）。

XVIII層 灰褐色泥土（雲母片岩と粒子を含む上層との境界は漸移的である）。

XIX層 黒色泥土（やや泥炭質で枯性が強い）。

xx層 灰色粘土（多量の植物繊維を含む）。

:XXI 層 暗褐色泥土（少量の A軽石を含む。水田耕作土）。

田＂層 黄褐色砂泥(:xxI層の床土）。

XXII層 灰褐色泥土（少量の鉄斑が認められる）。

:XXIII層 黒茶褐色泥土（粘質で、緻密。少量の鉄斑が認められる。水田耕作土かと思われる）。

:XXIV層 茶褐色泥土（縦方向の鉄斑が認められる。 XXIII層の床土である）。

XXV層 黒茶褐色泥土 (XXIV層と非常に類似しているが、やや黒く、鉄斑か少ない）。

XXVI層 暗茶褐色泥土（砂粒が少なく、少量の鉄斑が認められる。水田耕作土に類似しているが、その成因

は明らかでない）。

A 層 黒茶褐色泥土（少量の砂粒を含み、比較的、緻密である）。

B 層 黒色泥土（多量の砂と礫を含んでいる）。

C 層 暗褐色砂泥（比較的多量の礫を含み、小さな鉄斑が多く見られる）。

a 層 黒褐色砂泥（堆積岩粒子と暗茶褐色の鉄斑が認められる）。

b 層 灰褐色泥砂（堆積岩砂粒と、変岩質砂粒とが混じっている）。

c 層 褐色砂礫（堆積岩砂礫を主体とする）。

d 層 黄褐色砂礫（堆積岩砂礫を主体とする）。

e 層 黄褐色砂陸 (d 層より泥土を含む割合か少ない）。

f層 黄褐色砂礫（堆積岩砂粒と変岩質砂粒、及び砂碑を少輩含んでいる）。

g層 褐色砂礫（堆積岩砂粒を中心に構成され、黒褐色泥土も含まれる）。
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上ーノ堰遺跡



第 9 章上ーノ堰遺跡の概要

調査

建物遺構

タタラの基部

井戸址

本遺跡は「埼王県文化財包蔵地台帳」の（児玉町No.271) に相当し、調査地点

の小字名から上ーノ堰遺跡と呼称する。調査対象区は、圃場整備によって削平

される約2,600面である。

遺構確認面は、浅間山系A軽石 (1783年、天明 3 年噴出）下の水田耕作土層に

伴う床土層の下面である（第200~202図）。検出面からの出土遺物は、中世陶器・

青磁片・カワラケ小皿および中国銭（ビタ銭）等であり、近世遺物を含まない。

検出された遺構は、建物遺構（ S B-1 ~11. 第203~213図） 11棟、埋上中に

焼土・鉄滓・炭化物を含む上砿 (S X-1 、第218図） 1 基、井戸址 (S E-l 、

第216図 2) 1 基および上拡（ s k-1 ~13 、第215 • 216図） 13基、溝状遺構 3 址

(S D-1~ 3 、第217 • 218図）である。

建物遺構 S B-1 （第 203図）は、民家の母屋と堆定されるもので、東西 5 間、

南北 4 間の規模を有する。柱は全て柱穴に立てられたものと考えられ、柱穴内

には柱痕を囲むように石が据えられている。西側の 3 間は板間と考えられ、構

造上の柱を立てたと考えられる太い柱穴10本と、南側および北側に 4 本ずつの

細い柱穴を有している。それぞれは「上屋柱」と「下屋柱」に相当するもので、

所謂「下屋造り」と考えられる。これらの上屋柱と下屋柱の柱通りは悪く、中

世家屋の特徴を良く表わしているものと考えられる。東側 2 間は土間と考えら

れ、中央やや北寄りにカマドの前庭に相当する落ち込みがあり、内部に灰・焼

土・炭化物が充填しているものである。

建物遺構 S B-2 （第 204図）は、 S B-1 と重複するものであり板間と土間

の柱通りが悪く、おそらく分棟形式の家屋であろう。土間部には S B-1 と同

様にカマドの前庭に相当する窪みがあり、全体に S B-1 と規模等も類似して

いる。

S X-l （第218図）は、土砿中に焼土、鉄滓、炭化物等が緻密に堆積してい

るもので、その周辺の近世前半期水田耕作土層中や、近世水田耕作土層中に多

量の窯壁や鉄滓が出土していることから、製鉄関係の遺構と考えられる。本遺

跡の存在する金屋地区は、中世から鋳物業の盛んなところであるが、その操業

の開始時期は明らかでない。現在、その上限は 15世紀後半（長享 2 年）まで遡

ることが確認されている。本遺構の時期は、確実に近世前半期の水田が上面を

覆っていたこと、また検出面出土の遺物の下限は16抵紀代と推定されることか

ら、一応16世紀代のものと推定している。 SX- 1 は、タタラの基部と推定さ

れるか、その操業は、屋敷内で比較的小規模に行なわれていたものと考えられる。

井戸址 SE-1 （第216図）は、深さ 110cm程の浅いものである。底面には湧

水によると思われる砂が沈澱し、それが不透水層である粘土層上面から生じて

いることは、本址が機能していた時点では湧水があったものと推定される。

（鈴木徳雄）
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上ーノ堰遺跡基本土層

I 層 現水田耕作土層（暗灰褐色）

II 層 現水田耕作鉄分沈澱層 (I 層の床で、赤褐色の鉄斑）

III 層 黒褐色泥土（少量の A テフラを含む。水田耕作土）

w層 灰褐色砂泥（多量の A テフラを含み、赤褐色鉄分凝集の鉄斑が多く見られる。 III 層の床）

v 層 暗褐色砂泥（ A テフラを含ます河川起源微砂を含む。水田耕作土）

VI 層 黄～赤褐色砂泥（微砂、 1 cm大の小礫を含む。鉄分沈澱か見られる。 V の床）

V11 層 暗褐色土層（硬くしまり、やや茶色味を帯びる。この上面より中世遺構が切り込まれている）

VIII層 暗茶褐色土層（0.5~1 cm大の鉄斑が見られるが、面を成さず、まばら、不規則である）

明度 III > I > V > W > VII > VIII> II > VI

P トレンチ

1 層 黒褐色土層（ A テフラを少量含む）

2 層 黒褐色土層（ A テフラを多量に含む）

3 層 黒褐色土層（ A テフラを少量含み、 1 層より枯性か強く、黒色を呈す）

3” 層 灰褐色砂礫 (9 層より黒褐色泥土の割合か多い）

4 層 褐色砂泥（茶褐色小斑紋か多い）

5 層 暗灰色砂泥 (4 層より大きな斑紋を持ち、砂が多い）

6 層 黒褐色泥砂（赤褐色砂粒、灰色砂粒か多く、その他は泥土）

7 層 灰褐色砂泥 (3~4 cm大の斑紋が多い）

8 層 褐色土層（南側がやや黒く、 Aテフラを含まずしまっている）

9 層 灰褐色砂礫 (1~2 mm程の微砂を含み、泥土は微量である）

S K-11土層説明

a 層 黒灰色泥土（多量め灰と炭化物粒子を含み、下層との境界は明瞭である）

b 層 黒褐色泥土（多量の炭化物、焼土、灰を含むが a 層よりは少なく、固くしまっている）

c 層 暗褐色泥土（微量の炭化物、焼土、軟質白色粒子を含む。上層との境界は不明瞭である）

S E-1 土層説明

a 層 黒褐色泥土（多量の白色軟質粒子、及び灰、炭化物、焼土粒子を含む）

b 層 暗褐色泥土（炭化物、焼土を含み、 Aか多くまじる）

c 層 褐色泥土 (A を主体とし、多量の炭化物、焼土を含む）

d 層 黒色泥土（多量の炭化物、焼土を含み、少量の Aブロックを含む。上下層との境界は明瞭である）

e 層 黒褐色泥土（ C に黒色土、焼土、炭化物粒子を多量に含む）

f層 黒褐色泥土 (C に少量の黒色土、炭化物粒子を含む）

g層 黒色泥土（多量の炭化物、焼土粒子を含み、枯性が強い）

h 層 茶褐色泥土（ A と D がまじる。少量の炭化物を含み、粘性は強い。鉄斑が顕著である）

i層 黒褐色泥砂（多量の炭化物を含み、下面は砂の純層になっている）

S D-2 層説明 S D-2 土層説明

a 層 暗茶褐色泥土（白色軟質粒を多量に含み上層の影響を受けている）

b 層 暗褐色泥土（少量の白色軟質粒子、焼土、炭化物粒子を含み、 A を主体に構成される）

c 層 暗茶褐色泥土（多量の白色軟質粒子、及び焼土、炭化物粒子を含み、さらざらしている）

d 層 暗褐色泥土（少量の白色軟質粒子、及び焼土、炭化物粒子を含み、 A プロソクを含む）

e 層 暗褪色泥土（少量の白色軟質粒子、及び焼土、炭化物粒子を含みさらざらしている。 b 、 C 層と比べ、砂

粒が多い）

f層 褐色泥土 (C プロソクを多量に含み焼土、炭化物は少ない）

明度 c > a > b > e > d
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第214図 SB-2 a 南西隅柱穴 •SB-5 北西隅柱穴
S B-2a 南西隅柱穴土層説明

a 層 黒褐色泥土（多量の炭化物粒子、及び白色軟質粒子と少量の焼土を含み、比較的軟かい）

b 層 暗掲色泥土（炭化物、焼土粒子及び少量の白色軟質粒子を含み A ブロソクを多量に含む。硬くしまっ

ている）

c 層 暗褐色泥土（少量の焼土、炭化物粒子を含み、比較的軟質である）

明度 b > c

S B-2a カマド前庭土層説明

a 層 黒灰色泥土（多量の炭化物、焼土を含み、灰を主体に構成される）

b 層 暗褐色泥土 (A を主体に構成され、少鼠の焼土、炭化物を含む 底面は焼けていない。）

S B-5 北西隅柱穴土層説明

a 層 暗褐色泥土（黒茶褐色の斑紋と白色軟質粒子を含む）

b 層 黒褐色泥土（少量の白色軟質粒子、焼土、炭化物粒子を含み、比較的軟かい）

c 層 暗褐色泥土（多量の炭化物を含み、 A に近い）

d 層 暗褐色泥土（少量の炭化物を含み、 A に近い。 C 層よりも粒子が細かく、色も明るい）

s k-2 土層説明

a 層 暗褐色泥土（多量の白色軟質粒子と、少量の焼土、炭化物を含む）

s k-4 土層説明

a 層 黒褐色泥土（多量の白色軟質粒子と少量の炭化物粒子をふくむ）

s k-9 土層説明

a 層 暗灰色泥土（多量の焼土、炭化物を含み、灰を主体に構成される）

b 層 暗褐色泥土（多量の白色軟質粒子を含みA プロソクを多く含んでいる）

c 層 黒褐色泥土（少量の焼土、炭化物、白色軟質粒子を含み、やわらかい）

d 層 暗茶褐色泥土 (b 層より多量の白色軟質粒子、少量の焼土、炭化物を含み、全体的に粒子か荒い。 C

層との境界は不明瞭である。）

SK-10土層説明

a 層 黒褐色砂泥 (1 cm程の礫を多く含む）

b 層 暗褐色泥土（少量の炭化物、焼土を含み、 A を主体に構成される）
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上ーノ堰 SX-1 土層説明

1 層 暗褐色砂泥層（若干の小礫を混入し、ブロック状ー 5 mm位一の酸化鉄粒かまばらに存在、炭化物もブ

ロック状に混入する。小型 (-lmm程度一の白色粒子ー灰ーか密に存在する。）

2 層 暗黄褐色砂泥層（白色粒子、炭化物を含まなくなり、小型の礫か増加し、黄色を帯び粘性がます。）

3 層 暗褐色砂泥層（炭化物か多くなり、大形ー 3 cm位ーのブロソク状で混入する。焼土ブロソクー2~Smm

も若干混入する。粘性の強い層。小礫の混入が減少。）

4 層 暗茶褐色砂泥層（窯壁状のブロ／クか多くなり、大形ー 3 cm位ーのものを混入する。 3 層よりも炭化

物は減少し、砂、礫が増加し、泥が減少する。焼土粒子の混入は 3 層よりも少ない。）

5 層 暗茶褐色砂泥層 (4 層よりも炭化物ブロックは小形化、小礫が増加し、帖性は減少し、色謳は暗くな

る。）

6 層 暗褐色泥砂層（茶褐色泥がブロソク状に混入し、小礫、砂か多く、炭化物等の混入は見られない。）

明度 2 > 1 > 6 > 3 > 4 > 5

A 層 暗褐色砂泥層（白色粒子一灰ーを多く混入し、小形ー 2 ~3 mm ーの窯壁状を含む。小礫も若干含み、

炭化物も比較的少ない。密な層である。

B 層 暗褐色砂泥層（窯壁状か多少大形化、増加し、炭化物も増加する。白色粒子はなくなり、層中に空隊

-1 ~3 mmーの多く見られる粗な層である。若干の焼土粒子を含む。）

明度 B > A

a 層 暗褐色砂泥層（炭化物を多く含み、焼土粒子か見られる。）

b 層 暗褐色砂泥層（焼けた土の層であり、焼土か大形のブロック状又は面状に現われている。炭化物含む。）

明度 b > a
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乙中ノ堰遺跡



第10章 乙中ノ堰遺跡の概要

調査

水田耕作土層

本遺跡は「埼玉県文化財包蔵地台帳」の（児玉町No.1 13) に相当し、調査地点

の小字名から乙中ノ堰遺跡と呼称する。調査対象区は、圃場整備事業によって

水田化される約1,500面である。

遺跡は、調査前には集落跡と考えられていた地点であった。しかし、調査の

結果、本地点の地形は古墳時代以降に形成された自然堤防であり、表面に散布

する遺物の多くは、おおむね近世以降に堆積したものであることが判明した。

これらの遺物は、主に50m程西側にある集落跡より流出したものと考えられる。

本遺跡の基本層序は、現地表面より順次、現代耕作土層→近世耕作土層→上

部褐色砂泥層→下部褐色砂泥層→古代水田耕作土層である。この古代水田耕作

土層上面より、溝状遺構 (SD- 1 、第224図）が切り込んでいる。検出された

遺構は、上記の水田耕作土層と溝状遺構の他に近世～現代溝状遺構 (SD- 2 、

第 225図）がある。出土遺物は非常に少なく、水田耕作土層上面にくい込んで五

領期の台付甕脚部が出土している。

本遺跡で検出された水田耕作土層は、 5 世紀前半と考えられるもので、金屋

遺跡群内では最古のものである。この時期の谷水田以外の水田は本遺跡のよう

に微高地上の集落に隣接する地点に局部的に営まれていたものと考えられ、圃

場整備地区内の他の地点では検出されていない。この水田址は、畦畔が残存し

ていなかったため、その形態・規模等が確認できなかった。しかし、溝状遺構

の走行が、ゆるやかに屈曲していることから、その水田の形態もまた同様に屈

曲）がものであっf, }考うムれ上うー （鈴木徳雄）
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第223図 K ートレンチ西壁土層断面 (2)

乙中ノ堰遺跡基本土層説明

1 層 黒褐色土 (1~2cm程の礫を少量含み、 T 、 A を微量含む。軟かく、 II層との境界は明瞭である。耕作土層。）

II 層 暗褐色泥土（多量の T 、 A を均質に含み、 1 ~2 cm程の小喫、砂粒を含む。）又、平安～近世の遺物も含

む。近世の畑作耕作土であろう。）

III 層 黒褐色泥土 (0.1~1 cm程の砂礫と、茶褐色粒子を少量含み、やや粘質で、緻密である。中世の水田耕作

土と思われる。）

N層 褐色砂泥（鉄斑が顕著に見られるが、一定の面を形成せず、層中に分散している。微砂と粘土によって

構成され、緻密である。）

v 層 灰褐色枯土（上部は砂質で、下部は枯土質となる。 W層との境界は明瞭であるがVI 層との境界は漸移的

である。又、縦方向に線状の鉄斑が認められる。）

VI 層 暗灰色粘土（垂直方向の線状鉄斑が顕著で、微砂、及び、絹雲母片岩粒を含み、緻密である。耕作は受

けていないと思われる。）

VII層 黒褐色粘土 (VI層より連続する線状鉄斑がくい込み、他は均質で緻密である。 SD-1の切込面は、この

層の上面であり、＇層中に五領期の甕台部か四含されている。）

Vlil層 黒褐色粘土（垂直方向の線状鉄斑が認められ、 VII層より明る＜、少鼠の砂粒を含むO VII層と比べ、鉄斑

が顕著となる。）

IX層 黒茶褐色粘土（粒状の鉄斑力噌忍められ、砂疱［か均ーに含まれていんO Vlil~IX層はクラックが顕著である。）

x 層 灰褐色枯土（層全体に鉄斑力噌忍められ、堅緻である。鉄斑部はやや砂質となる。灰層との境界は明瞭である。）

X1層 灰色枯土（灰全体を貰く垂直方向の線状鉄斑が発達し、均質、緻密である。又層との境界は漸移的である。）

XII 層 灰色粘土（均質な層で、砂粒等も少なく、鉄斑も少ない。）
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乙中ノ堰遺跡土層説明

A 、 B-4 トレンチ（水路部） ( SD- 2) 

1 層 黒褐色泥砂（現代層）

Z-A-B-6 

2 層 黄褐色砂礫（水路フク土）

3 層 暗褐色泥砂（現代畦畔）

4 層 暗褐色泥砂 (3 層に類似する溝埋土。）

5 層 暗褐色泥砂 (4 層中に多量の炭化物を含

む。）

6 層 暗灰色砂礫（ 1日水路フク土、杭と関連す

るもの。）

7 層褐色砂泥 (I 、 II a 、 VII 、及び 8 層の混

じったもので、 1日水路フク土。）

8 層 暗褐色砂泥（旧水路フク土。）

9 層 黒褐色砂泥（現畑作土 o)

10層 黒褐色泥土（水流による堆積土、粘質で

ある。）

11層 黒掲色砂泥 (9 層より暗く粘質である。

旧水路フク土。）

12層 黒色泥砂（旧水路フク土。）

第225図 SD-1 （上）およぴ SD-2（左）
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十二天遺跡



第11章十二天遺跡の概要

調査

竪穴住居址

溝状遺構

中世の遺構

本遺跡は「埼玉県文化財包蔵地台帳」の（児玉町ーNo,114) に相当する。本地

区は、近世～近代に田端村の集落があった地区で、洪水の被害が多いため村の

中心が現在の位置に移った後も村の鎮守である十二天杜だけは 1924年まで残さ

れていた。現在、調査対象区の付近に残る十二天という小字名は、この神杜の

あった地点を示している。本遺跡は、この小字名より十二天遺跡と呼称する。

検出された遺構は、古墳時代の土砿（第278図）、平安時代堅穴住居址群18ケ

所、掘立柱建物遺構 1 （第390図）、奈良～平安時代の溝状遺構 4 （第 303.0 図）

中世柱穴群（第•284図）、土砿群（第270~280図）、井戸址（第264図）および溝状

遺構（第307図）、近世溝状遺構 3 などがあり、それぞれの遺構の重複が激しく、

遺構の確認は困難を極めた。

竪穴住居址は、古い住居址の主軸あるいは副軸に沿って重複するのを基本と

し、大半の住居址は数棟から 10数棟の重複が認められた。カマドは、概して焼

上が少なく、東壁に設置されるものが多い。住居址の壁下には、直径 5 cm程の

小ピットが並ぶものが多く、床は概して軟弱である。これらの住居址のあり方

は、新築に伴う重複というより、むしろたび重なる改築の結果と考えられよう。

住居の年代は大略10~11世紀代のものと考えられるものが大半であった。

溝状遺構 SD-3~ 5 （第303図）は、全体が大きな溝状を呈し中央には幹線

水路と考えられる SD-3 、それを挟んで支線水路と考えられる SD-4·5

があり、 SD-4·5 の溝底は SD-3 よりも高い。 SD-3 は、幅約 4m で

溝底より 8 世紀後半の土器が出土しており、開削は更に遡るものと考えられる。

おそらく本址の開削は、本地区の条里形地割りの施工と有機的な関連があるも

のと推定されよう。本址の覆土上面には、 10世紀後半～ 11世紀と思われる土器

が多呈に投棄されており、その上部を浅間山系 B軽石(1108年・天仁元年噴出）

を多量に含む層か被覆していた。これによって遅くとも 11世紀代には本址はす

でに機能を停止していたことが解る。この時期に本址が廃絶していることは、

これらの期間に公水の意識の変質と、律令体制のあり方に変化かあったことを

示唆している。

中世の柱穴群は、調査範囲の制約からその全容を把握することができなかっ

た。しかし、おそらく掘立柱建物の重複によって形成されたものであろう。こ

の柱穴群は、 SE-1 、 SD-8 とほぼ同時期と思われるもので、確認面に分

布する遺物から 15世紀代の建物址であろうと推定している。ちなみに本田端地

区に現存する板石塔婆は、 15世紀代のものが多く、この村落との関連をうかが

わせるものである。中世の遺構には他に、これらの柱穴群等よりやや時期の下

ると思われる土拡群がある。

なお『新編武蔵国風土記稿』では、田端村は、元和年間に開墾されたという

伝承があったことを記している。 （鈴木徳雄）
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E 基本土層
"’I 層 暗褐色土層 (A軽石を多量に含み、均質たか

粗である。現耕作土）

II 層 暗褐色土層（ A軽石を I 層より多量に含み、

均質であるが、 I 層より硬い。 1日耕作土～一

時的耕作土）

] ：］：層層 ：三：］口：]□三□;)
を基本にローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子

を含み B 軽石も検出できる。土層状態は比較

I 的緻密である）

o』 W層 暗茶褐色土層（微量の白色テフラを含み、ロ
ーム粒子、遺物も含む）

w 層暗茶褐色土層 (W に顆似するが、ロームソフ

トの比率が高く、均質であり、 W層と同一か

も知れない）

v 層 黄褐色士層（ハードローム層で、その上面は

暗茶褐色テフラを含む硬質な層が残る）

1 層 淡青灰色砂喫 (5 mm~1 cmの礫多〈、砂粒も

また片岩質でない。現代道路層）

2 層 暗褐色土層（ I に W ソフトを含む、現代層）

3 層 暗褐色土層（ I に III ソフトおよひブロソクを

多く含む、現代層）

4 層 （ I に V ソフトおよひブロソクを多く含む、

現代層）

5 層 暗黄褐色砂喫（赤根川出自、片岩質、鉄分多

い、現代道路遺構）

A 層 暗褐色泥土 (A軽石を含み軟かい。現代水田

層）

B 層 暗褐色泥土 (A軽石を含み軟かい。近世水田

層）

c 層 暗褐色泥土 (A軽石を含み軟かい。近世水田

層）

g 
第230図 十二天遺跡基本層序
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第232図 第 1 a 号住居址カマト‘

1 a 住カマド土層説明

第 1 層 暗黒褐色土層 (2 mm程度の焼土と炭化

物を含む。粘性はなく、しまりもない。）

第 2 層 暗黒掲色土層 (5 mm程度の焼土と、 2

cm程度の炭化物を多量に含む。第 1 層

に比べ、枯性がある。）

第 3 層 暗褐色土層 (5 mm程度の炭化物を多量

に含み、焼土をまったく含まない。）

第 4 層 暗褐色土層 (1 mm程度の白色粒子を含

む。粘性がある。）

第 5 層 黄暗黒色土層（全体的に粒子が細かく

よくしまっている。粘性が強い。）

1 a 住土層説明

第 1 層黒色土層（軟質、均質で、ローム等の混入はなく、白色テフラを少量含む。風化Ill と有機物であろ

う。）

第 2 層 暗褐色土層（風化N と Illに少量のローム粒子を含み、均質で軟かい。）

第 3 層 暗茶褐色土層（風化N に粘土粒と炭化物、焼土粒を含み、軟かい。カマド崩壊土が混入している。）

第 4 層 暗茶褐色土層（風化N と Ill の混じったもので、 Nブロックを含む。やや均質で硬い。）

第 5 層 黒褐色土層（ Ill を中心に構成され、均質、硬質である。）

明度 1 > 5 > Ill > 2 > 3 > 4
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第234図 第 1 b 号住居址カマト‘

1 b 住土層説明

第 1 層 褐色土層（粘性はあまりなく、ローム粒子を含む。）

第 2 層 黄暗褐色土層（白色粒子を含み、粘性は第 1 層よりもある。）

第 2'層 黄暗褐色土層（第 2 層より、粘性かある。）

第 3 層 暗褐色土層（ローム粒子を多量に含み、粘性は第 1 層よりもある。）

第 4 層 黄褐色土層（ロームブロックを多量に含み、枯性が強い。）

a1 
、ノ

□} 

\ ＼二I
•一―ョ/f a5 

2 ロニ
こ ．

、

゜ 10cm 

第235図 第 1 号住居址出土土器
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2 a • cl.住カマド土層説明

第 1 層 茶褐色土層（焼土、枯土ブロック、炭化物を多量に含む。粘性かあり、しまりがない。）

第 2 層 黒色土層（焼土粒をまはらに含み、炭化物も若干含む。枯性はなくしまりは弱い。）

第 3 層 褐色土層（焼土、炭化物をあまり含まず、また粘性、しまり共にない。）

第 4 層 黒褐色土層 (3 ID/m程のローム粒子を多量に含む。焼土、炭化物は含ます、枯性は弱くしまりはない。）

第 5 層 褐色土層（焼土粒子を少量含み、枯性もな〈しまりもない。）

第 6 層 暗黒褐色土層 （焼土、炭化物を含まず、粘性、しまり共にない。）

第 7 層 暗黒褐色土層 （若干の焼土と炭化物を含み、粘性、しまり共にない。）

第 8 層 黒褐色土層（焼土、炭化物を含ます、粘性、しまり共にない。）

第 9 層 黒褐色土層（ローム粒子を若干含み、炭化物、焼土は含まない。粘性はなくしまりもない。）

第10層 明茶褐色土層（基本的に N を主体とする。粘性はないが硬〈しまっている。）

第239図 第 2 f号住居址カマド

第 11層 暗茶褐色土層（炭化物、焼土は含まず、枯性、しまり共にない。）

第 12層 赤褐色土層（焼土粒を多く含みよ〈焼けている。粘性は若干あるかしまりはない。）

第 13層 褐色土層（焼土、炭化物を含まず、また粘性、しまり共にない。）

2 f住カマド土層説明

第 1 層 暗茶褐色土層（灰褐色枯土粒子を少量含む。粘性があり、よ〈しまっている。）

第 2 層 黒褐色土層（焼土粒子を少量含む。粘性かあり、しまりがある。）

第 3 層 黄褐色土層（砂質で硬質の基本w層を主に含む。粘性はなく、しまりがある。）

第 4 層 暗褐色土層（粘性はな〈、しまりもない。）

第 5 層 黄色土層（基本v 層のブロソクを多量に含む。粘性があり、しまりがある。）

第 6 層 暗褐色土層（ローム粒子を多量に含み、炭化物を少量含む。枯性はなく、しまりもない。）

第 7 層 黒褐色土層（炭化物を多量に含み、焼土粒子を少量含む。粘性はなく、しまりもない。）

第 8 層 暗黒褐色土層（ローム粒子を少量含む。粘性はなく、しまりもない。）

第 9 層 暗黒褐色土層（ローム粒子を部分的に含む。枯性はなく、しまりもない。）

明度 5 > 2 > 4 > 3 > 1 > 6 > 7 > 9 > 8
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2 a 、 b 、 C 、 d 、 e 住土層説明

第 1 層 暗黒褐色土層（径 1 ~2 mmの焼土粒子をまばら、かつ全体的に含み、炭化物も若干含む。枯性はな

く、しまりはある。）

第 2 層 暗褐色土層（径 1 mm程の焼土粒子をわすかに含むが、 1 層より少ない。炭化物粒子もわずかに含む

が、枯性は弱く、しまりもあまりない。）

第 3 層 暗褐色土層（径 1 mmの焼土粒子をわすかに含み、枯性はないかしまりはある。）

第 4 層 暗黒褐色土層（径 3 mmのローム粒子をまばらに含み、焼土粒子もわずかに含む。枯性はないがよく

しまっている。）

第 5 層 黄褐色土層（径 2 ~3 mmのローム粒子か、ぎっしり詰まっている。枯性はなく、よくしまっている。）

（以上 2 a 住）

第 6 層 暗褐色土層（径 1 mm末満のローム粒子をわずかに含み、粘性はないか、よくしまっている。）

第 7 層 暗茶褐色土層 (2 mm程度のロームブロソク・焼土粒子を少量含む。粘性はなく、しまりがある）

第 8 層 暗茶褐色土層（径 1 ~2 mmのローム粒子をわずかに含み、粘性はないが、よくしまっている。）

第 9 層 暗黒褐色土層（径 3 mmのローム粒子をまばらに含み、焼土粒子もわすかに含む。粘性はないかよく

しまっている。 2 a 住の 4 層に該当する。）

第10層 黄暗褐色土層（径 2 ~3 cm のロームブロックを多量に含み、若干の枯性かありよくしまっている。）

第 11層 黄褐色土層（径 2 ~3 mmのローム粒子を多量に含み、米占性はなく、硬くよくしまっている。）

第12層 黒掲色土層（焼土粒子、ローム粒子を少量、均ーに含む。枯性はなく、よくしまっている。）

第 13層 黄茶褐色土層（径 1 ~2 cm のロームブロノクを部分的に含み、粘性はなく、よくしまっている。）

第14層 暗褐色土層（径 1 mmのローム粒子を、若干含み、白色テフラも均等に、少量含む。焼土粒子もわす

かに含み、粘性はなく、硬くしまっている。） （以上、 2 b 住）

第 15層 暗褐色土層（焼土粒子、炭化物粒子を全体的に多量に含み、枯性は若干あり、硬くよくしまってい

る。灰褐色の粘土ブロックが部分的にあり、 A床の貼床の部分である。）

第16層 暗茶褐色土層（ローム粒子を若干含み、枯性はないか、硬く、よくしまっている。）

第17層 暗茶褐色土層（径 1 mmの焼土粒子、ローム粒子を含む。粘性はなく、しまりかある。X 以上、 2 C 住）

第 18層 暗褐色土層（白色テフラを若干含み、焼土、ローム粒子を微量含む。枯性はないか、しまりはよい。）

第 19層 暗褐色土層（白色テフラを若干含み、焼土、ローム粒子を含まない。粘性はなく、しまりがある。）

第20層 暗掲色土層（ローム粒子を全体的に緻密に含み、粘性はなく、しまりはよい。） （以上、・・ 2 d 住）

第 21層 茶褐色土層（白色テフラを若干含み、微細なローム粒子を全体に含む。粘性はなく、しまりがある。）

第22層 暗茶褐色土層（ローム粒子を若干含み、枯性はなく、しまりはよい。） （以上、 2 e 住）
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3 a 住土層説明

第 1 層 暗茶褐色土層（ロームブロック、焼土粒子、炭化物を少量含む。枯性があり、均質である。）

第 2 層 暗茶褐色土層（焼土粒子を少量含む。 1 層に比べ色調か明る＜、枯性が弱い。）

第 3 層 明茶褐色土層（ロームブロックか主体の層、枯性は小さい。焼土粒を含むが密ではない。）

第 4 層 暗茶褐色土層（地山に近似するか、地山より粘性か弱い。ロームブロック、炭化物を少量含む。）

明度 1:;;;2>3>4 粘性 1>2>3>4 

3 a 住ピソト土層説明

第 a 層 暗褐色土層（ローム粒子、炭化物粒子、赤色粒子を多量に含み均質。）

第 b 層 黒褐色土層（基本的に暗茶褐色土層に類似し、しまっている。ローム粒子を含む。）

第 c 層 褐色土層（多量のロームブロソクを含み、枯質で軟かい。）

3 a 住カマド上層説明

第 1 層 暗茶褐色土層（焼土粒、炭化物を含み、枯性は強い。遺構〔 3 A 住〕のフク土に似ている。）

第 2 層 暗茶褐色土層（多量の炭化物を含み、粘土粒子も含む。粘性はなく焼土粒も大型になる。）

第 3 層 暗茶褐色土層（大型の焼土粒子を多量に含む。枯性は強い。）

第 4 層 暗茶褐色土層（均質で、炭化物焼土粒を含む。粘性は 3 層より強い。）

第 5 層 暗茶褐色土層 (1 層と類似するが、焼土粒か若干少なく粕性も乏しい。）

第 6 層 暗茶褐色土層 (3 層と類似する。大型の焼土粒子を含み、粘性も強い。 3 層よりも明るい。）

第 7 層 暗茶褐色土層 (4 層と類似する。遺構下部に堆積するのかも知れない。）

第 8 層 暗茶褐色土層（焼土粒子、枯土、炭化物、ロームブロソクを含む。）

第 9 層 暗茶褐色土層（炭化物を多量に含み、焼土粒子を少量含む。均質。）

第10層 暗黄褐色土層（ロームの影響を受けた層で、各粒子はあまり見られない。）

第 11層 暗灰褐色土層（小石を含ます、粘性はな〈、地山に近い。）

第 I 層 暗茶色土層 (1 層に類似するか、焼土粒を多く含む。フク土と思われる。）

第 II 層 暗褐色土層（炭化物を含み、全体的に焼けている。粘性は非常に強い。）

第 III 層 暗灰褐色土層（粘土層で、径 5 ％大の小石を含み、枯性は強くほぼ均質である。）

明度 4::s;7>1::s;5>3::s;6>2 粘性 4 ::s; 7>1 ::s; 5>3 ::s; 5>2
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3 b 住カマド土層説明

第 1 層 暗茶褐色土層（ II 層と顆似するか

テフラか点在し、枯土か多く見ら

れる。）

灰茶褐色土層（ Ill 層よりも粘土の

占める割合が多く、粘性は強い。）

暗茶褐色土層（炭化物、焼土粒子

を含む。）

暗茶褐色土層（炭化物、焼土粒子

を含むが、 I 層より多量に含み、

色調かやや明るい。）

灰茶褐色土層（粘土、焼土か主体

で、カマトが流れて出米たもので

あろう。枯性はある。）

第 VI 層 暗茶褐色土層（焼土粒子をはとん

ど含まない。枯性はなく、 I 層に

比べて、色調が暗い。）

第 V 層 明茶褐色土層（地山に類似する。

若干、焼けている部分もある。粘

性はない。）

3 b 住ピノト土層説明

第 I 層 哨茶褐色土層（ピット上面をおおう層で、焼土粒を含む。）

第 II 層 暗茶褐色土層（少量のロームブロソクを含む。 I 層に比べ枯性かなく、焼土粒を含まない。）

第 II'層 暗黄褐色土層（ロームブロソクを多量に含む。ピット b のみに見られる。）

第 III 層 暗黄褐色土層（焼土粒子、炭化物、遺物を含みII 層に比べ暗い色調を呈す。）
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3 b 住土層説明

第 1 層 黒褐色土層 (A テフラを少量含み、ローム粒子を含む。粘性、しまり共にある。）

第 2 層 黒褐色土層 (A テフラを含まない、粘性、しまりのある層。）

第 3 層 黒褐色土層 (2 層に類似ずるか色調か 2 層よりも明るい。）

第 4 層 黒色土層（黒色土を主体とし、枯性、しまリ共にある。）

第 5 層 黒色土層 (4 層にローム粒子が若干混った層。）

第 6 層 黒色土層 (4 層よりも暗〈、粘性、しまり共にある。）

第 7 層 暗褐色土層（異った住居のフク土で 8 層より粘性、しまり共に欠けている。）

第 8 層 黒色土層（上からのピソトと思われ枯性、しまり共にある。）

第 9 層 黒色土層 (8 層より暗く、張床の土でローム粒を含む。）

SK-4 土層説明

第 1 層 黒褐色土層（ A テフラを微量含み、ローム粒子を少量含む。）

第 2 層 黒色土層（黒色土を基調とし、粘性も各層よりある。）

第 1層 黒褐色土層（浅間 A テフラを含む砂利層。）

第 2層 黒褐色土層 (1 層に比べ、テフラを多量に含み、色調かやや明るい。枯性、しまりか1'層よりない。）

第 3 層 黒褐色土層（ロームの崩土が多量に含まれる。）

明度 1'> 2'> 1 > 3 > 2 
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4 住土層説明

第 1 層 暗褐色土層（暗掲色土を基瓢とし、枯性、しまりともにある。）

第 2 層 暗褐色土層 (1 層より色調か明る＜、ロームを少量含み、粘性はあるか粗である。）

第 3 層 暗褐色土層（少量のロームか混入し、 1 ~ 4 層中最も暗い。）

第 4 層 褐色土層（焼土か混入し、明るい色を呈す。）

第 5 層 黒褐色土層（三角堆積ローム塊が混入した、緻密な層である。）

第 6 層 褐色土層（ロームの崩土。周溝部分。）

4 住カマド土層説明

第 1 層 暗茶褐色土層（焼土粒子を含み、枯性は弱い。住居のフク土と思われる。）

第 2 層 暗茶褐色土層 (1 層より焼土粒子を多く含み、枯性も強く、 10層と類似している。）

第 3 層 暗茶褐色土層（焼土粒子を全体に含み、若干の帖土を含む。枯性は強い。）

第 4 層 暗茶褐色土層（粒子をあまり含まず、粘性も弱い。）

第 5 層 赤褐色土層（焼土。硬く焼けている。）

第 6 層 灰黄掲色土層（枯土、ローム、黒色土が混じっており、炭化物焼土粒子を含む。枯性がある。）

第 7 層 暗茶掲色土層（炭化物を多く含み、灰も点在する。焼土粒子も含むか 2 層より少ない。）

第 8 層 暗茶褐色土層（炭化物を多く含み、ロームブロックと、若干の焼土粒子も含む。）

第 9 層 黄褐色土層（ロームブロックを多量に含み、焼けているブロックもある。炭化物か点在する。）

第 10層 暗茶褐色土層（遺構のフク土であると思われ、若干の焼土粒、炭化物か見られる。枯性もある。）

第 11層 暗茶褐色土層（ 10層と酷似し、多量の炭化物、焼土か見られる。粘性はある。）

第12層 暗茶掲色土層（ロームブロソクを少量含み、又、炭化物、焼土を多量に含む。粘性は弱い。）

第 13層 暗茶褐色土層（ロームブロソクを多量に含み、枯性もある。）

第 14層 暗茶褐色土層（ロームを少量含み、柘性は弱い。） 明度 10>7>3>9>5 
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5 C 住カマド土層説明

第 1 層 暗褐色土層（粘性は低いがしまりがある。焼土塊、焼土粒子をごく少量含む。）

第 2 層 暗褐色土層（粘性は低いが、 1 層よりもしまりかある。径 1 ~3  mmの粘土粒子を少量含む。）

第 3 層 粘土ブロック（粘性か非常に強く、しまりも非常にある。）

第 4 層 暗褐色土層（径 1 ~2  mmの枯土粒子ならびに焼土粒子を多く含み、枯性は強く、しまりかない。）

第 5 層 暗赤褐色土層（径 3 ~ 4  cmの焼土塊を多量に含み、径 2 ~3  mmの焼土粒子を多量に含む。枯性は強

いがしまりかなく、他層に比べ焼土を多量に含み明確に層区分できる。）

第 6 層 暗褐色土層（第 4 層に類似。焼土粒子を多量に含む。粘性はなく、しまりもない。）

第 7 層 明褐色土層（径 3 ~4mmのローム塊を全体的に均ーに含み、径 1 ~2mmの粘土粒子を多量に含む。

また全体的に径 1 ~2  mmの焼土粒子を少量含む。粘性は強いかしまりはない。）

第 8 層 黒褐色土層（径 2 ~ 3  mm程の炭化物を多量に含む。粘性は強く、しまりがない。）

第 9 層 赤黄褐色土層（径 1 ~ 2  mmの焼土粒子を緻密に含む。また径 1 ~2mmの粘土粒子を多量に含み径 3

cm大の粘土ブロックの表面か焼けて赤色化していて、枯性はなく、しまりもない。）

第10層 暗褐色土層（径 1 ~2  mm の粘土粒子を多量に含む。粘性は弱くしまりもない。）

第11層 暗褐色土層（ 10層に類似するかしまりか非常にあリ、径 1 ~2  mmの白色粒子を全体的に含む。）

第 12層 明褐色土層 (7 層に類似するか径 2~3 mm程の炭化物を少量含み径 3 ~5  mmの焼土塊を多量に含む。

粘性は弱いかしまりが非常にある。）

第 13層 赤褐色土層（全体か径 1 ~2  mmの焼土で、粘性はなく、しまりもない。）

第 14層 黒褐色土層（径 2 mm程の炭化物を多量に含む。粘性は弱く、しまりがない。）

第 1国層 暗灰色土層（全体的に枯性は弱く、しまりもない。炭化物・焼土粒子をごく少量含む。）

第16層 明黄褐色土層（ローム粒子、焼土ブロックを多量に含む。粘性は弱く、しまりがある。）
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5 d 住土層説明

第 H 層 暗褐色土層（均質で径 1 ~2  mm のローム粒子と焼土粒子を少量含み、枯性はあるが粗である。）

5 e 住土層説明

第 I 層 暗茶褐色土層（均質で 1 mm未満の白色粒子を極少量含み、枯性は弱く緻密である。）

5 f住土層説明

第 D 層 明褐色土層（径 1 ~2  mmのローム粒子を全体に含み、径 5 ~6  mm程の焼土塊をまばらに含む。枯性

は弱く、緻密である。）

第 E 層 暗褐色土層（径 l ~ 2  mmのローム粒子を少量含み、同程度の大きさの焼土粒子を微量含む。又、径

3mm程の炭化物もまばらに含み、枯性は強いか粗である。）

第 F 層 暗褐色土層（径 1 ~ 2  mmのローム粒子をまばらに含み、非常に緻密である。）

第 G 層 暗褐色土層（径 1 ~ 2  mmのローム粒子と焼土粒子を少量含み、粘性、しまりともにない。）

S K-40土層説明

第M層 暗褐色土層（径 1 ~2  mm租のローム粒子を極少量、まはらに含み、粘性は強く粗である。）

第 N 層 暗褐色土層（全体的に粒子か荒い。ローム粒子は M層より少ない。）

S K-41土層説明

第 k 層 明褐色土層（径 2 mmのローム粒子、径 1 cm程のロームブロ／クを含む。枯性は弱く、粗である。）

s k-42土層説明
第J層 暗褐色土層（径 l ~2mmのローム粒子をまばらに含み、径 1cm弱のロームブロックを少量含む。枯

性は強〈、柑で、他の褐色土層に比べてやや暗い。）
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5 b 住土層説明

第 4 層 暗掲色土層 (1~2 mmの焼土粒を含み、粘性はなく、しまりもない。）

第 7 層 暗褐色土層（枯性はないが緻密で、 9 層に比へ、やや暗い。）

第 8 層 暗褐色土層 (1~2 mmのローム粒子と炭化物を含む。粘性はあるが、しまりがない。）

第 9 層 黒褐色土層 (1 cm程の炭化物を多量に含む。粘性は弱く、しまりがない。）

5 b 住カマド土層説明

第 1 層 暗茶褐色土層（径 1 ~2  mmの粘土粒子を全体的に均ーに含み、径 1 ~2  mmの焼土粒子をごく少量含

む。枯性は弱いか硬くしまっている。）

第 2 層 暗褐色土層（径 5 mm程の粘土ブロックを少量含み、径 1 mm以下のローム粒子を微量含む。枯性は、

1 層よリも強いが、しまりは 1 層よりおちる。）

第 3 層 黄白褐色土層（径 3 ~4  cm 、及び径 5 cm以上の枯土塊を全体的に含む。又、径 2 ~3  mmの焼土粒子

を少量含む。帖性は 2 層よりも強く、しまりもある。）

第 4 層 暗褐色土層（径 5 mm程の炭化物を多量に含み、径 1 ~2  mmの焼土粒子、粘土粒子を少量含む。枯性

は低くしまりもない。他層よりもやや暗い。）

第 5 層 暗褐色土層（径 2 cm以上の焼土塊を多量に含み、径 1 ~2  mm 、径 5 mm程の焼土粒子も多量に含む。

又、径 1 ~2  mmの粘土粒子をごく少量含み、粘性は強くしまりかある。）

第 6 層 暗褐色土層（径 1 ~2  mmの帖土粒子、ローム粒子をごく少量含む。焼土粒子はない。粘性は弱くし

まりはない。他層よりもやや暗いか、 4 層よリは明るい。）

第 7 層 暗黄褐色土層（径 5 mm程のローム粒子を多量に含み、 3 ~4cmのロームブロソクを少量含む。枯性

は非常に弱く、しまりもない。）

第 8 層 明黄褐色土層（径 2 ~3  mmのローム粒子を均ーに含み、径 1 ~2  mmの焼土粒子を少量含む。）

第 9 層 暗褐色土層（径 2 ~3  mm程の枯土粒子をこく少量含み、径 1 ~2  mmの焼土粒子を少量含む。粘性は

弱いがしまりかある。）

第 10層 黄茶掲色土層（径 5 cm程の枯土塊、ロームブロソクを含む。径 1 ~2  mmの焼土粒子を少量含み径 1

~2  mmの枯土粒子を均ーに含む。枯性は強く、しまりかある。）

第 11層 暗褐色土層 (9 層と類似するか枯性は弱くしまりがない。 9 層よりもやや暗い。）

第 2 層 暗茶褐色土層（径 1 ~2  mm程の粘土粒子を少量含み、枯性はないか、非常にしまりかある。）

第 13層 暗褐色土層（径 1 cm弱の焼土塊を多量に含み、径 1 ~2  mmの枯土粒子を多量に含む。枯性は高く、

しまりもある。 5 層よりも全体的に焼土粒子の量か少ない。）

第14層 暗褐色土層（径 2 ~3  mmの焼土粒子を全体的に均ーに含む。帖性はなくしまりもない。）

第 15層 暗褐色土層（径 1 ~2  mmの焼土粒子を少量含み、径 5mm 大の炭化物を少量含む。粘性は強く、しま

りもある。）

第 16層 灰褐色土層（全体的に粒子か細かく均ーで、焼土、炭化物、枯土、ローム等はほとんどな〈、粘性

は弱く、しまりもない。）

第 17層粘土ブロソク。
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5 a 住土層説明

第 1 層 暗褐色土層 (1~2mmの炭化物を少量含み、緻密である。）

第 2 層 暗福色土層（炭化物を多量に含み、粘性は強い。 1 層より暗い色である。）

第 3 層 黒褐色土層（炭化物を多量に含むか、帖性はない。）

5 a 住カマド土層説明

第 1 層 黄白褐色枯土層（径 2 ~3  mm程の焼土と炭化物を少量含む。枯性が強く、緻密である。枯土質。）

第 2 層 暗褐色土層（径 1 ~2mmの粘土粒子、及び径 5 mm程の焼土を少量含み、緻密である。）

第 3 層 暗褐色土層（径 2 ~ 3  mm の粘土粒子を多量に含む。枯性は弱くしまりかない。）

第 4 層 明褐色土層（径 2 ~ 3  mm の粘土粒子を多量に含み、枯性は弱くしまりがない。）

第 5 層 黒褐色土層（径 3 ~4mm程の炭化物を多く含み、粘性、しまりともない。）

第 6 層 黒褐色土層（他層より暗い。粘性は弱く、しまりかない。）

第 7 層 暗褐色土層（径 1 ~2mm程の枯土粒子を少量含み、粘性は弱いが緻密である。）

第 8 層 暗褐色土層（径 2 ~ 3  mmの枯土粒子を多く含み、径 2mm程の焼土粒子を少量含む。枯性は弱いが緻

密で、 7 層よりやや暗い。）

第 9 層 暗褐色土層（径 1 ~ 2  mm程のローム粒子を多く含み、粘性は弱いが緻密である。）

第 10層 黒褐色土層（炭化物を多く含み粘性か強く緻密である。）

第11層 ロームブロック。

5 a 号住居址カマド

- 268 -



ｩ
 )ｭ

A
 
＼
一

•\\\ • 

• 
6b 

0/  

SD-7 

〇）

ミ

/ ,
0
/
 

0 5cm 
l l I 

第 261図 第 6 号住出土土器

• 

/ 

• 

/ 
` A_ 

•• 

a
 

9ま戸

量 SD-7

` î •\ 
〇/c

— 

2m 

6 b 住土層説明

第 1 層 暗褐色土層（ III に類似し、

テフラを含むが、焼土粒子

は少ない。）

第 2 層 暗褐色土層 (N を主に構成

され緻密で焼土粒子、黒色

93．百•一 粒子を含む。上層との境界
9 』」、

は明瞭である。）

第 3 層 暗褐色土層 (N 、黒ブロッ

ク、ロームプロックを含み、

262図第 6 ab 号住居址
不均質である。）
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4 ー 軍 工 ` 
旦~3.5 B‘ 

贔／／“

第 1 層 暗褐色土層（第 2 層に比べて、赤

色粒子を多量に含む。枯性はなく

しまりもない。）

第 2 層 黄暗褐色土層（赤色粒子・炭化物

を少量含み、ローム粒子を混入。

粘性はやや強く、しまりがない。）

第 3 層 暗褐色土層（白色粒子・赤色粒子

を少量含む。粘性は弱く、しまり

がある。）

第 4 層 暗褐色土層（ロームブロソクを少

量含む。粘性は高く、しまりもあ

る。）

゜ 2m 

第263図 第 7 a 号住居址
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B..@3.3 B9- 7 a 住カマド土層説明

A93.3 

第 1 層 暗褐色土層 (2 mm以下の焼土

を若干含み、枯性、しまり、

共に弱い。）

第 1'層 暗褐色土層 (1 層で混入して

いる焼土と、 1 mm程の炭化物

を含む。帖性、しまり共に弱

V ヽ 0)

第 2 層 暗掲色土層 (3 mm程の焼土を

若干含む。炭化物の混入は見

られず、粘性はないが、やや

緻密である。）

第 3 層 暗褐色土層 (1 mm程の炭化物

を若干含み、焼土は混入して

いない。粘性はないが、緻密

である。）

第 4 層 明茶褐色土層（焼土粒子、ブ

ロック、及びロームブロック

粒子が、多量に含まれ、粘性

は少ない。）

第 5 層 暗茶褐色土層（焼土粒子、ローム粒子か点在

する。）

第 6 層 灰褐色土層（粘性か少なく、堅緻である。枯

A' 

土粒子か多少含まれている。）
゜ 1m 第 7 層 暗茶褐色土層（ローム粒子か少量点在する。）

第 8 層 茶褐色土層（ロームブロソクか散見できる。）

第264図 第 7 a 号住居址カマド
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7 b 住土層説明

第 1 層 明茶掲色土層（ローム粒子を多量に含み、焼土粒子・炭化物を少量含む。粘性は弱い。）

第 2 層 暗茶褐色土層（ローム粒子を少量含む。粘性は硯い。）

第 3 層 黒褐色土層（灰褐色粘土粒子を少量含む。枯性は強い。）

第265図 第 7 b 号住居址•第 7 b 号住居址カマド
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7 b 住カマド土層説明

第 1 層 暗茶褐色土層 (1~2 mm程の焼土、炭化物粒子を含み、粘性は弱い。）

第 2 層 明茶褐色土層（ローム、焼土粒を含み、粘性は 1 層より強い。）

第 3 層 明茶褐色土層（粘土粒を多く含み、ロームブロソク、焼土粒も含む。枯性はある。）

第 4 層 炭化物層（炭化物ブロック、及び、焼土ブロノクが点在している。粘性は弱い。）

第 8 層 黄褐色土層（ロームで構成され堅緻である。粘性は弱い。）

第 9 層 暗茶褐色土層（ロームブロック、焼土粒子を含んでいる。枯性は強く、土器、小片か含まれ、又、

粘土粒子、ブロックも多少含まれる。）

第 10層 明茶褐色土層（ロームブロソク、ローム粒子を多量に含み、焼土粒子もまばらに含む。粘性はある。）

第 11層 明茶褐色土層（ローム粒をまばらに含み、粘土ブロックも若干見られる。枯性は弱い。）

第12層 明黄褐色土層（ローム粒、焼土粒子か多量に含まれ、土器小片も含まれる。）

第 13層 黒掲色土層（粘性のある黒色土に枯土、ローム、焼土粒子か多量に含まれている。）

7 C 住土層説明

第 1 層 暗褐色土層（貼床のブロックが見られる層。硬質で焼土粒子を含む。）

7 C 住カマド土層説明

第 1 層 暗茶褐色土層（炭化物、焼土粒子を多く含む。粘性もある。）

第 2 層 暗茶褐色土層 (1 層より暗く、粘性に乏しい。粒子をあまり含まず、住居のフク土と思われる。）

第 3 層 暗茶褐色土層（大型の焼土粒子か見られ、粘性は弱い。炭化物は小型になり、 1 より暗い。）

第 4 層 暗茶褐色土層（遺物を含み、炭化物も含む。粘性かあり、粘土粒子も含む。）

第 5 層 暗灰茶褐色土層（粘土と茶褐色土が混った層で、焼土粒子を含み、粘性は普通である。）

第 6 層 暗茶褐色土層（焼土粒子を多量に含み、炭化物も大型で、遺物も含む。粘性は弱い。）

第 7 層 暗茶褐色土層（炭化物をまばらに含み、小型の焼土粒も点在する。 6 層より明るい。）

第 8 層 暗黄褐色上層（ロームブロソクを含み、枯性に乏しい。）

第 a 層 灰茶褐色土層（粘土を主体とする層。ブリソヂのくずれたものと思われる。）

第 b 層 暗茶褐色土層（粘土粒子か混入し、硬い。上面は焼王が散布し、さらに硬くなる。）

第 c 層 灰褐色土層 (a 層より粘土か多く、焼土粒子も細かい。）

第 d 層 明灰褐土層（粘土層で硬く均質で、焼土ブロックが混っている。）

明度 4;,;3>2>1;,;6>7>b>a>c>d>8 

帖性 1>4>5>2>6>3>7>8>d>c>a>b 

7 d 住土層説明

第 1 層 暗茶褐色土層（枯性は普通で、細かい焼土粒子を含み、均質である。住居のフク土に顆似する。）

第 2 層 暗茶褐色土層（粘性かなく、均質である。）

第 3 層 黒褐色土層（炭化物を多く含みピソト 2 では遺物が認められる。又、細かいローム粒子か点在する。）

第 4 層 暗茶褐色土層 (2 層より暗く、粘性がある。粒子はあまり含まない。）

第 4層 暗茶褐色土層 (4 層にロームブロックか混じった層。）

明度 3 > 2 > 4 > 4'> 1 > 1' 

粘性 1 > 4 > 4'> 3 > 2 > 1' 
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第268図 第 8 a 号住居址

8 a 住土層説明

第 1 層 暗茶褐色土層 (1~2 mmの焼土粒子を多量に含む。粘性は弱い。）

第 2 層 明茶褐色土層（ロームブロック、炭化物・焼土粒子を多量に含む。）

第 3 層 暗黄褐色土層（焼土粒子を含む。）
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8 b 住土層説明 第269図 第 8 b 号住居址

第 1 層 暗茶褐色土層（多量の焼土粒子炭化物粒子を含み、 Wブロックか多く上面硬化している。貼床面で

ある。）

第 1 層 暗茶褐色土層（少量の焼土粒子、炭化物粒子を含み、均質緻密で、硬化面はなく、 1 層より軟かい。）
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第270図 第8b号住居址カマド

8 b 住カマド土層説明

第 1 層 暗褐色土層（焼土粒子をわずかに含み、粘性はなく、しまりもよくない。）

第 2 層 黒褐色土層（ローム粒子、スコリアを若干含み、粘性はないか 1 層に比べてよくしまっている。）

第 3 層 暗黒褐色土層（ローム粒子を若干含む。 2 層よりは多く、枯性はないが、しまりはよい。）

第 4 層 褐色土層（スコリア・ローム粒子を多量に含む。炭化物を少量含む。粘性は弱く、しまりかある。）

第 5 層 淡黄黒掲色土層（径 1 cm程のロームブロックを含み、粘性はないがよくしまっている。）

第 6 層 淡黄黒褐色土層 (3~4cm位のロームブロソクを多く含む他、 5 層と基本的に同じである。）
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第271図 第 8 号住居址出土土器
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9 a 1 住土層説明

:::二： ：；ロニロ：：：；ーロカ：二:立以：。）口ロ／口
含む。）

第 3 層 黄暗褐色土層（ローム粒子を多量に含む。枯性は弱く、しまリカ

ある。）

9 b 住カマド土層説明

第 1 層 暗褐色土層 (A スコリアを多量に含み、ロームブロックを含む。

未在性は弱〈、 しまりがない。）

第 2 層 黒褐色土層（焼土粒子、スコリア、ローム粒子を多量に含む。粘

＇性は弱〈、しまりかない。）

第 3 層 暗褐色土層（焼土粒子、 A スコリアを少量含む。枯性は弱く：し

まりがない。）

第 4 層 暗茶褐色土層 (A スコリアを多量に含み、炭化物・焼土は含まな

し‘。)
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第275図 第 9 号住居址出土土器
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10住土層説明
第277図 第 10号住居址カマト‘

第 1 層 暗褐色土層（少量の焼土粒、テフラ粒、ローム粒が混入している。）

第 2 層 黒色土層（少量の焼土粒、テフラ粒、ローム粒か混入している。）

第 3 層 黒褐色土層（ローム粒か微量混入している。）

第 4 層 暗褐色土層（多量の焼土粒、ローム粒が混入し、テフラ粒も少量混しる。）

第 5 層 黒色土層（多量のローム粒と微量の焼土、テフラ粒か混入している。）

10住カマド土層説明

第 1 層 灰茶褐色土層（枯性のある粘土によって構成され、粘土ブロ、／

クか大部分で、径0.3~0. 5mmの焼土微粒子か多量に含まれてい

る。）

第 2 層 黒褐色土層（径 1 ~ 2  mmの焼土粒子、ローム粒子をまばらに含

み、枯性がある。）

第 3 層 灰褐色土層（焼土粒をまはらに含み、枯性は強い。）

三1
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第278図 第 10号住居址出土土器
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11住カマド土層説明

第 1 層 灰褐色土層（粘土を多量に含む枯性は強い。）

第 2 層 暗黒褐色土層（炭化物、焼土を多量に含む。粘性は弱い。）

第 3 層 暗茶褐色土層（焼土粒子を含む。ローム粒子も多少含み、粘性は弱い。）

第 4 層 暗茶褐色土層（ローム粒子を多量に含む。枯性は弱い。）

第 5 層 灰褐色土層（純粋な枯土層。枯土しか含まないが下へ行〈にしたかって赤褐色になる。粘性は強い。）

第 6 層 黄褐色土層（ロームブロソクを多量に含み、粘性は弱い。）

第 7 層 赤黒褐色土層（炭化物、焼土を 2 層より、かなり多く含む。炭化物、焼土はブロソク状で遺物の小

片も混入している。枯性は強い。）

第 8 層 黄褐色土層（ロームを含み枯性は弱い。）

S K-46土層説明

第 1 層 黄褐色土層（ローム粒子、ブロックを多量に含み、焼土、炭化物粒子もまはらに含む。枯性もある。）

第 2 層 黒褐色土層 (1 層に比ベローム粒子が小さくまばらになる。）

第 3 層 黒褐色土層（ローム粒子は殆んど含まず 1 ~2  mm程の焼土粒子か点在する。）

第 4 層 黄褐色土層（ロームの中に黒色土が混入している硬質ロームである。）

第 5 層 茶掲色土層 (4 層に比べ枯性がない。）

明度 4>5>1>2>3 

枯性 1>2>3>4>5 
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12(；｛主土層説明

第 3 層 黒掲色土層（炭化物、ロームプロソク、ローム粒、焼土プロ、ノク、焼土粒を含み、し
まりは弱く、粒子も荒い。）
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12 f住土層説明

第 7 層 黒褐色七層（ロームブロ，，クを多く含み、若干の焼土粒子も含む。粒子は細かくしまりはある
か、粘性はあまりないっ、）

第7'層 黒褐色出層 (7)曾に準しるか、ローム粒を多く
含む。）

第 7 層黒褐色土層 (7 層に準するが、ロームフロ、I ク
は含まない。ローム粒をやや含む。）゜ 2m 

第283図第12 i. 12 g • 12 h 号住居址
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第23層 暗褐色土層（上面に白ームプロJクの：ニロ干のローム粒を含み、粘性はないか、

ある。） ていて、精I土し第24層 褐色土層頂層に黒色上か混入し゜
まり北になし。 K柱掘り方C)

第284図第12 i. 12 j • 12 k 号住居址
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12 a 住土層説明

第 1 層 黒褐色土層（粒子は荒く、ややしまりかある。ローム粒子、焼土粒子を含む。）

12 b 住土層説明

第 2 層 黒褐色土層（ローム粒子、焼土粒子を含み、粒子は荒い。ややしまりあリ。）

12 d 住土層説明

第 4 層 暗褐色土層（粒子はふつう。粘性は 8 層より若干強いか、所々しまりのない所がある。）

12 e 住土層説明

第 6 層 黒褐色土層（少量のロームブロソクを含み、粒＋は荒く、粘性も弱い。）

第 6 層 黒褐色土層（ロームブロ／クを 7 層より若干多く含み、粒子は荒いか、粘性は 7 層よりややある。）

12 g住土層説明

第 9 層 茶褐色土層（微量の黄色粒子を含み、粒子は細かく、粘性、しまりは弱く、全体になめらか。）

12 h 住土層説明

第 5 層 暗褐色土層（ロームブロノクを含む。粘性があり、しまりもある。良好な床面を含む。）

第25層 h 住掘り方 (N層に黒色土の混入したもの。）

12 i住土層説明

第 10層 黒褐色土層（炭化物、ロームプロソク、ローム粒を含む。枯性はなく、しまりは 7 層よりもない。）

12 j住土層説明

第 8 層 暗褐色土層（ロームブロソクを多く含み、粒子は細か〈、粘性は 5 層よりやや強い。）

ロニ］

ロニ

口］

l•——-, 

二言三ご／
--->1 5 

口］

ロ：

口］

ロニロ
〇 10cm 

第285図 第 12号住居址出土土器
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S K-13群土層説明

第11層 暗茶褐色土層（ローム粒を多く含み粒子は荒い。粘性、しまり共に弱い。）

第12層 ローム土層（暗褐色ブロックを多量に含む。）

第 13層 黒褐色土層 (7cm 四方N層のロームブロックを含む。）

第 14層 黒色土層（他の土を含まない。）

第 15層 暗褐色土層（全体的に、径 2mm程のローム粒を含む。）

第 16層 暗褐色土層（ローム粒をやや含む。）

第 17層 暗褐色土層（黒色土ブロックと径 7 mm のロームブロ、／クを含む。）

第 18層 黒色土層（所々にブロソク状のローム粒を含む。）

第19層 黒色土層（ロームブロソクを多量に含む。）

第20層 （黒色土、暗褐色土、ロームブロソクが混在。黒色土に上から暗褐色土、ロームブロックが流入し

た様を呈す。）

第21層 （暗褐色土層にロームブロック、黒色土ブロソクを含む。）

第22層 （ロームを主体とし暗褐色土か混在する。）

14住土層説明

第 1 層 暗茶褐色土層（ソフト III を基本とするが、粘性か強い。白色テフラを少量含む。）

第 2 層 暗褐色土層（ソフト III を基本とする。硬質、緻密である。白色テフラを少量含む。）

第 3 層 暗褐色土層（ソフト III を基本とする。軟質。白色テフラを含む。）

第 4 層 暗茶褐色土層（ソフト III を基本とする。硬質、緻密である。白色テフラを含む。）

15 a 住土層説明

第 1 層 暗褐色土層（径 1 ~2mmのローム粒子と焼土粒子、炭化物を少量含む。粘性は弱く、しまりかない

が、全体的に緻密である。）

第 2 層 暗褐色土層（全体的に粒子が荒く、径 2 ~3 mm のローム粒子をまばらに含むが、 1 層より少ない。

粗であるが、粘性はある。）

第 3 層 暗褐色土層（径 3mm程のロームブロソクをまばらに含み、枯性は弱いか、全体的に緻密である。）

15 b 住土層説明

第 4 層 暗褐色土層（ロームブロックを含み、緻密である。）

□ロ—:::;;;-_:-- ~cm 

第287図 第 15号住居址出土土器
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16 C 2 住カマド土層説明

第 1 層 赤褐色土層 (2~3 mm の焼土粒を多量に、 2 mmの炭化物粒をまばらに、又、ロームブロソクを若干

含み、枯性はないが緻密である。）

第 2 層 黄赤褐色土層 (2 mm程の焼土粒と、 1 cm程の粘土ブロックを多最に含み、又、炭化物粒子も若干含

む。粘性は弱く、緻密てある。）

第 3 層 暗赤褐色土層 (2 mm大の焼土粒を全体に含むか量は 2 層より少ない。又、ローム粒を多量に含み、

炭化物も若干含む。粘性は弱く、緻密である。）

第 4 層 暗黒褐色土層（ローム粒を多量に含み、焼土粒、炭化物粒、ロームプロックを若干含む。枯性は弱

く、粗である。）

第 5 層 赤黒褐色土層（焼土粒、炭化物粒を多量に含み、粘性は弱いか緻密てある。）

第 6 層 黄褐色土層（焼土ブロソクを若干含み、炭化物粒を少量含む。枯性は弱く、粗であり、ローム粒も

認められる。）

第 7 層 黄褐色土層（基本的に 6 層と同じたか、焼土か少ない。）

第 8 層 暗茶褐色土層（ローム粒子を全体的に含む。焼土、炭化物ともに少なく、枯性はなく祖てある。）

第 9 層 黄褐色土層（ローム粒を多量に含むか、焼土、炭化物は少ない。枯性は弱く、粗てある。）

16 b 住カマド土層説明

第III'層 暗褐色土層 (V を中心としたソフト化した土を甚本に、微量の炭化物、焼土粒子を含む。比較的緻

密である。）

第 1 層 暗茶褐色土層 (N ソフトをベースに、多量の焼上・炭化物粒子を含み、やや帖質で硬く、緻密であ

る。）

第 a 層 暗茶褐色土層（粘土質土に少量の焼土粒子、微量の炭化物を含む。カマト天井部の崩壊土。）

第 b 層 焼土層（多量の粘質土を含み、層全体が枯性に富み、不均質である。）

第 c 層 黒茶褐色土層（多量の茶褐色枯土に、多量の焼土粒子・炭化物粒子を含む。）
第 d 層 淡橙褐色土層（粘土が、弱い熱を受けたもの。炭化物は少ない。）

明度 a>b>l>c 粘性 a>b>c>l 

□□□□--=---t）三□：ロニロ1
~3~7.) 

/ 

ロ」こ／Iと
b5 

三；口、ロロ：ロロニ］

゜ 10cm 

第294図第16号住居址出土土器
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17住カマド土層説明

第 1 層 暗茶掲色土層（ロームブロ／ク、焼土

粒子・炭化物を含む。粘性はない。）

第 2 層 暗茶褐色土層（枯土粒子を含む。第 1

層に比べ、色調が暗く、枯性がない。）

第 3 層 暗茶褐色土層（ローム粒子、焼土粒子

を含まない。枯性はなくしまりかない。）

第 a 層 灰褐色土層（粘土層。径 3 mmの砂を多

量に含む。）

0
1
 

-]m 
第295図 第 17号住居址カマド
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18 a 住土層説明

l̀ 
第 1 層 暗茶褐色土層（多量の遺

物と少量の焼土粒子を含

み、粘性はなく、暗黒褐

B,-

\~I □-B‘ 色の貼床を持つ。）

18 a 住カマド土層説明

゜
c:cl 忠 第 1 層 暗褐色土層（焼土粒子、

<Ci 炭化物を含む。粘性はな

し‘。)

第 2 層 暗茶褐色土層（焼土ブロ

B坐．o -g ックを多量に含む。）

6 第 3 層 暗茶褐色上層（焼土粒子・炭化物を含む。粘性

冒
はなく、しまりもない。）

第 4 層 暗茶褐色土層（黒色硬化ブロックを含む。）

Im 第 5 層 灰褐色土層（杞土・焼土を含む。しまりかあり

均質。）

第 6 層 灰色土層（粘土層。粘性が非常にある。）

明度 3>4>2>1>5>6 

第296図 第 18 a 号住居址・カマド
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18 C 住カマド土層説明

第 1 層 暗茶褐色土層（粘性はなく、焼土粒子をま

ばらに含む。）

第 2 層 灰褐色土層（粘土が大半を占めており、所

々に焼土ブロックが点在している。粘性は
強く、このカマドの天井部と思われる。）

第 3 層 黒褐色土層（粘性のない黒色土によって大

半が占められている。焼土粒子、ローム粒

子が点在している。）

第 4 層 黄褐色土層（ローム塊

がほとんどを占め、粘
性はないが、硬くしま

っている。）

第 5 層 明茶褐色土層（焼土粒

をまばらに含み、粘性

は弱い。 2 層に近づく

に従って、粘土の影響

を多少受けている。）

第 6 層 暗茶掲色土層 (3~5

cm程の焼土粒を多量に

含み、炭化物粒子もま

ばらに含んでいる。粘

性は普通である。）

18 b 住カマド土層説明

第 1 層 茶褐色土層（黒色粒子をまばらに含み、粘性

はない。）

第 2 層 黒褐色土層（焼土、黒色粒子を多く含み、粘

性もある。）

明度 1 > 2 粘性 2 > 1 

第298図第18 C山・ 18 b("f)号住居址カマド
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18 e 住土層説明

第 12層 黒褐色土層（第 10層に比べ、

色調か暗い。粘性はない。）

第 13層 暗茶褐色土層（ 11層と類似。

焼土粒子を含む。）

。
』

18 f住土層説明

第14層 黒褐色土層（焼土粒子を少量

含む。粘性は強い。）

2m 第 15層 黒褐色土層（小型の地山ブロ
I ソクを含み、 14層より明るい。

粘性はない。）
第299図第18 e • 18 f • 18 g • 18 h 号住居址
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18 i住土層説明

第 6 層 暗茶褐色土層（径 1 ~2 mm程のローム粒を

多量に、焼土粒を微量含み、粘性は普通で

暗い色を呈す。）

第 7 層 暗茶褐色土層（大型のロームブロソクを含

み、粘性は 6 層より弱く、色調は明るい。）

第 8 層 暗黄褐色土層（ロームブロックを主体とし

炭化物も含む。枯性はない。）

゜ 2m 

18 j住土層説明

第 9 層 暗茶褐色土層（各種粒子を含ます、 6 、 7

層よりも暗い。又、枯性は、普通であるが

6 層よりも弱い。）

第300図第18 i • 18 i • 18 k • 18 I 号住居址
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18 h 住土層説明

第16層 黒褐色土層（ 12層と類似。粘性しまりともなく、下部に 13層類似の層か、点在している。）

18 h 住内ピット土層説明

第17層 暗茶褐色土層（焼土粒子、遺物を含む。）

第18層 暗茶褐色土層（ロームブロック、炭化物を含み、粘性はない。）

18m住土層説明

第21層 暗茶褐色土層（焼土粒子を含み比較的均質である。粘性は強く 19層より暗い。）

第 22層 暗茶掲色土層（多量のロームブロックを含み、粘性はなく 21層よりも暗い。）
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第302図 第18d2号住居址カマド
18 山住土層説明

第23層 茶褐色土層（大型の焼土粒子が点在し、均質である。粘性は強い。）
第24層 茶褐色土層（ロームプロック、焼土粒子を含み、粘性は強く、 23層より明るい。）

18 也住土層説明

第 19層 暗茶褐色土層（多量の焼土粒子と遺物を含み、粘性が強く、比較的明るい。）
第20層 暗茶褐色土層（比較的大型の遺物と焼土粒子を含み、粘性はなく、 19層よりも暗い。）

18 d2 住カマド土層説明

第 1 層 暗茶褐色土層（黒褐色に近〈、焼土粒子が多く見られる。又、粘土プロックも含む。）
第 2 層 暗茶褐色土層 (1 層と色調は類似するが、焼土粒は小型で少なくなる。粘性もやや弱い。）
第 3 層 黒褐色土層（ 18 d 住の覆土に類似するが、粘性はなく、小型の焼土粒子、炭化物を含む。）
第 4 層 黒褐色土層 (3 層より粘性が強く、粒子をあまり含まず、均質な土層である。）

第 5 層 黄褐色土層（ロームプロックを少量含む。粘性はない。）

明度 4>3>2 . ~1 粘性 4>1>2>3 
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18 C 住土層説明

第 5 層 暗茶褐色土層 (2 層より大型の炭化物を含み、焼土粒子、ロームブロックも含む。枯性は比較的強

V ヽ 0)

18 g住土層説明

第 4層 暗茶褐色土層（ロームブロソクを多く含む。）

第 4層 黒褐色土層（微量の焼土粒、及びロームブロックを含み、粘性がない。）

18 n 住土層説明

第10層 黒褐色土層（多量の焼土、炭化粒を含み、径 1 ~4 llllll程のロームブロソクか点在する。粘性は比較

的強い。）

第 11層 暗茶褐色土層（大型のロームブロックを含み、粘性は弱く、暗い色闘である。）

18 0 住土層説明

第 2 層 暗茶褐色土層（径 6mm程の炭化物、焼土粒子を多く含み、地山を床とする。 1 層より枯性かない。）
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第304図

第18 a • 18 b 2号住居址間ピット内出土上器

゜ 10cm 

第303図 第 18号住居址出土土器
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第307図 S B-1 柱穴土層断面(2)
S B-l P-1 土層説明

第 a 層 暗褐色土層（多量のローム粒子、ロームプロ、／ク、黒色ブロックを含み軟い。）

第 b 層 暗褐色土層（ a に比ベローム粒子が少なく軟かい。）

第 c 層 暗茶褐色土層 (1~2 cmのローム粒子を多く含みN を多く含む。）

第 cl 層 暗茶褐色土層 (1~2 cmのハードロームブロックを多量に含み硬くしまっている。）

第 e 層 褐色土層（ cl に類似しているか、その構成は N を主体としている。）

S B-1 P-2 土層説明

第 1 層 暗褐色土層（ローム粒、ブロソクを少量含み、粘性か弱くパサパサしている。）

第 2 層 暗掲色土層 (1 層よリローム粒子を多〈含み、若干しまりかある。）

第 3 層 暗褐色土層 (1~3 cm位のロームブロソクを多量に含み、粘性があり緻密である。）

第 4 層 暗褐色土層 (1~ 4 層より、枯性があり緻密で、 1 mm弱のローム粒を少量含む。）

第 5 層 暗褐色土層 (2 層より粘性かあり緻密で 1 cm 弱のロームブロソクを少量含む。）

S B-1 P-3 土層説明

第 1 層 暗褐色土層（ローム粒、ブロソク、黒色ブロックを少量含み、粗で、パサバサしている。）

1m 

第 2 層 暗褐色土層 (1 層と基本的に類似するか、ロームブロノクか多くなり、黒色ブロックはなくなる。）

第 3 層 暗褐色土層 (3 cm程のロームブロックが多量に混入し、 1 、 2 層と比べ、極端に粗である。）

第 4 層 暗褐色土層 (2 層と同様の粘性と密度を持ち、 5 ~10mm程のローム粒を多く含む。）

第 5 層 暗褐色土層 (3 層と同様の枯性と密度を持つが、 5 ~15mm程のローム粒を含む。）

S B - 1 P - 4 土層説明

第 1 層 暗褐色土層（軟かく、微量のローム粒子を含む。やや、不均質。 「新」の柱痕。）

第 2 層 暗掲色土層（多量のロームブロックを含み、しまっている。不均質。埋土。）

第 3 層 黒褐色上層（少量のロームブロックを含み、 2 層より軟質、不均質である。）

第 4 層 暗茶褐色土層（ローム粒子を含み軟質である。 N ソフトに近い。）

第 5 層 暗褐色土層（多量のロームブロソクを 4 層に含むもの。不均質である。）

第 6 層 暗茶褐色土層 (N ソフトに近くしまっている。 「 I凡柱穴の埋土。）

第 7 層 暗橙褐色土層 (VI に近いが、色調は赤〈、黒色土を多く含む。）

第 8 層 黒褐色土層（少量のローム粒子を含み、軟かい。 2 番目の柱痕。）

S B-1 P-5 土層説明

第 1 層 暗茶褐色土層（ III に少量の N ソフトを含む。砂質で軟質、不均質である。）

第 2 層 黒褐色土層（ III· N のソフト化したものが混じっている。少量の焼土粒と N ブロ／クを含む。）

第 3 層 暗茶褐色土層（ III· Nのソフト化したものか混じっているか、 N か多く、 N ブロックも含む。）

第 4 層 黒茶褐色土層 (III· N のソフト化したものか混っているが、 IIIが多く、均質、緻密である。）

第 5 層 黒茶褐色土層 (4 層より IIIかさらに多く均質で堅緻である。）

第 6 層 暗茶褐色土層 (Ill ブロックと N ブロックか混合し、堅緻である。） 明度 5>4>1>6>2 
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S D-2 土層説明

第 1 層 褐色混土軽石層 (A軽石に III か混入している。）

第 2 層 浅間山系 A軽石層（純層である。）

第 3 層 暗褐色土層 (III の中に N と焼土粒を含むか、 A 軽石は含まない。）

第 4 層 暗茶褐色上層（ III の中に V ブロ／ク、黒色土を含む。）

第 5 層 暗茶褐色土層 (4 層に類似するがN を多く含む。）

第 6 層 暗掲色土層 (3 層に類似するかV ブロックか多い。）

明度 2>1>6>3>5>4 
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SD-3 、 4 、 5 土層説明
第312図 SD-5 出土土器

第 1 層 淡青灰色砂i業 (0.5~1cmの礫が多く、砂粒も含むが、片岩質ではない。現代道路層。）

第 2 層 暗褐色土層 (I に W ソフトを含む。現代層。）

第 3 層 暗褐色土層（ I に III ソフト及ひブロソクを多く含む。現代層。）

第 4 層 暗褐色土層（ I に V ソフト及びブロノクを多く含む。現代層。）

第 5 層 暗黄褐色砂礫土層（赤根川に産する片岩質て鉄分の多い砂礫を含む。現代道路遺構。）

第 6 層 黒褐色泥土層 (B 軽石を含ます、均質で粒子が細かく緻密である。混入物は少ない。）

第 7 層 暗茶褐色泥土贋（多量の焼土粒を含み、北側に多い。比較的均質てあり、軟かく、 llc 代の遺物を含む。）

第 8 層 暗灰色泥土層（少量の焼土粒子を含み、粘性に富み、比較的均質で全体に淡い鉄分か認められる。）

第 9 層 暗灰色砂泥土層 (8 層に類似するか不均質で、 10~11 C 代の遺物を含む。）

第10層 暗褐色砂泥層 (9 層に類似するが枯性が弱く、遺物も少ない。砂粒と、 B 軽石に顆似するものも多

いが、実体は不明である。）

第 11層 黒茶褐色泥土層（少量の V 、 W 、 VII ブロソクを含み、多量の焼土粒を含む。粘性に富み＇、緻密である。）

第12層 黒褐色泥土層（多量のVII ブロノクを含み、不均質てある。又、少量の VI ブロノクも含み、粘性は強い。）

第 13層 黒褐色泥土層（少量の焼土を含むO VIIブロソクが混入し、淡い鉄斑か全体に認められ、粘性は強い。）

第14層 黒褐色泥土層（ 13層に類似するが鉄斑の発達にとはしく、又、 III ブロソクを少量含み、緻密である。）

第 15層 黒茶褐色泥土層（ 11層に類似するが、 E を多く含み、 11層に比べ均質で緻密である。鉄斑も認められる。）

第16層 黒茶褐色泥土層 (7 層に類似するか、より E を多く含み、他の溝のフク土と比べ、粘性に乏しい。少

量の焼土粒子を含み、均質、緻密である。）

第 17層 黒灰色泥土層（上面は鉄分の凝集か見られ、鉄斑も顕著である。 13 、 15層のそれぞれの溝底と考えら

れ、 13層下部より、鉄斑が多い。）

第 18層 黒灰色泥土層（少贔のVII ブロックを含み、均質である。 8 ~9 C 代の遺物を含み、鉄斑は未発達であ
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る。自然堆積的なフク土、 E か多く、枯性は強い。）

第 19層 暗灰褐色泥土層（均質、緻密で、粒子か細かく、帖性は弱い。植物遺存体を含む。）

第20層 黒褐色泥砂層 (21層に比べ粒子が荒く、又、緑色の片岩質風化砂も多い。土器、植物遺存体が多く、

8 C 代の遺物も含む。）

第21層 淡緑褐色砂泥層（テフラ状の砂と片岩質砂に、 VlI粒を含む粘に乏しい。）

第22層 暗褐色砂泥層(10に類似するテフラ状の砂を多く含みVlI ブロソク及び E を含み、不均質である。）

第 A 層 暗褐色泥土層（ A軽石を含み、軟かい。現代水田層ー A 2 〔 A 軽石を含み‘鉄分の雑足集ヵ惰忍められ

る。床土〕。）

第 B 層 暗褐色泥土層 (A軽石を含み軟かい。近世水田層。→恥（ A叶こ類似する〕。）

第 C 層 暗褐色泥土層 (B 層に類似する。 Cパ B 軽石を含み、緻密である。上面に、より顕著に鉄分凝集か

認められる〕。）

第 D 層 黒褐色泥土層（ B 軽石を多量に含み、鉄分凝集が針線状に認められる。中世水田層。→D狐 B 軽石

を多く含み、しばしば純層を成す。全体的に不均質であるJ 。)

第 E 層 黒茶褐色泥土層 (III に近いか、風化していて、焼土、炭化物粒子を多く含む。上部に B 軽石か、薄

くレンス状に堆積している所もある。古代水田層。→E狐均質で、帖土質、砂粒を含み、北側は「 V

枯土化」、南側は「 III 枯土化」である〕。）
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SD-7 土層説明

第 1 層 暗茶褐色土層 (II] に類似し、

微量のローム粒子と焼土粒子

を含む。）

第 1 層 暗茶褐色土層 (1 よりも黒味

が強く焼土粒子を含む。）

第 2 層 暗褐色土層（ II] に N を多く含

む。微量のローム粒子と焼土

粒子を含む。）

賠褐色土層 (2 層よりも N を

多く含み、ローム粒子も多い。）

黒褐色土層（ローム粒子、ロ

ームブロックを含み、かつ焼

土粒子及ひ微量のテフラを含

み、粒子は荒い。）

暗褐色土層（ II] に類似し、テ

フラを含むか、焼土粒子は少

ない。）

暗褐色土層 (N を主に構成さ

れ緻密で、焼土、黒色粒子を

含む。 5 層との境界は明瞭で

ある。）

暗褐色土層 (N 、黒色ブロソ

ク、ロームブロ／クを含み、

不均質である。）゜
第 7 層

Cs 0 D SD-10 /‘ ／う

゜ 和

第314図 SD-7 
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SD-8 土層説明

0 2m 
1, — I 

暗褐色土層（微量のローム粒、木

炭粒、灰褐色テフラを含み、礫を

多く含む。）

暗掲色土層（少量のローム粒子を

含み、やや不均質で軟質である。）

暗褐色土層（多量のローム粒子、

ブロノクを含み、不均質、軟質で

ある。）

褐色土層（多量のローム粒子を含

むかブロックは少なく、比較的軟

質である。）

明度 2>1>3>4 

ロームの量 4>3>2>1 

第 1 層

第 2 層

第 3 層

第 4 層

第315図 S D-8 
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S D-10土層説明

第 1 層 黒褐色土層（粘性ややあり、締まりは弱く浅間山系 A 軽石を含む。）

第 2 層 褐色土層（枯性強く締まりかない。浅間山系 A軽石を含みロームを多量に含む。）
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SE-1 土層説明

第 5 層 暗褐色土層（全体的に粒子が荒く、径 1 ~2 mmのローム粒子を少量含む。粘性は弱く、粗である。）

第 6 層 黄褐色土層（径 2 ~3 mmのローム粒子を多量に含み、枯性は弱いか、緻密である。）

第 7 層 暗茶褐色土層（砂質の粘土層で多量の粘土塊径 3cm程の喫、径 2mm程の焼土炭化物も含む。粘性は強い。）

第 8 層 黒褐色土層（粘土質で、砂も含む。 2 ~4 cm程の礫と、径 2mm程の焼土、，炭化物粒子を含み、所々に

基本第w層のブロソクも認められる。粘性は弱いが緻密である。）

第 9 層 灰白色粘土層（砂、土を少量含み、粘性は強く、緻密である。）

第 10層 黄褐色土層（砂質の粘土層て、 8 層より砂や、ロームを多量に含む。粘性、しまりとも 8 層より劣る。）、

第 11層 黒褐色土層（径10cm程の河原石、径 3 cm程の小石を多量に含み、径 3 cm程のローム塊や粘土塊も含む。）
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S E-2 土層説明
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E
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第 1 層 黒色土層（ローム粒子を微量含み、粒子は粗いかしまりはある。）

第 2 層・ 暗茶掲色土層（ローム粒子を多量に含み、ハードロームブロソクも少
量含む。粒子は細かくしまっている。粘性もある。）

第 3 層 黒茶褐色土層（ローム粒子の量は 2 層より若干少ない。また枯性もない。）

第 4 層 黒褐色土層（粒子は粗く、しまリはまったくない。）

第 5 層 明黒褐色上層（ローム粒子を微量含み、粒子は粗い。）

第 6 層 茶褐色土層（ローム粒子を多量に含み、粒子は粗い。）

2
 

第320図
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SE-2 号址出土土器
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S D-12土層説明

第 1 層 茶褐色土層（耕作土）

第 2 層 暗茶褐色土層（多量の焼土粒とブロソクを含み、ローム粒、ブロノクも多く見られる。粘性はないか

しまりはある。）

第 3 層 暗褐色土層（枯性、しまり共になし。国分期（新）の遺物を出す。）

第 4 a 層 黒褐色土層（水性にとみ、しまり粘性共にない。土器片（国分）と若干の小喫を出土。）

第 4 b 層 黒褐色土層（ローム粒子を若千含み、 a よりも水性にとむ。）

第 4 C 層 黒褐色土層（ローム粒子、ロームブロックを含み、 a 、 b よりも水性にとむ。）

第 5 a 層 黒色土層 (4 層よりもしまりかなく水性にとむ。）

第 5 b 層 黒色土層（ローム小プロックと粒子を含む。）

第 6 a 層 黒灰色土層（枯性はないかよくしまっている。）

第 6 b 層 黒灰色土層 (a よりもローム粒子、ロームブロックを含んでいる。）

S K-19土層説明

第 1 層 暗褐色土層（ローム粒子を含む。）

第 2 層 黄黒褐色土層（ロームブロック、ローム粒子を多量に含み、粘性はないがよくしまっている。）

第 3 層 暗黒褐色土層（ロームブロックとローム粒子を含み、粘性はないが緻密でしまっている。）

第 4 層 暗黄褐色土層 (2 層と同じだか、 2 層に比ベロームブロソクか小さい。粘性、しまりは 4 層に同じ。）

第 5 層 黒褐色土層（組成は、 2 層、 3 層によく似ているが、 2 層に比ベロームブロノクか細かい。粘性はな

く、しまリは弱い。）

第 6 層 褐色土層（ローム粒子をまばらに含み粘性はないが緻密にしまっている。）

こ 口よ
0 5cm 
I I I 

第321図 SD-9 号址出上土器

口：
｀ヽ

5cm 
j I I 

第322図 SK-14号址出土土器
第323 図 SD-10号址出土土器
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s k-1 土層説明

第 1 層 黒褐色土層（黒色上を基調とする層で赤色スコリアを含む。）

第 2 層 黒褐色土層 (1 層に比ベスコリアの数が増し、ロームブロックか混入し、炭化物も含む。）

第 3 層 黒褐色土層 (2 層に比ベロームブロノクの量か少なく色調も暗い。）

第 4 層 黒褐色土層（ローム粒子、ロームブロノクを多量に含み、 3 層に比べ色調も暗い。）

第 5 層 黒褐色土層 (3 層に比ベロームブロソクの数か少なくなり、色調も暗くなる。）

第 6 層 暗褐色土層（赤色スコリアをほとんど含まない。 3 層に似た層。）

第 7 層 暗褐色土層 (6 層に類似するか色調がわずかに暗い。）

第 8 層 暗褐色土層（壁の崩壊土を少量含み、 7 層より明るい。）

第 9 層 黄褐色土層（ロームブロソクで壁の崩壊土と黒色土が少し混っている。）

第 10層 暗褐色土層 (4 層より大粒のロームブロソクを含み色調の暗い層。）

第 11層 明褐色土層（ロームブロソクを含み、 10層より明るい。）

第 12層 黒褐色土層（ローム粒子か混入していない層。）

SK-6 土層説明

第 1 層 暗褐色土層 (0.5~1 mm のローム粒子を多量に含み、均質である。）

第 2 層 暗褐色土層 (0.2~1 cm大のローム粒子を多量に含み、 1 層より枯質で、微量の焼土粒を含む。）

第 3 層 暗褐色土層 (1 層に類似しているが、ローム粒子か少な〈粘質である。）

第 4 層 暗褐色土層 (2 層に顆似しているが、 0.2cm大の粒子が多い。）

第 5 層 暗褐色土層 (0.2~0.3cm大のローム粒子を多量に含み、 4 、 3 層より明るい。）

第 6 層 暗褐色土層 (0.2~0.3cm大のローム粒子を 5 層より多く含み、帖性かある。）

明度 1 > 2 、 3 、 4>5>6 ロームの量 6>4>2>1>3 

s k-7 土層説明

第 1 層 暗褐色土層（ローム粒子を少量含む。）

第 2 層 暗褐色土層 (1 層に比べ色調か暗〈枯性がある。）

第 3 層 明褐色土層（ローム粒子を多量に含む。）

第 4 層 暗褐色土層 (1 、 2 層よりローム粒子か増し、色調は 2 層より明る< 1 層より暗い。）

第 5 層 暗褐色土層 1 ~2 cm大のローム粒子か多量に含まれており、枯性、しまり共にある。

第 6 層 黒褐色土層（ローム土か含まれ、粘性、しまり共にある。）

第 7 層 暗褐色土層（口［ーム粒子を含みしまりかある。）

第 8 層 褐色土層 土砿の中で一番ローム粒子を含み、色調は明る＜粘性もある。）

明度 3>1>2>5>4>8>7>6 

S K-14 土層説明

第 1 層 暗褐色土層（径 2 ~3 mmの焼土を少量含み、径 5 mmの炭化物を多量に含む。しまりはあるか枯性は

弱し‘。)

第 2 層 暗褐色土層（径 1 ~2 mmの焼土を少量含み、径 1 ~2 mmのローム粒子を多量に含む。枯性は弱いか

しまりかある。）

第 3 層 暗褐色土層（径 1 ~2 mmのローム粒子を多量に含み、径 1 cm程の炭化物を少量含む。粘性はなく、

しまりもない。他層に比べ色かやや暗い。）

第 4 層 茶褐色土層（径 3 ~4 mmの小石を多量に含む。粘性は弱いかしまりはある。）

第 5 層 黒褐色土層（枯性は高いかしまりはない。粒子は均ー。）

第 6 層 暗掲色土層（径 5 mm程の焼土を多量に含み、枯性は弱いが、よ〈しまっている。 1 層より明るい。）

第 7 層 暗褐色土層（径 5 mm程の焼土を少量含む。粘性は強くしまりかある。 1 、 2 層より暗く 3 層よりや

や明るい。）

明度 4>2>6>1>7>3>5 
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S K-30土層説明

第 1 層 暗褐色土層（白色テフラ、焼土ローム粒子を含み均質。）

第 2 層 暗茶褐色土層（多量のローム粒子、焼土粒子を含み、少量の炭化物も含む。均質である。）

第 3 層 暗褐色土層 (a 層に類似するが焼土か少なく、ロームか多い。）

第 4 層 褐色土層 (Nの中に多量のローム粒子及ひ微量の焼土粒子を含み、やや不均質である。）

明度 1>3>2>4 ロームの量 4>3>2>1 

S K~35土層説明

第 1 層 暗茶褐色土層（微細な軽石及び径 1 ~2 mm程のローム釆立子を少量均等に含む。焼土粒をはとんど含ま

ず、枯性は弱く、しまりなし。）

第 2 層 暗褐色土層 (1 層よりも軽石を多く含むが、ローム粒はほとんど含まない。粘性は弱くしまりなし。）

第 3 層 明褐色土層 (1 層より軽石が少なく、ローム粒は 2~5mm大を含み、枯性はややあるがしまりなし。）

第 4 層 明茶褐色土層（径 5 mm程のローム粒を多く含み、焼土は含まない。枯性は弱く、しまりはない。）

明度 2>1>4>3 

S K-27土層説明

第 1 層 暗茶褐色上層（径 1 ~ 3 ％程のローム粒子を均等に含み、径 2 ％の焼土及び、径 8 ％程の炭化物も含

む。枯性は弱くしまりはない。）

第 2 層 暗褐色土層（径1.5％程のローム粒子を均等に含み、径3m/m程の炭火物をごく少量含む。粘性は小さく締りはない。）

明度 1>2 

S K-29土層説明

第 1 層 暗褐色土層（多量のローム粒子浅間山系 B 軽石類似の粒子、，少量の焼土、炭化物粒子を含み均質である。）

第 2 層 暗茶褐色土層 (1 層に類似するが、 1 cm 大のロームブロックを多く含み、粒子はあらい。）

第 3 層 暗褐色土層 (1 層に類似するが 1cm 大のロームブロソクを少量含み、 2 層よりさらに粒子があらい。）

第 4 層 黒褪色土層 (1~3cm大のロームブロックを含み、不均質、かつ、軟質である。）

明度 4>3>1>2 ロームの量 2>4>3>1 

Pit-8 土層説明

第 a 層 暗褐色土層（均質、軟質で、粒子の混入が少ない。 Pitのフク土。）

S K-36土層説明

第 1 層 暗褐色土層（焼土、炭化物粒子を含む III 類似土、 B 軽石が混入している。）

第 2 層 暗茶褐色土層（焼土、炭化物粒子を微量含み、ローム粒子も含む。 B 軽石か混入している。）

明度 2 > 1 ロームの量 2 > 1 

Pit-9 土層説明

第 1 層 暗褐色土層 (W類似土にロームブロソクを含み、 S K-36の a 層より軟かく、明るい。）

第 2 層 暗茶褐色土層 (N類似土にローム粒子ブロソクを含み、 1 層より多く不均質である。）

第 3 層 黄褐色土層（ハードロームブロソク、ロームブロソクを主体に構成され、粘質である。）

明度 3>2>1 ロームの量 3 > 2 > 1 
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S K-22土層説明

第 1 層 暗褐色土層（ III に類似し、白色テフラ及ひ焼土粒子、ローム粒子を含む。比較的均質である。）

第 2 層 暗茶褐色土層 (1~10mm程のロームブロックを含み、 a よりも硬質である。）

第 3 層 茶褐色土層（少量のロームブロ、ノクを含み、軟かく不均質である。）

第 4 層 黒褐色土層 (1~3cm 大のロームブロソクを含み、やや枯質である。）

第 5 層 茶褐色土層（ロームブロソクを含まず、軟かく、粒子はあらい。）

第 6 層 暗褐色土層 (5~10mm程のロームブロ／クを多量に含み軟かい。）

明度 4>5>3>6>2>1 

S K-25土層説明

ロームの量 6>2> 

第 1 層 黒褐色土層（少量の焼土粒、炭化物粒を含む。ローム粒か混入している。）

第 2 層 暗褐色土層（ローム粒、同ブロソクか混入していて、焼土、炭化物粒の混入は少ない。）

S K-26土層説明

第 1 層 黒褐色土層（少量の焼土粒・炭化物粒を含む、ローム粒混入している。）

S K-31土層説明

第 1 層 黒褐色土層（黒色ブロソク、 W 、 V ブロック、焼土粒子を含む。）

第 2 層 暗褐色土層 (N を基本と V と黒色粒子を含む。）

S K-17土層説明

第 1 層 暗褐色土層（径 1 ~2 mmのローム粒子を少量含み、粘性は強くしまりもある。）

第 2 層 暗褐色土層（径 2 ~3 mmのローム塊を多量に含み、径 5 mm程の焼土塊を含む。）

第 3 層 黄褐色土層（径 1 ~2 mm程のローム粒子を多量に含み、粘性なく、しまりもない。）

第 4 層 ロームブロック

S K-43土層説明

第 1 層 暗褐色上層（径 1 mmのローム粒子を含み、粘性かあり、しまりもある。）

第 2 層 暗褐色土層（径 1 ~2 mmのローム粒子を少量含む。）

第 3 層 暗褐色土層 (1 層に比べしまりかある。）

S K-12土層説明

第 1 層 暗褐色土層（ III+N にローム粒、焼土、、炭化物も含む。）

第 2 層 暗褐色土層 (1 層に類似するかN の割合が多〈、粘性 Ii強い。）
第 3 層 褐色士層（ローム粒、炭化物粒が多く、不均質。）

第 4 層 褐色土層（ロームを中心に構成され軟かい。）

明度 1>2>3>4 

s k-44土層説明
ロームの量 4>3>2>1 

第 1 層 暗茶褐色土層（黒色のシミを持つ層。上面に遺物を含む。ロームブロノクを含み粒子、粘性はない。

急激な埋没か。）

S K-3 土層説明

第 1 層 黒色土層（粘性をもつ黒色土中に V ブロ／ク、焼土、炭化物粒子を含む。）

S K-4 土層説明

第 1 層 暗茶総色土層（ Wに焼土、炭化物粒子を多量に含む。粘性は強い。）

第 2 層 黒茶褐色土層（ s k-3 - 1 に類似するかN の割合が多い。）

s k-2 土層説明

第 1 層 黒褐色土層（ 0.2~2 mm大のローム粒子を含む。）

第 2 層 黒褐色土層 (02~5 mm大のローム粒子を含む。）

第 3 層 暗褐色土層 (0.2~5 mm大のローム粒子を含み、ブロックを多量に含む。）

第 4 層 黒褐色土層 (0.2~10mm大のローム粒子を含み、しまっている。）

明度 4>1>2>3 ロームの量 3>2>4>1 
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s k-15土層説明
第 1 層 暗褐色土層（径 1 ~2mmのローム粒子及び炭化物を含む。枯性は強くしまりもある。）

第 2 層 暗褐色上層（径 1 ~2 mm のローム粒子及び白色粒子を少量含み帖性は弱いがしまリはある。）

第 3 層 暗褐色土層（径 1 ~2mm のローム粒子及び炭化物を含み、他層に比べ、帖性が非常に強い。）

第 4 層 暗掲色土層（径 1 ~2mm の白色粒子を多量に含み、粘性はなくしまりもない。）

明度 4>2>1>3 ロームの量 3>1>2>4 

s k-8 土層説明

第 1 層 ロームブロック

第 2 層 灰褐色土層 (V 層ブロソクを多量に含む。）

第 3 層 茶褐色土層（ロームを含み、 2 層より暗い。）

第 4 層 暗褐色土層 (N層が混入し、 V 層ブロックが混入する。）

S K-38土層説明

第 1 層 暗娼色土層（ 3 a 住上面を覆った土層より暗い色調を呈す均質な土層で、炭化物が少量みられる。）

第 2 層 黒褐色土層（均質な土層である。若干の焼土粒、炭化物がみられる。小型のローム粒子かみられる。）

第 3 層 暗褐色土層 大型のロームブロソクが混入する。焼土粒子かみられるが少量である。）

第 4 層 暗茶褐色土層（地山と色調が似ているか、若干枯性に欠ける。種々の粒子か混入しない。）

第 5 層 暗茶褐色土層 (3 層と類似するか、枯性なくロームブロックも密ではない。）

第 6 層 茶褐色土層（均質な土層で粘性も強い。小型のロームプロノクを少量含む。）

粘性 6>4>5>1>2>3 明度 2>1>3>4>5>6 

S K-39土層説明

第 1 層 暗茶褐色土層（全体に粒子が荒く、 3 mm程のローム粒子をまはらに含む。粘性は低いかしまりがある。）

第 2 層 暗褐色土層（全体に粒子力喘：く、 3 疇程のロームブロソクをまばらに含む、粘性か高くしまりかない。）

S K-40土層説明

第M層 暗褐色土層（径 1 ~2 mmのローム粒子を全体にまばらに含む。粘性は低くしまりもない。）

第 N 層 暗褐色土層（全体に粒子が荒く、 3mm程のローム粒子も少量含むがM層より少なく粘性高く締りはない。）

s k-38土器出土状態
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S K-21 a 土層説明

第 9 層 暗茶褐色土層（径 1 mm程のローム粒子を少量、径 1cm 程のロームブロソクと、焼土粒、炭化物粒を

若干含み、枯性はなく緻密である。）

第10層 茶褐色土層（ローム粒を含み、焼土、炭化物粒をまはらに含む。粘性はなく、緻密である。）

第 11層 褐色土層（径 2mm程のローム粒を多量に含み、焼土、炭化物は含まない。粘性、しまりともにない。）

第 12層 黒褐色土層（基本的に 11層に対応するが、その組成は 11層よりローム粒子が極端に少ない。粘性、

しまリともない。）

第 13層 黒褐色土層（ 11 、 12層に対応し径 2 mm程のローム粒をまばらに含み、若干の焼土、炭化物粒も含む。

又、径 3 cm程のロームブロソクを少量含み、粘性、しまりともにない。）

S K-21 b 土層説明

第 14層 暗黒褐色土層（多量の焼土、炭化物粒と若干のローム粒を含み、粘性はないか、堅緻である。）

第15層 灰褐色土層（多量の焼土、炭化物粒及ひロームブロソクを含み粘性なく、堅緻である。）

S K-21 c 土層説明

第 1 層 茶褐色土層（ローム粒子を多く含み、枯性はなく、緻密てある。）

第 2 層 暗黒褐色土層（若干の焼土粒、炭化物粒を含み、多量のローム粒を含む、米占性、しまり共にない。）

第 3 層 黄褐色土層（ローム粒とロームブロソクを多量に含み、微量の焼土粒を含む。粘性しまりない。）

第 4 層 黄褐色土層 (3 層に類似するか焼土粒か多く、ロームフ‘ロノクはごく少ない。）

第 5 層 暗茶褐色土層（径 2 mmのローム粒を多く含み、若干の焼土粒と微量の白色テフラを含む。）

第 6 層 暗茶褐色土層（ローム粒とロームブロソクを多量に含み、少量の焼土粒を均質に含み緻密である。）

第 7 層 茶褐色土層（径 1 mm程のローム粒を若干、白色テフラを微量含み、米占性はな〈、緻密である。）

第 8 層 暗褐色土層（多量のローム粒、焼土粒、炭化物粒を含み、少量のロームブロソクを含み粘性あり。）
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A函6 S K-37土層説明

第 1 層 暗褐色土層

（炭化物を

少量含む。）

第 2 層 黒褐色土層

（保存状態

よく、大型

の木炭片を

多量に含み

3 ~5  mm大

の骨粉とロ

ームブロッ

ビ．笞．6

クを含む。

又、微量の

赤色粒子を

C-
¢笞．6

第 2 層黒褐色土層 (8mm程の炭化物粒子を含み、

黄色粒子も少量含む。 2 層よりやや暗い。）

第 3 層 黄褐色土層 (2 層にロームブロックか混入

したもので、やや粘性がある。）

第 4 層 茶褐色土層 (4mm程の黄色粒子を多量に含

み、 2'ブロックも含む。粘性弱く粗である。）

第 4層 茶褐色土層（ほとんど粒子を含まない。）

第 5 層 黒褐色土層 (2~4mm程の黄色粒子を多量

含み、粘性は弱く、粗である。）

゜
1m 

に含み、やや粘性がある。）

第 5'層 黄褐色土層（多量のロームプロックが混入。）

粘性 3>4>5>2>1 

第333図 S K-37 a 、 37 b 
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S K-28土層説明

第 1 層 暗褐色土層（ローム粒子及び0.5~2 cmのロームブロソクを含む。）

第 2 層 褐色土層（ローム粒子及び0.5~2 cm のロームプロ／クを含む。）

第 3 層 暗褐色土層（ロームプロ／ク少なく、比較的硬くしまっている。）

明度 1>3>2 ロームの量 2>1>3 

Pit-1 土層説明

第 1 層 暗茶褐色土層（少量のローム粒子を含み粗く均質である。）

第 2 層 黒褐色土層（ III に類似しローム粒子等を均質に含む。）

第 3 層 褐色土層 (N に少量の黒色土、ローム粒子を含み硬質緻密である。）

第 4 層 暗褐色土層（多量のハートロームブロノク、黒色ブロノクを含み不均質で硬い。）

明度 2>4>1>3 ロームの量 3>4>1>2 

Pit-2 土層説明

第 1 層 暗褐色土層（少量のローム、炭化物、ローム粒子を含み白色テフラを含み軟い。）

第 2 層 暗褐色土層（少量のローム粒子を含み緻密で粘性がある。）

第 3 層 暗褐色土層（多量のローム粒子、ブロソクを含み不均質であるが硬い。）

第 4 層 暗茶褐色土層（ III 、 N によって構成され、少量のローム粒子、ブロノクを含む。）

第 5 層 暗茶褐色土層（多量のロームブロソクを含み不均質である。）

明度 4>1>3>2>5 ロームの量 5>3>4>1>2 

Pit-3 土層説明

第 1 層 黒褐色土層（少量の炭化物、焼土、ローム粒子を含み軟かい。）

第 2 層 暗褐色土層（多量のローム粒子、ブロ／クを含み不均質である。）

第 3 層 褐色土層（地山褐色上にローム粒子を混入し緻密である。）

ロームの量 2>3>1 

S K-46（左）第11号住居址カマド（右）
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Pit~ 4 土層説明

第 1 層 暗褐色土層（ III に類似する

が、 N を多く含み均質。）

第 2 層 暗褐色土層 (1 層に比ベロ

ーム粒子多くやや明るい。）

Pit-5 土層説明

第A 層 黒掲色土層 (N を基本に黒

色土を混し浅間山系 B 軽石

を多く含む。）

Pit-6 土層説明

A‘ 

第 1 層 暗褐色土層（ローム粒、ロ

ームブロックを多く含み、

微量の焼土、炭化物粒子も

含み均質である。）

第 2 層 暗茶褐色土層 (1~10mm大

のローム粒を含み、少量の

焼土、炭化物粒子を含む。

1 層に比べ均質緻密である。）

第 3 層 黒褐色土層（多量のローム

粒子、ハードロームブロッ

クを含み、やや不均質で、

枯性かある。）

第 4 層 暗褐色土層（少量のローム

粒子を含み均質てある。）

明度 3>1>2>4 

ロームの量 3>2>1>4 

第336図柱穴群(2) • S K-33 b 
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Pit-7 土層説明

第 1 層 黒褐色土層（ローム粒子、 0.5

~2 cm大のロームブロックを

含み、かつ黒色土ブロックを

含む。比較的均質である。）

第 2 層 黄褐色土層（ローム粒子、ロ

ームブロックに黒色土を混じ

る。粘性が強くやや不均質。）

第 3 層 暗茶褐色土層（白色テフラを多量に含む拮本土

層に少量のローム粒子を含む。）

第 4 層 黄褐色土層（ロームを主体に少量の黒色土を混

入する。帖性が強い。）

2m 明度 3>1>2>4 ロームの量 4>2>1>3 

第337図柱穴群(3)
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第343図 十二天遺跡出土の土錘
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第344図 十二天遺跡出土の火鉢
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十二天遺跡出土の施釉陶器

坂野和信

本遺跡の調査によって検出された施釉陶器は、古代から近世の各時代にわた

って認められ、緑釉、灰釉陶器、古瀬戸、青磁、染め付等である。このうち灰

釉陶器は、遺構との伴出関係か明確にされ、比較的まとまった資料が得られてお

り、椀、皿、壺類かある。椀、皿類には遺存状態の良好なものもみられるか、

壺類は小残片の例が多く数量も少ない。また須恵器、土師器と、緑釉、灰釉陶

器との出土量の比率は前者の 1 ％にも満たない稀少性である。中世の陶器は、

ごく少量で、当遺跡にみられる搬入製品の中で占る割合が低い。近世の陶磁は

唐津系のものもみられるが、上址等の伴出関係が明確にされていないので、こ

こではたち入って述べないことにする。以下 1. 遺構出土、 2 ．包含層出土の

ものに分けて、順次概要を記すことにする。なお、包含層から出土し細片であ

るものは土器観察表（第 2 表）で補足した。

1. 遺構出土の灰釉陶器

第 1 a 号住居址 1. 椀。口径14.2cm 、器高 4.5cm、はば完形である。内湾して大きく拡かる器

（第344図l.2) 体に丈のやや高い高台か付されるものである。口縁端部で小さく外反する。高

第 3 a 号住居址

第 5 b 号住居址

（第344図 3)

台は中位外側で小さく突出するが、端部を丸く仕上げている。内底部に重ね焼

の痕がみられる。 2 ．椀。口径14.0cm、器高 4.2cm。口縁部上位の外側にゆる

い段をつくって口端が外反する厚手の器体である。高台は端部に丸味をもつ断

面三角形状である。調整手法は、 1 の内底部か糸切りのまま未調整、 2 は高台

の接点から口縁部外面を l cm程の幅でヘラケズリされる。それ以外は両者ロク

ロナデによっているか、成形時のロクロ目が著しく、やや不備である。 1 はロ

縁部に灰褐色釉を漬けかけされる。 2 は無釉である。胎土は両者ともに暗灰色

を呈し、微黒粒と 1 ~2 mmの砂粒を含み枯質性か劣る。焼成は還元気味である。

1 、 2 とも鼈内から検出されたものである。

長頸壺。体上部の小破片か検出されている。灰緑色釉か外面に薄〈かかって

いる。胎土は暗灰褐色で細砂粒を含むか良質である。焼成はやや還元気味であ

る。覆土中から検出された。

椀。口径14.0cm、器高 4.1cm。口縁部は上位でわずかに曲折して小さく段を

つくって外反するもので、細身のほぼ直立する高台を貼り付けている。調整手

法は、底部外面をヘラケズリ、高台周縁から器体の内外面をロクロナデされる。＇

高台の接合に際し不備な点がみられる。灰緑色釉か器体の内面から口縁部に施
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第 7 a 号住居址

（第 345 図4·5)

されている。胎土は灰白色を呈し微黒粒、多くの砂粒を含んでおり、良質では

ない。焼成は酸化焙によるとみられる。覆土より検出されたものである。

4. 皿。推定口径14.0cm、器高 3.0cm、口縁上部を欠失する。外方にふんば

る梯形状の高台を有するものである。調整手法は、底部外面を糸切りのまま未

調整、底台周縁から器体の内外面はロクロナデされる。口縁部はロクロ成形時

の不備が目立つ。口縁部の内面に薄く灰緑色釉がみられる。胎土は灰白色を呈

し緻密であるか、若干の細砂粒を含まれている。焼成は良好である。鼈内 P--

10から検出されたものである、 0

5. 椀。口径14.0cm、器高 4.1cm。わずかに内湾して直線的に開く薄いつく

りの口縁部と、中央位で外側に突出する太目の高台とからなるものである。調

整手法は底部外面をヘラケズリ、高台の周縁から器体の内外面をロクロナデさ

れる。ただ、器体はロクロ成形時の不備が目立つ。施釉は口縁部の内外面に淡

灰黄色釉を薄く漬けがけされるが、外面は剥落している。胎土は灰白色を呈し

- --
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第 345図十二天遺跡遺構出土の施釉陶器
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第 7 C 号住居址

第 16 d 号住居址

（第344図 6)

SD-3 

（第345図）

SD-10 

（第344図 7)

SK-1 ｷ7 

緻密で微黒粒と細砂粒を含む。焼成は良好である。 Pit-1 内から検出された。

また、図示しなかったが口縁部の小片もみられる。口縁上部に灰緑色釉が薄く

漬けかけされている。口縁部の内外面をロクロナデされている。胎上は、灰白

色でやや白味が強く良質である。焼成は硬緻である。やはり鼈内から検出された。

椀。底部の小残片である。調整は底部と高台の境から口縁下位をヘラケズリ、

閻台の周縁と口縁部内外面をロクロナデされる。施釉は残存部にはみられない。

胎土は灰白色で灰色が強く微黒粒を若干含んでいる。焼成は良好である。鼈内

から検出された。

皿。推定口径15.2cm 、器高 4.3cm 。 4 と同様口縁上部を欠失する。大き〈拡

かる口縁部に厚肉の高台が貼り付けられたものである。重ね焼の痕がみられる。

調整手法は 4 と同様である。施釉は口縁部内面に灰緑色釉がみられる。胎土は

灰褐色を呈し、微黒粒と多くの砂粒を含んでおり粘質性がやや劣る。焼成はや

や甘い。鼈内から検出されたものである。

長頸壺とみられる長さ 6 cm、幅 3 ~4.5cmの体部片である。胎土は灰白色で

わずかに褐色を帯びる。微黒粒、 1 ~2  mmの砂粒を若干含むが良質。焼成も良

好である。内面にはロクロナデで調整された後、棒状工具による幅0.7~1.7cm

の毀損が横位と縦位に観察される。

横位は面取のされていない工具の小

口面を上から突き刺すように 6 個所、

縦位は下から引き上げるように長さ

2 ~3.5cm以上の痕跡が 2 個所みら

れる。壺類の製作は体部を一担円筒

状に挽き出してから、胴の張るエゴ

テ等を使用してつくり出す工程で行
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なわれる。ただし上記の痕跡はいづ

れもロクロ国転が静止した状態、つ

まり体部の製作が終了してから加え

られている。したかって成形時にエ具が破損して生じたものではないことになる。

椀。口径16.0cm、器高 5.3cm。大ぶりの器体をもつもので口縁部は内湾して

拡かり、口端は小さく丸めて仕上げられている。闇台は梯形状である。調整手

法は 4 、 5 と同様である。施釉は内面の口縁上部に淡黄色釉がみられる。胎土

は淡灰掲色を呈し、微黒粒と多くの砂粒を含み粗質である。焼成は良好でない。

覆土中より検出されたものである。

長頸壺。頸部の小破片であるか、 2 つの土坑から検出された 2 片が接合され

た。頸部の内外面に淡緑色灰釉か厚く施され貫入がみられる。胎土は灰白色で

良質、微黒粒と砂粒を含む。焼成は良好である。

第346図

IOcm 

SD-3 出土の長頸壺
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s k-49 

（第344図 10)

古瀬戸皿。口径12.2cm、器高 2.7cm。厚肉で上底風の小さい底部から漸進的に

腰部へ移行して、口縁部の上位で外反するものである。口端は丸く仕上げられ

ている。調整は底部外面を糸切りのまま、口縁部から内底部はロクロナデされ

る。施釉は内面全体と口縁部上位の外面に淡緑色灰釉が厚〈みられる。胎土は

灰白色で細砂粒を若干含むが良質である。焼成は酸化焔により良好である。

2. 包含層出土の施釉陶器

緑釉陶器 皿。推定口径13.8cm。器高 2.2cm。浅い盤状の口緑部に外方へ強くふんばる

（第346図） 長方形の高台を貼り付けたものである。口縁上部を欠失している。底部の内外

灰釉陶器

面に三叉トチンの目痕か

観察される。調整手法は

底部外面をヘラケズリ、

裔台周縁部から器体の内

外は全面にヘラミガ共さ

れる。施釉は全面に緑釉

/ - - - - - --- - - - - - - - ---r  - -- - -- - -- -- -- -_ _シ乞つ
'-~ -- - - - - - -- -- --- ------」

＼□-—-マ／
10cm 

がゆきわたり、細貫入も 第347図十二天遺跡出土の緑釉陶器

認められる。胎土は淡灰褐色を呈し良質である。焼成も良好で硬緻である。当

遺跡の西方 E F-14地区から検出された。

8. 椀。口径12.8cm、器高 4.1cm。直線的に外傾する小ぶりの器体に、細身

（第344図8·9) の湾曲する喬台を貼り付けたものである。器壁はやや薄くつくられているが、

ロクロ成形の不備がみられる。調整手法は 7 と同様である。施釉は口緑部上位

の内外面に淡灰褐色釉が漬けかけされている。胎土は緻密で微黒粒、細砂を含

んでいる。焼成も良好である。当遺跡の北方 H- 2 地区から検出された。

9, 壺。底径 8.2cm、底部の残欠である。大型で台形状の高台を有する。調

整は底部から体部下半の外面をヘラケズリ、高台の周縁と底部内面はロクロナ

デされるが、体下部の内面はロクロ水挽きのまま未調整である。胎土は灰白色

でやや黄味をおび、砂粒を含むが良質である。焼成も良好である。当遺跡の南

方 I -30地区から検出された。
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器種名 調整手法 施 釉 胎 上 焼成 出土地区 備考

長頸壺
体部上位ロクロナデ、

濃緑灰色釉。
灰白色、若干微黒粒、

良 好 肩部の小片D E-35 
下位ヘラケズリ。 細砂粒含、良質。

底部外面ヘラケズリ、 淡灰緑釉が内 灰白色、微黒粒若干、
良好では

椀 高台の周縁と口縁部 底部に若干み 砂粒を多〈含み粗質 E F-6 底部の小片

内外面をロクロナデ。 られる。
ない。

長頸壺
肩部の内外面ロクロ

緑灰色釉。
灰白色 1 ~2 mmの砂

良 好 肩部の小片E F-18 
ナデ。 粒を含む。

内底部から口縁上位
ロ縁部に漬け

灰白色、やや灰色が 口縁部の小
F-11 

椀 の外面をロクロナデ。 強〈、微黒粒を含み 硬 緻 残片。

その下位をヘラケズリ。
かけ施釉。

緻密である。

高台の周縁部からロ
残存部無釉。

灰白色、砂粒を含み
良 好 底部の小片皿 F-16 

縁部ロクロナデ。 多気孔である。

体部の内外面に丁寧 緑灰色釉が厚 灰白色、微黒粒と細
肩下位から

空一 硬 緻 F-10 体上部の破
なロクロナテ‘‘。 く施される。 砂粒を含み精良。

片。

底部外面ヘラケズリ、 口縁部内面と
やや暗い灰白色、微 やや還元

椀 高台の周縁から口縁 底部の一部に GH-2 底部の小片

部内外面ロクロナデ。 灰緑色釉。
黒粒、細砂粒を含む。 気味。

底部外面ヘラケズリ、
口縁部内外面 灰白色、微黒粒、 1~ 底部の小残

皿 高台の周縁と口縁部 良 好 G -29 

内外面にロクロナデ。
に灰緑色釉。 2 mm砂沫立含む。 片

灰緑色釉か口
灰白色、微黒粒、細

段皿 同 上 縁部内外面に 良 好 I -29 同上

若干みられる
砂粒含む。

口縁部から底部の内
やや褐色を帯びる灰

椀 残存部無釉 白色、微黒粒、細砂 やや甘い R-3 同上
外面ロクロナデ。

粒を含む。

口糸蓼音心カヽら頸部ロク
灰緑色釉が口

灰白色、微黒粒含み
長頸壺 縁部から頸部 良

ロ縁部から
好 X-3 

ロナデ。
に施される。

良質。 頸部の小片

第 2 表 包含層出土灰釉陶器一覧表
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第12章金屋遺跡群の提起する問題

第 1 節 ミカド遺跡出土の須恵器をめぐる問題
はじめに 筆者は埼玉県教育委員会の依頼で、埼玉県遺跡地図の基本資料となる遺跡緊

急分布調査を行なっていた 1971年12月に美里村猪俣地内で、比較的古い須恵器

の歪んだ小破片を 2 片採集した。その後、須恵器についての知識が深まるにつ

れて、極端に歪んだ須恵器が畿内などの先進地域から搬入されたとは考え難い

こと、採集地が未野窯址群から 4 km しか離れない丘陵地帯であること、数百m

離れた所に窯壁風のもの（鉄滓であったかもしれない）が落ちていた記憶など

から、この近辺でもかなり古くから須恵器が生産された可能性があるのでない

かと考えるようになった。以来、児玉郡を中心とする北武蔵における須恵器生
註 1

産の開始時期は、生野山古墳群出土の叩き目のある埴輪や須恵質に焼けた埴輪

などを焼いた窯と須恵器窯址が関係あるのでないかということ、当地方の竪穴

住居址が他地域に先駆けてカマドを持つのは容窯伝播の影響によるのでないか

ということ、土師器に須恵器の影響が認められる時期などから考えて、 5 世後
註 2

半に遡る可能性を口頭で何度か述べてきたが、決定的な資料に欠けていたため

に文章化する機会を持たなかった。幸にも、今回のミカド遺跡の発掘調査は、

これまでの私見を支持する材料を提供してくれた。調査の概要を公表するにあ

たって、これまでの私見を整理し、関東地方における須恵器生産の開始時期を

予察することで、発掘調査の成果の一端を示すことにしたい。
今回の発掘調査で出土したミカド遺跡の土器類は、次に述べる理由から近辺

に古式須恵器の窯址が存在することを示唆するものと考えられる。

ミカド遺跡の須 出土した須恵器は、 3 号住居址の高坪々部（第 138 図 1 ・図版 153 -13) の

恵器について ように窯壁が付着したもの、 50号住居址の坪（第 136 図 2 ・図版 153- 6) の

ように生焼けで白っぽいもの、 14号住居址の碗（第 136図17) 、 19号住居址の

恩（第 138 図 3. 図版 154- 7) 、 38号住居址の坪（第 136図 6 .図版 153-

8) などのように器面の一部が海綿状化して歪んだもの、 1 号住居址の杯（第

137 図 13 ・図版 154- 1) や 11 号住居址の甕（第 138 図 2) のように酸化炎

焼成のものなど、粗悪なものが多い。ところで、この時期の陶邑古窯址群の須
註 3

恵器は、陶邑深田遺跡のような場所で選別されたと考えられているから、粗悪

な品が地方に出回ることは少ないであろう。とすれば、祖悪な須恵器が陶邑以

外の東海地方で生産された可能性は残るが、やはり、粗悪な品が多く出土した

ミカド遺跡は、遺跡の性格は別にして、陶邑深田遺跡のように窯址が近くに存

在することを考えるのが妥当であろう。

1 号住居址の坪（第 137図 13) は、無蓋高坪の坪部となるものを何かの理由

で、脚部をつけないまま焼いたものと想定される。こうした転用品は、一般的
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胎土分析の結果

需要を満すものでないから窯業地域から離れた所ではほとんど流通しないもの

と考えられ、遺跡の近辺に窯址が存在することを示す根拠とされよう。

ミカド遺跡出土の土師器と須恵器の胎土をケイ光X線分析法で分析した三辻
註 4

利一氏は、下表のような結果を得ている。三辻氏の分析は、土師器と須恵器の

胎土に共通の粘土が使用されていることを明らかにしている。しかし、鬼高期

の土師器は児玉郡内においても若干の地域差か認められる程、狭い範囲内で流

通したものが多いと考えられるから、ミカド遺跡出土の士師器で推定産地が未

野系やかぶと塚・大橋系とされたものを未野や比企地方で生産されたと推定す

ることはできないだろう。むしろ、このことはミカド遺跡周辺にも、未野系や

かぶと塚・大橋系の粘土が存在することを意味するものと考えられる。従って、

未野系やかぶと塚・大橋系と推定された須恵器の生産地を児王郡地方に求めた

としても問題はないことになる。いずれにしても、ミカド遺跡出土の古式須恵

器で、胎土分析をしたものは埼玉県内で生産されたと考えられる。

ミカド遺跡では、鬼高 I 期の一般の遺跡に比べれば須恵器が多く出土し、そ

のためか須恵器の蓋坪を忠実に土師器で模倣した所謂模倣杯がほとんど存在し

ない。それに対して、用の口縁部や甕の口唇部などに須恵器の影響を受けたと

認められるものが少なからず存在するのは、一般の遺跡と違った現象である。

これらの現象は、須恵器の生産地に近い地域の現象ではないだろうか。

試料番号 出土場所 土器の種類 生産時代 K Ca Rb Sr 推定産地

10071 No. 1 23号住覆土 須恵器 古墳時代 0.47 0.18 0.52 0.24 末野系

10072 No. 2 45号 II II II 0.21 0.44 0.19 0.38 かぶと塚・大橋系

10073 No. 3 1 号住床 II II 0.25 0.51 0.20 0.37 II 

10074 No. 4 12号 II II II 0.43 0.61 0.45 0.59 II 

10075 No. 5 42号 II II II 0.45 0.14 0.55 0.19 末野系

10076 No. 6 47号 II 土師器 II 0.42 1.09 0.21 0.55 かぶと塚・大橋系

10077 No. 7 47号 II II I/ 0.21 0.78 0.21 0.48 II 

10078 No. 8 18号 II II II 0.34 1.11 0.20 0.59 II 

10079 No 9 18号 II II II 0.19 0.65 0.16 0.49 II 

10088 No.10 土器ブロック 土師器 平安時代 0.51 0.78 0.41 0.53 俣埜・新開系

10081 No.11 5 万ロ 溝 II II 0.41 0.92 0.34 0.69 かぶと塚・大橋系

10082 No.12 土器ブロック II II 0.49 0.78 0.43 0.54 俣埜・新開系

10083 No.13 5 号 溝 II II 0.45 0.89 0.29 0.68 かぶと塚・大橋系

10084 No.14 FF 須恵器 II 0.45 0.35 0.40 0.26 大橋系

10085 No.15 /I II II 0.47 0.31 0.40 0.70 俣埜•新開系

10086 No.16 " II II 0.58 0.53 0.39 0.39 不 明

10087 No.17 II FF II 0.45 0.48 0.47 0.45 不 明

児玉町ミカド遺跡出土土器の産地推定（埼玉県立歴史資料館研究紀要第 1 号による）
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長沖 2 号墳の高

i不

後張遺跡の須恵

器

次に、ミカド遺跡の周辺に、児玉郡地方で古式須恵器の生産が行なわれてい

たことを示す根拠となる遺物を出土する遺跡を求めてみよう。

ミカド遺跡の東南 2.5 kmの所に存在する長沖古墳群は、 5 世紀代から 7 世紀
註 5

代にかけて築造されたと考えられている古墳群である。この古墳群中の小円墳

である 2 号墳からは、鬼高 I 期の土師器の坪に伴出して須恵器の無蓋高邦が出

土している。この高坪は焼成が悪くて歪んでいることや、脚部に長方形四方透

しの古い要素が認められる一方、坪部が残く、波状文がミカド遺跡 1 号住居址

の坪、同33号住居址の無蓋高坪などのように粗雑化した新しい要素も認められ

ることなどから、在地で生産されたものと考えられる。

ミカド遺跡の北東 6 kmの所に存在する後張遺跡は、五領期から鬼高 I 期の拠
註 6

点集落と考えられる大集落である。この遺跡の鬼高期の竪穴住居址からは、ミ

カド遺跡に近い量の須恵器が出土している。それらはミカド遺跡のものに比べ

て精品が多いが、焼成不良のものや窯壁の付着したものなども若千存在すると

いう。おそらく、後張遺跡出土の須恵器の大半も在地のものであろう。

格子拌き目のあ ミカド遺跡の東 3.5 km の所に存在する生野山将軍塚古墳は、生野山古墳群の

る埴輪 形成や主体部などから、 5 世紀中葉頃に築造されたと推定される径60m の円墳

である。この古墳からは、格子抒き目のある円筒埴輪片が採集されている。

ミカド遺跡の東北東 4.5 kmの所に存在する金鑽神社古墳は、朱塗の箱式石棺

が存在することなどから、 5 世紀後半代に築造されたと推定される径 6 5 m の
註 7

円墳である。この古墳からも格子邦き目のある円筒埴輪片が採集されている。
註 8

このような抑き目のある円筒埴輪は、川西宏幸氏が指摘するように、須恵器

生産に従事する者によって製作されたものであろう。とすれば、埴輪は須恵器

と違って、埼玉県内の埴輪窯址分布などからみると 6 km以上離れた所にはほと

んど運ばれないと想定されるので、邦き目のある円筒埴輪を持つ古墳が 2 某存

在するこの地域には、須恵器の窯址とエ人が存在したと考えられる。おそらく、

これらの埴輪は、この地域での害窯による埴輪の生産と須恵器の生産が密接な

関係をもって始ったことを示すものであろう。なお、ミカド遺跡の東北 8km の

所に存在する笠ヶ谷戸遺跡からは、平行抑き目のある和泉式土器の甕が出土し
註 9

ているが、この拝き目の系統は、庄内系か須恵器系か検討を要する。

窯址存在候補地 以上の理由から、児玉郡内に古式須恵器を焼いた窯址が存在することは確実

であり、その存在する候補地として、格子邦き目のある円筒埴輪を持つ古墳が

2 基存在する生野山丘陵、ミカド遺跡の西南 1 kmの所に存在する飯倉瓦窯址周

辺、別系統の可能性もあるか猪俣周辺などがあげられる。以下、筆者は児玉郡

内に存在が予想される未発見の窯址に対して、児玉古窯址と仮称し、その成立

や操業時期について若干の考察を加えてみることにしたい。

ミカド遺跡出土の須恵器は、蓋坪・有蓋高昂・無蓋高坪．塊．壺・大形漣
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小形恩・樽形遂・大形甕・小形甕などで、集落遺跡からはあまり出土しない器

台を除けば、ほとんどの器種に及んでいる。しかも、これらの須恵器のほとん

どは在地の製品とみられるものであるから、児玉古窯址で生産された須恵器の
註10

器種構成は陶邑古窯址群のそれに近いものであったと考えられる。このことは

児王古窯址のエ人が陶邑からやってきた可能性が強いことを示すものであろう。

児玉古窯址の時 児玉古窯址の出現時期を考える上で最も重要な遺物は、格子邦き目のある円

期 筒埴輪である。というのは、格子抑き目は本来須恵器の甕に施されるもので、

陶邑古窯址群では最古の須恵器の型式とされる TK73型式• I 型式 1 段階以外

にはほとんど認められないというから、児王古窯址のエ人が陶邑からやってき

たとすれば、その時期は格子邦き目が盛んに使用された期間内に求められるか

らである。そして、 TK73型式の時期が 5 世紀中葉と考えられていて、格子祁

き目のある埴輪を持つ生野山将軍塚古墳も 5 世紀中葉と推定されているので、

格子抑き目技法の伝播、即ち須恵器工人の移動時期を 5 世紀中葉頃に想定して

も問題がないだろう。一方、金鑽神社古墳が 5 世紀後半代だとすれば、児玉古

窯址では格子抑き技法は若干遅くまで残るものと考えられる。

また、これまでに遺跡から出土している須恵器からみれば、児玉古窯址はT

K 208 型式• I 型式 3 段階の時期には確実に存在したの考えられる。その理由

として、陶邑古窯址群では TK23型式以後ほとんど製作されなかったと考えら

れる長方形四方透しの高坪が長沖 2 号墳、同じように考えられる樽形息がミカ

ド遺跡 2 4 号住居址、 TK 216 型式に類似する隠がミカド遺跡 3 2 号住居址、

TK208 型式に類似する恩かミカド遺跡 1 9号住居址と 3 3号土址から出土して

いるからである。これらの遺物の時期を直ちに、 TK 208 型式． I 型式 3 段階

以前とすることには問題があるが、陶邑からエ人が移動したとすれば、その時

期はそれらの器形が盛んに製作されていた時期に求められるだろう。一方、ミ

カド遺跡出土の坪類の多くは、 3 号住居址のように若干新しく考えられるもの

もあるが、 TK23型式や I 型式 4 ~ 5 段階に類似するものである。たぶん、こ

れらがミカド遺跡の須恵器の大半の時期を示すものであろう。

以上の理由により、児玉古窯址の成立時期はTK73型式• I 型式 1 段階から

TK 208 型式． I 型式 3 段階の間と考えられるが、この時期のものがほとんど

出土していないのは、竪穴住居址以外の古墳や祭祀の場で主に使用されたから
註11

であろう。和泉期に須恵器が存在したことは、行田市武良内遺跡の 2 号住居址

の甑のように TK73型式． I 型式 1 段階のものを忠実に模倣したものや、須恵

器の影響が明らかな甑が児玉郡地方で竪穴住居址にカマドが出現する時期から

多く出土することによっても明らかである。なお、和泉期の後半には、甑以外

にも、用、壺、婉にも須恵器の影響が多少認められるようである。

児玉古窯址の操業期間は、ミカド遺跡の 3 号住居址の須恵器からMT15型式
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円形特殊遺構

• II 型式 1 段階まで続いたと考えられる。そして、それ以後も青柳古墳群、長
註13

沖古墳群、大町古墳群、生野山古墳群などから出土した焼成の悪い須恵器から

みて、児玉郡内の須恵器生産は小規模ながら連綿と続いたものであろう。

ミカド遺跡の須恵器の出土量が鬼高 I 期の遺跡一般に比べて多い理由の一端

は既に述べたとおりであるが、遺跡の特殊性も考慮しなければならないだろう。

というのは、この遺跡では竪穴住居址からの手捏土器や石製模造品の出土率も

高く、 17号住居址のように剣形模造品と有孔円板がまとまって出土したり、 24

号住居址のように竪穴住居址からの出土例が少ない顔形土製品などが出土し

ているからである。そして、ミカド遺跡の性格を特徴づけるものは、土址と円

形特殊遺構の存在であろう。土拡は、口縁部が意識的に打ち欠かれ、注口に使

用痕のある須恵器の隠、土師器の甑、石製模造品の臼玉など祭祀的遺物を出土

したものなどがあり、祭祀に関係ある遺構と想定される。円形特殊遺構は類例

がなく、今後もその性格を追求しなければならないが、祭祀に関係あると考え

られる土坑が近くにあること、竪穴住居址の存在しない空間に位置する傾向、

民俗例などからみて、祭祀（神事）を執り行なう仮屋のような遺構の跡ではな

いかと想定しておこう。なお、円形に廻る溝は神事を執り行なう所と外部とを

遮断するために廻らされた壁を支える溝と想定しておきたい。おそらく、ミカ

ド遺跡はこうした仮屋での祭祀か行なわれるような遺跡であるから、須恵器の

出土も多いのであろう。そして、こうした祭祀に須恵器が使用されることから、

地方窯が成立して行くものと考えられるが、これについては別稿で触れたい。

東北地方の窯址 ミカド遺跡出土の須恵器から、児玉郡地方における須恵器の生産が日本に須

恵器の技術が伝来して間もない頃に開始されたことが明らかになった。同様な
註14

見解は、 TK 216 型式類似の須恵器を焼いた大蓮寺窯址が宮城県仙台市で発見

されたのを契機に、 福島県内でも出されており、大蓮寺窯址だけが特殊でな
註15

いことを示している。なかでも、伊達郡国見町下入ノ内遺跡 1 号住居址はTK

73型式の要素やTK 216 型式の特徴を示す在地製の可能性がある須恵器か、カ

マドを持つ住居址から出土しているもので、窯址の成立とカマドの出現とが関係あ

ることを示す例として注目される。おそらく、福島県内の須恵器窯址の成立も中

通り地方に多く分布する祭祀遺跡の形成と結びつくものと考えられ、畿内政権

の東国経営を背景に持つものであろう。これらのことから、関東地方でも、今

までに出土している須恵器を考古学的方法と科学的方法による検討を行なえば、

数ヶ所で古式須恵器の窯址の存在が推定されるであろう。私見では、東京国立

博物館展示の前橋市付近出土とされる長方形四方透しの長脚化した無蓋高坪な

どは、群馬県内に太田市菅ノ沢窯址群などで発見されているものよりもはるか

に古くから、窯址があることを示す資料であると考えている。
註16

近年、埼玉県内でも須恵器の研究が盛んになり、多くの成果をあげている。
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しかし、それらの研究の多くは古式須恵器が陶邑のものであるという前提から、

田辺昭三氏の編年大系を適応する作業に終止するものであった。今後は、在地

製のものと搬入品を識別し、搬入品によるクロスチェックから、地域における

須恵器と土師器の編年が検討されて行かなければならないだろう。

（坂本和俊）
註

l) 乾芳宏・亀谷康隆「埼王県生野山将軍塚採集の埴輪片」 『月刊考古学ジャーナル』 97号 1974 

2) 1975年 9 月 27 日の土曜考古学研究会で、今泉泰之氏が「鬼高式土器と須恵器」について発表した時

に、猪俣採集の須恵器片を提示して私見を述べたのか最初である。その後、 1976年11 月 28 日に、第 3

回埼玉考古学会研究会の「埼玉の須恵器」の発表会で、埴輪生産と須恵器生産の関係について意見を

求められて、私見を述べた。また、ミカド遺跡については、 1978年10月 21 日の土曜考古学研究会で、

「東国の窯業生産の開始をめぐって」という題で私見を発表している。

3) 中村浩ほか『淘邑・深田』大阪府文化財抄報第 2 輯 大阪府教育委員会 1973 

4) 三辻利ー・高橋一夫「埼玉県内窯跡出土須恵器の胎土分析とミカド遺跡出土土器の産地推定」埼玉

県立歴史資料館研究紀要第 1 号 1979 資料の分析をして項いた両氏に感謝したい。

5) 菅谷浩之ほか『長沖古墳群』児玉町文化財調査報告書 第 1 集 1980 

6) 増田逸朗•宮崎朝雄「児玉町後張遺跡の調査」 『第 10回埼玉県遺跡調査報告会発表要旨』 1977

7) 1980年12月に町史編さん事業のために墳丘の測量調査が行なわれた折などに採集されている。

8) 川西宏幸「淡輪と首長と埴輪生産」 『大阪文化誌』第 2 巻第 4 号 1977 

9) 長谷川勇氏の御教示による。遺物は本庄市立歴史民俗資料館で展示のものを実見。

10) 田辺昭三『陶邑古窯址群 I 』平安学園考古クラブ 1966 同「須恵器」『日本美術工芸』390~2 1971 

中村浩『陶邑』 I 大阪府文化財調査報告書第28輯 大阪府教育委員会 1976 同『陶邑』 III 大阪

府文化財調査報告書第30輯 大阪府教育委員会 1978 

11) 田部井功・金子真土・栗原文蔵『鴻池・武良内・高畑』埼玉県遺跡発堀調査報告書第11集 埼玉県

教育委員会 1977 なお、問題の土器は報告書では、胴部中央にめぐる凹線が図示されていないが、

さきたま資料館に展示されたのをみると須恵器を実によ〈模倣したもので、凹線まで表現したのが注

意される。

12) 菅谷浩之・増田逸朗・駒宮史朗『青柳古墳群発掘調査報告書』埼玉県遺跡調査会報告第19集 埼玉

県遺跡調査会 1973 

13) 小渕良樹ほか『広木大町古墳群』埼玉県遺跡調査会報告第40集 埼玉県遺跡調査会

14) 結城慎一・渡辺泰伸 『陸奥国官窯群 II 』 古窯跡研究会研究報告第 4 冊 古窯跡研究会 1975 

渡辺泰伸「東北古墳時代須恵器の様相と編年」考古学雑誌第65巻第 4 号 日本考古学会 1980 

15) 佐藤博重ほか「下入ノ内遺跡」 『伊達西部地区遺跡発掘調査報告』福島県文化財調査報告書第82集

幅島県教育委員会 1980 

16) 埼玉県内の須恵器の研究は、土師器の細分と編年を行なうために進展した。その成果は各種の報告

書に示されている。

追記 ミカド遺跡出土の須恵器については、田辺昭三氏、中村浩氏をはじめとして多〈の方から御教

示を得た。また、須恵器の実測図は守屋幸一氏による。記して、感謝の意を表したい。

- 361 -



第 2 節 金屋圃場整備区域内遺跡の変遷ーまとめにかえて一

弥生時代の遺跡

五領期の遺跡

和泉期の遺跡

鬼高期の遺跡

「金屋遺跡群」は、児玉町第 2 次農業構造改善事業（金屋圃場整備事業）地内

に存在する遺跡の総称である。したがって考古学的な意味での「遺跡群」とし

ての呼称ではない。しかし、これらの遺跡はそれぞれ歴史的な関連を有してい

ると考えられることから、周辺遺跡をも含めて、本米的な意味での遺跡群の概

念に止揚することが必要となろう。ここでは、各遺跡の変遷をとおして本区域

の開発や土地利用のあり方を概観し、遺跡間の歴史的な関連の一端を示し、ま

とめにかえたい。

本区域内では、弥生時代の遺構の検出はなく、ミカド遺跡で吉ケ谷系上器の

小破片が出上しているに過ぎない。しかし、本区域に近接する丘陵や武蔵野面

相当の台地上には集落の存在が予想されている。このことは、該期には本区域

のような立川面相当の台地や低地に集落を営むことが一般的でなく、生産の基

盤が主に谷水田にあったためであろうと考えられる。

五領期に入ってもこの傾向は続くが、ミカド西遺跡からミカド遺跡にわたる

集落や十二天遺跡の土砿等、立川面相当の台地上や低地内の微高地に生活域の

拡大が認められる。また、乙中ノ堰遺跡のように赤根川の低地帯にも地点的に

ではあるが水田が営まれていたことは、周辺地域の地神祇A遺跡、石蒔B 遺跡、
（註い

西浦北遺跡、日の森遺跡、北貝戸遺跡等で該期に機能していたと考えられる溝
（註2) （註 3) （註4)

状遺構が検出されていることと対応するものであろう。おそらく該期には、弥

生時代以来の谷水田の経営とともに、 S 字状口縁甕とともにもたらされた新し

い用排水技術が適用され可耕地が拡大したものと考えられよう。

和泉期の集落は、本区域内では発見されていない。しかし、五領期のあり方

をひきつぐものと推定され、前畑遺跡、地神祇A曹慧、一丁国諷麟、社具路遺

跡等で検出されている溝状遺構もおそらく該期に機能していたものであろう。
（註6)

したがって該期には、五領期に開削された溝が利用されるとともに、更に同様

の溝が掘られ、生産の量的な増大がはかられたものと推定される。

鬼高期に入ると、本区域周辺では長沖古墳群や飯倉古墳群が形成され、遺跡
（註7)

数も増加する。この時期には、赤根川流域の低地内微高地への簗落の進出がめ

だち、本地区内のミカド遺跡をはじめ、後張遺跡、共和小学校校庭遺跡等が形
（註8)

成される。おそらく前時期より低地の開発が進んだ結果であろうが、該期以降

鬼高 III期まで水路状遺構の検出例は認められていない。あるいは、従来の調査

地点が集落域に限定されているために検出されにくいのかも知れないが、むし

ろ前期古墳を造営したような古い共同体の紐帯が弛緩したために、大規模な用

排水路掘削に労働力を結集しにくくなったためと考えられよう。また、鬼高 II

期になると再び集落は丘陵部に増加するようになるが、このことは用排水技術

との関連よりもむしろ、畑地の開墾と宅地のあり方が関連を有していたためと

推定される。
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奈良平安時代

の遺跡

中世の遺跡

鬼高 IlI期頃から真間期にかけては、用排水技術上の大きな画期が認められる。

本区域内では、一町田遺跡や十二天遺跡で検出された大溝にその現象が認めら

れ、また周辺地域でも久城前遺跡、諏訪遺跡、 後張遺跡等で同様の溝状遺構
（註 9) （註10) （註 8)

が検出されている。おそらく、これらの溝状遺構の掘削と、この地域の条里形

地割りの施工とは関連を有しているものと考えられよう。しかし、これらの溝

状遺構は条里の走行には合致せず、むしろ地形に沿って設けられていることは

注意されてよい。該期の溝状遺構には、これらの大溝の他に十二天遺跡 SD-4

·5のような中規模のものと円良岡遺跡 SD=2のような掘り込みを持たず畦畔に

挟まれたものがあり、条里や坪に沿って存在するのは主にこれらの溝であると

推定している。これらの時期より、集落は更に低地内微高地に拡散し、自然堤

防の未発達な地点にまで集落の占地域が拡大されたことは注目されよう。

平安時代後半に入ると、十二天遺跡 SD 二3のように廃絶される大溝も出現し、

公水の意識の変化を窺わせる。また、土師器や須恵器にも変化が認められ、従

来の北武蔵型坪や上武型甕の型式学的な連続が崩壊し、軟質で粗悪な須恵器も
増加する。このことは灰釉陶器の流入の現象とともに、従来の生産体制に変化

があったことを示唆している。

中世以降になると、各遺跡とも遺構の残存度が低く、また遺物の編年研究も

遅れているため不明瞭な部分が多い。しかし、 13世紀代には用水目的以外と思

われる溝がミカド遺跡で出現し、溝中より馬の歯が検出されていることは、同

時期と思われる建物遺構の存在とともに注目される。付近に館跡と伝えられる

地点も存在しているところから、館址関係の遺構とも考えられよう。中世の遺

構は他に十二天遺跡とミカド遺跡で15世紀代と考えられるものが検出されてい

る他、上ーノ堰遺跡では、 16世紀代の鋳物業を営んだと考えられる民家址等が

検出されている。

以上、時期をおって金屋圃場整備区域内の遺跡を中心とする当地域の変遷を

概観した。しかし、未解決な問題は多く、今後の検討に期待される。

（鈴木徳雄）

註 1) 佐藤忠雄 (1978) 「後榛沢遺跡群の調査」岡部町教育委員会

2) 佐藤忠雄（ 1979) 「大寄 B遺跡・西浦北遺跡」岡部町教育委員会

3) 菅谷浩之他（ 1978) 「日の森遺跡発掘調査概報」美里村教育委員会

4) 菅谷浩之・坂本和俊(1977) 「北貝戸一県営美里ほ場整備事業地内遺跡」美里村教育

委員会

5) 今井宏・曽根原裕明氏の御教示による。

6) 長谷川勇氏の御教示による。

7) 金子章他（1980) 「長沖古墳群」児玉町教育委員会

8) 増田逸朗•宮崎朝雄（1977) 「児王町後張遺跡の調査」第10回調査報告会要旨

9) 宮崎朝雄他（1978) 「中堀・耕安地・久城前」埼玉県教育委員会

10) 柿沼幹夫他 (1979) 「下田・諏訪」埼玉県教育委員会
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付篇円良岡遺跡の花粉分析結果

花粉分析の結果は鑑定した花粉、胞子化石の総数を基数とした百分率をもっ

て各試料における花粉・胞子化石の割合を表わし付表ー 1 として後掲した。こ

のたびの分析によって検出された花粉·胞子化石には、以下のものかあげられ

る。

AP-1 （針葉樹花粉）

Abies （モミ属）， Picea (トウヒ属）， Pinus やツ属）， Larix (カラマツ属），

Tsuga sieboldii (ツガ）， T diversifolia (コメッガ）， Taxodiaceae (スギ科），

Cryptomeria （スギ属）， Sciadopitys (コウヤマキ属）， Pinus haploxylon （五葉

型松）， TC T (Taxaceae イチイ科， Cupressaceae ヒノキ科， Taxodiaceae

スギ科）．

AP-2 （広葉樹花粉）

Juglans (クルミ属）， Pterocarya （サワグルミ属）， Salix （ヤナギ属）， Alnus

（ハンノキ属）， Betula （カバノキ属）， Carpinus (クマシデ属）， Corylus （ハシ

バミ属）， Castanea (クリ属）， Castanops is (クリカシ属）， Fagus （ブナ属），

Cyclobalanopsis （アカガシ亜属）， Lepidobalanus (コナラ亜属）， Celti s （エノ

キ属）， Ulmus （ニレ属）， Zelkova （ケヤキ属）， Acer （カエデ属）， Aesculus (ト

チノキ属）， Buxus （ツゲ属）， Ti l i a （シナノキ属）， Elaeagnus (グミ属），

Ericaceae （ッツジ科）， Lonicera （スイカズラ属）．

NAP （草本花粉）

Pers icaria （サナエタデ属）， Caryophylaceae （ナデシコ科）， Chenopod_iaceae 

（アカザ科）， Thalictrum （カラマッソウ属）， Crusiferae （アブラナ科）， Epilob

ium （ヤナギラン属）， Myriophyllum （フサモ属）， Umbelliferae （セリ科），

Patrinia （オミナエシ属）， Carduoideae （キク亜科）， Artemisia (ヨモギ属），

Cichorioideae (タンポポ亜科）， Gramineae （イネ科）， Cyperaceae （カヤツリ

グサ科），Justicia （キッネノマゴ属）， Sagittaria （オモダカ属）， Caldesia （マル

バオモダカ属）．

FP （形態分類花粉）

Triporate pollen （三孔型花粉）， Monocolpate pollen （単溝型花粉）， Tricolpate

pollen （三溝型花粉） Tricolporate pollen （三溝孔型花粉）， Inaperturate polle 

n （無口型花粉）．

FS （羊歯類胞子）

Lycopodiaceae (ヒカゲノカズラ科）， Osmundaceae （ゼンマイ科）， Polypodi

aceae （ウラボシ科）， Sphagnum (ミズゴケ属）， Monolete spore （単条型胞子），

Trilete spore （三条型胞子）．
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その他の微化石

円良岡遺跡（ 1)

I~ 2 試料

I-5 試料

I -8 試料

I-9 試料

Pseudoschizaea （淡水生藻類）．

次に、各試料ごとに花粉・胞子構成の特徴、古植生、古気候、古環境等につ

いて述べる。

この試料は草本花粉か合計で 67.2％検出され、非常に多かった。主な花粉と

して Gramineae が 48.5% 検出され最も多かった。続いて Carduoideae が7.5

%、 Chenopodiaceae が 4.1% 、 Cyperaceae が 4.1% 検出された。その他Cru

siferae, Justicia 等が若千検出された。

針葉樹花粉は Taxodiaceae が 14.2% 、 Pinus が 6.3% 検出された。

広葉樹花粉は Lepidobalanus, Zelkova, Alnus 等か若干検出された。

羊歯類胞子は Monolete spore, Trilete spore, Osmundaceae が若干検出さ

れた。

従って古植生は、 Gramineae を優占とし、 Cardu ideae, Cyperaceae 等から

なる草地か推定される。この草地の周囲には、 Taxodiaceae, Pinus などの針葉

樹を主体とする森林か存在していたものと推定される。

古気候は温帯湿潤であろう。

この試料は、含有化石か合計で 35 個体と少なかったので、花粉・胞子構成

の特長について述べるには困難な試料であった。

この試料は、草本花粉の割合が高く、合計で 54.2％検出された。

主なものは Gramineae が 26.7% 、 Artemi s ia が 15.8% 検出されたのをはじ

め、 Caryophyllaceae が 2.5% 、 Crusiferae か 2.5% 、 Cyperaceae が 2.5% 検

出された。

針葉樹花粉は少なく、 Pinus, Cryptomeria がそれぞれ1. 7%、その他が検出さ

れたにすぎなかった。

広葉樹花粉は合計で 18.3％検出され、その主なものとして Lepidobalanus 

が 7.5% 、 Zelkova が 3.3% 、 Corylus か1. 7% 、 Fagus か 1.7% 検出された。

羊歯類胞子は合計で 17.5% 検出され、主なものとしてMonolete spore が 8.3

%、 Polypodiaceae が 5.0% 、 Trilete spore が 2.5% 検出された。

従って古植生は、 Gramineae, Artemisia を主体とする草地と考えられる。ま

た羊歯類も草本類と共に生育していたであろう。この草地の周囲には、 Lepido

balanus をはじめ Zelkova, Corylus などの落葉広葉樹類および Pinus, Cryptｭ

omeria などの針葉樹類が若干生育していたものと推定される。

古気候は温帯に相当すると考えられる。

この試料の花粉・胞子構成は I-8 に近似し、古植生、古気候も I-8 のそ

れとほば同じであろう。
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1-11試科

I -12試料

円良岡遺跡（ 2)

I -13試料

I-15試料

I-17試料

I-19試料

この試料も、大まかな花粉． R勺子構成は I -8 に近似するが、 Gramineae は

減少し 14.3％検出された。またこの試料では Castanea, Cyclobalanopsis, Celｭ

tis, Ulmus, Salix なども若干検止された。

古植生としては、 Gramineat, ¥rtemisia, Carduoideae などから成る草地が

考えられ、前述の広葉樹類も、 Lヒvidobalanus を主体とする森林に混在して生

育していたであろう。
この試料は、含有する花粉・胞子化石が合計で43個体と少なく、古植生、古

気候を推定するには困難な試料であった。

この試料は、草本花粉が合計で 37.6％検出され多かった。特に多く検出され

た花粉は Gramineae で 25.9% 検出された。その他に Cyperaceae, Sagittaria, 

Artemisia なども良好に検出された。

針葉樹花粉は少なく、 Taxodiaceae, Abies などが若干検出された。

広葉樹花粉は合計で 26.4% 検出され、主なものとして Lepidobalanus が 11.2

%、 Cyclobalanopsis か 3.0% 、 Zelkova か 3.0% 検出された。

羊歯類胞子は Monolete spore が 19.3% 検出され多かった。

従って古植生は、 Gramineae を主体とし、 Cyperaceae, Artemisia, Sagittaria 

から成る草地が考えられる。

この草地の周囲には、 Lepidoblanus を主体とし、 Cyclobalanopsis,ZelKova等

から成る広葉樹林も存在していたであろう。

古気候は温帯に相当すると考えられる。

この試料の花粉・胞子構成は、 I -13 と近似し、古植生、古気候もほほ‘I -

13 と同じであろう。

この試料は羊歯類が急増し、全体の 81. 3% を占めたことが特長である。その

総てか Monolete spore であった。

花粉としては Taxodiaceae, T. C. T. などの針葉樹、 Cyclobalanopsis, Zelkｭ

ova, Castonopsis などの広葉樹、 Gramineae, Cyperaceae などの草本類が若干

検出された。

従って古植生は、羊歯類が極めて多く生育する草地か考えられる。この草地

の付近には、前述の樹木も僅かに生育していたであろう。

古気候は温帯に相当すると考えられる。

この試料も I-17試料と同様に、羊歯類胞子が極めて多く検出されることが

特長である。

花粉構成も I -17試料に近似し、T. C. T. Taxodiaceae などの針葉樹、 Gra

mineae, Cyperaceae, Sagittaria などの草本類か検出された。

従って古植生、古気候も I -17 とほぼ同じであろう。
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I -20試料

I -22試料

I-24試料

I -26試料

I -28試料

この試料もやはり羊歯類胞子が 94.2% とその殆どを占めて検出された。

従って古植生は、羊歯類だけが優占して生育する特殊な環境か考えられると

思われる。

この試料もやはり I -20 に近似し、羊歯類胞子が全体で 93.8％検出されたこ

とが特長である。

この試料は、針葉樹花粉の割合が高く合計で 37.4％検出された。その主なも

のは、 Pinus が 13.2% 検出されたのをはじめ、 Picea が 6.8% 、 Tsuga siebold 

iiか 6.8% 、 Abies が 5.5% 、 Tsuga diversifolia か 5.1% 検出された。

広葉樹花粉としては、 Alnus が 19.1% 検出され多かった。その他に Corylus,

Betula, Fagus, Juglans, Ulmus などか検出された。

草本花粉は、 Gramineae が 8.1% 、 Carduoideae が 2.5% などか検出された。

羊歯類胞子は全体の 20.0% であり、その殆どかMonolete spore で 19.6％検

出された。

従って古植生は、 Pinus をはじめ Picea, Tsuga sieboldii, Abies, Tsuga divｭ

ersifo l ia などの針葉樹、 Alnus, Corylus, Betula, Fagus, Juglans などの広葉樹

か共に生育する、針広混交林が考えられる。草本や羊歯類は樹木林の下草とし

て生育していたものであろう。

古気候は前述の樹木花粉の検出により、亜寒帯から冷温帯であると推定され

る。

この試料は羊歯類胞子が再び多産する点が I -24試料と異るか、花粉構成は

近似し、 Pinus をはじめ Picea, Abies, Tsuga などの針葉樹類が良好に検出さ

れた。

広葉樹花粉も Alnus, Betula, Corylus, Ulmus 等が検出された。

従って古植生は、 Pinus, Picea, Abies, Tsuga などの針葉樹や、 Alnus, Betula, 

Corylus, Ulmus などの広葉樹か共に生育する針広混交林が考えられる。また林床

には羊歯類が優勢して生育していたことが考えられる。

古気候は前述の樹木の存在により、亜寒帯から冷温帯に相当すると考えられ

る。

この試料は、羊歯類胞子が全体で 52.9% 検出され優占した点が I -26試料

に似るが、反面 Pinus をはじめ、 Picea, Abies などの針葉樹類は減少した。ま

た、この試料では、 Cyperaceae が増加した。

従って古植生は羊歯類か優占し、 Cyperaceae, Gramineae などから成る草地

が考えられる。この草地の付近には Pinus, Picea, Abies などの針葉樹類や、 Al

nus, Corylus, Ulmus, Lepidobalanus などの広葉樹類が生育していたものと推定

される。

古気候は、以上の樹木の存在により、亜寒帯から冷温帯に相当すると考えら
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I -30試料

れる。

この試料は、羊歯類胞子が全体の 36.8％検出され多く、その殆どが Monolete

spore であり、 36.0% 検出された。

これに次いで草本花粉の割合が多く、全体で 33.0％検出された。主なものは

Cyperaceae が 22.3% 、 Gramineae が 8.4% 検出された。

第 3 表 円良岡遺跡の花粉帯·

Sample 
No. 

花粉帯 花粉帯の特長 古気候

I -2 A
 

Gramineae を優占とし、 Carduoideae,

Chenopodiaceae, Cyperaceae などから

成る草地．

周囲には Taxodiaceae, Pinus などの針

葉樹が生育。

湿潤

温帯

I -8  

i 
I -11 

B
 

Gramineae, Artemisia を主体とする草

地．

周囲には、 Lepidobalanus を主体とし、

Ulmus, Corylus などの落葉樹類が生育

温帯

3

5

 

1

1

 

-
i
ｭ

I

I

 
c
 

Gramineae を主体とし Cyperaceae, Arｭ

temisia, Sagittaria からなる草地．

周囲には Lepidobalanus をはじめ、 Tax

odiaceae, Cryptomeria が若干生育．

温帯

I -17 
I 

I -22 
D
 

羊歯類が著しく多く生育する草地．

周囲には、 Taxodiaceae, T. C. T.か若

干生育．

温帯

4

0

 

2

3

 

-
I
-

I

I

 
E
 

Pinus, Picea, Abies, Tsuga 等の針葉樹

と， Alnus, Betula, Corylus, Ulmus 等の

落葉広葉樹か共に生育する針広混交林が

存在．

林床には羊歯類や， Gramineae, Cyperｭ

aceae などが下草として生育．

亜寒帯

から

冷温帯

なお、 I - 5 、 I -12 については含有化石か少なく不明である。
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円良岡遺跡（ 3)

I-32試料

針葉樹花粉は Picea をはじめ、 Abies, Pinus, Larix か検出された。

広葉樹花粉は、 Alnus, Betula, Lepidobalanus, Ulmus が良好に検出された。

従って古植生は、羊歯類をはじめ、 Cyperaceae, Gramineae から成る草地か

考えられる。この草地の周囲には、 Picea, Abies, Pinus, Larix 等の針葉樹類や、

Alnus, Betula, Lepidobalanus, Ulmus などの広葉樹から成る森林か存在して

いたと名えられる。

古気候は、これらの樹木の存在により、亜寒帯から冷温帯に相当すると考え

られる。

この試料は針葉樹花粉か合計で 39.6％検出された。主な花粉として、 Picea

か 17.8% 検出されたのをはじめ、 Abies か 7.0% 、 Pinus が 6.5% 、 Larix か

4.8% 、 Tsuga diversifolia か 2.2% 検出された。

広葉樹花粉は全体で 20.4%検出され、主なものとして Alnus か 7.8% 、 Bet

ula が 6.1% 、 Lepidobalanus が3.5％検出された。

草本花粉は全体で23.9％検出され、 Cyperaceae が13.0％検出されたのをはじ

め、 Gramineae が7.8% 、 Artemisia が2.2％検出された。

羊歯類胞子は Sphagnum か1 1. 3％検出されたことが特長といえる。その他、

Monolete spore が若干検出された。

従って古植生は、 Picea,Abies, Pinus, Larix, Tsuga diversifolia などの針葉樹

や、 Alnus,Betula, Lepidobalanus などの落葉広葉樹から成る針広混交林力屯t定さ

れる。また、 Gramineae, Artemisia などは、下草として森林内に生育していた

ものと考えられる。

古気候は、 Picea, Abies, Larix, Betula などが高率で検出されることにより、

亜寒帯に相当すると推定される。また Sphagnum か検出されることから、湿

地または池沼的環境も考えられる。

以上の花粉。胞子構成の特長から、当遺跡を花粉帯に分けると前ページ（第

3 表）のようにまとめられる。

円良岡遺跡の環境について

I. Pinus とQuercus （常緑、落葉）の検討

円良岡遣跡（ 1)

コナラ属につい この遺跡では B 花粉帯 (I-~ 8~ I -11 ）において落葉の Lepidobalanus が

て 良好（7.5%~11.8%) に検出された。従って、これらの試料では Lepidobalanus

か良好に生育していたものと言えよう。常緑の Cyclobalanopsis は I - 11 、

I -12 の 2 試料から若干検出された。従って I -11, 12 は、その他よりも若干

温和な気候と言えよう。
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マツ属について

円良岡遺跡 (2)

I -2 により 6.3% 検出されたが、その他の試料では1.7% 以下の低い割合

で検出された。従って I -2 では良好に生育していたと考えられるが、その他

の試料では非常に少なかったものと推定される。

コナラ属につい この遺跡では、 C花粉帯 (I-13, I-15) から落葉の Lepidobalanus が

て 良好（ 11.2%~11. 9%) に検出された。従ってこれらの試料では Lepidobalanus 

か良く生育していたであろう。常緑の Cyclobalanopsis は、 C 花粉帯と、 D花

粉帯の I -17 試料から若干 (2.0%~3.0%) 検出され、 Cyclobalanopsis か生

育していたことを示している。従って、これらの試料は、その他のところより

も若干温和な気候であったと考えられる。

マツ属について C, D 花粉帯においては検出されないか、検出されても非常に少なかった。

円良岡遺跡（ 3)

E花粉帯では良好に検出された。特に I -24 、 I --26 には多く検出された。従

って Pinus は、 E 花粉帯、とくに I -24 と I -26 の 2 試料において良好に生育

していたものと考えられる。

コナラ属につい この遺跡では、亜寒帯の古気候を示しているため、常緑の Cyclobalanopsis 

て は検出されなかった。落葉の Lepidobalanopsis は 3.5% と少なかった。

マツ属について 6.5％検出されたことにより、良好に生育していたものと推定される。

IL スギの植林、森林植生の転換について

円良岡遺跡（ 1) この遺跡では、 A花粉帯 (I - 2) において、マヅ属と共にスギ科の植林か

行われたものとみられる。それ以前の森林植生は、 Lepidobalanus が主体とな

った広葉樹林が存在していたものと推定される。

円良岡遺跡（ 2) この遺跡ではスギの植林とみなすに十分なスキ属の花粉は検出されなかった。

しかし良好に出現し始めるのは、 D花粉帯 (I -17~I -22) からである。そ

れ以前では、 E 花粉帯 (I -24~I -30) の特長である Pinus, Picea, Abies な

どの針葉樹や、 Alnus を主体として Betula, Corylus, Ulmus から成る落葉広

葉樹が主に存在していたものと思われる。

円良岡遺跡（ 3) この遺跡においてもスギの植林は無かったものとみられ、 Picea, Abies, Pin-

us, Larix, Betula などの亜寒帯林が存在していたものと思われる。
III. 湿地性草本の検討について

湿地性草本としては、 Sagittariaが円良岡遺跡（ 2) の 1-13, I-15, I 

-19より検出された。また Myriophyllum か同遺跡（ 1) の I - 8 、 Caldesia

が同遺跡 (2) I -13 より検出された。

また羊歯類としては寒冷湿地性の Sphagnum か同遺跡（ 3) の I -32 より

良好に検出された。

更に淡水性藻類の Pseudoschizaea が同遺跡（ 1) の I --5 、同遺跡（ 2) の
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I -13 より検出された。

従って、これらの試料においては、池沼または湿地の環境か考えられる。

（パリノ・サーベイ株式会社）

第 4 表試料表

円良岡遺跡（ 1)

試料番号 土 質
花粉・胞子化石
産 出 状況

I 2 火山灰の入る耕作土 l.5X 104 

I 5 細喫混り灰褐色土

I 8 黄褐色土 l.4X 103 

I , II 1.1 X 103 

I 11 暗褐灰色枯士黄褐色斑紋あり 1. 2X 103 

I 12 II 

円良岡遺跡（ 2)

I 13 暗褐灰色枯土 l.3X 104 

I 15 茶褐色枯土 l.5X 104 

I 17 黒褐色枯土 2. 3X 103 

I 19 火山灰混り黒褐色枯土 2.7Xl04 

I 20 II 2.3X 104 

I 22 火山灰質枯土 3.5 X 104 

I 24 II 7.3X 104 

I 26 粗粒火山灰混り帖土 1. 4X 104 

I 28 II 2. 8X 105 

I 30 粗粒火山灰質枯土 l.8X 104 

円良岡遺跡（ 3)

ー 32 黒色泥質土 l.9Xl05 
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第 5 表(1)

(+ : 1%未満及び貪徴化石試料における検出を示す。）

主要花粉・胞子化石ダイアグラム(1)
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第 5 表(2) 主要花粉・胞子化石ダイアグラム(2)
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(3) 
1-32 
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二
(1) I 2) (.'l) 

I-2 I-5 J-8 I-9 1-ll 1-12 1-13 1-15 J-17 1-19 1-20 1-22 1-24 1-26 1-28 1-30 I -32 

Pers1cari a 0 8 2 2 0 4 

Caryophyllaceae 0 4 2 5 2 9 

Chenopod1 aceae 4 1 1 5 

Tha!JCtrum 0 4 0 4 0 8 0 4 

Crusiferae 11 2 5 0 7 0,5 0 4 

Eplloblum 0 4 

Mynophyllum 0 8 

Umbelhferae 0 4 

Patrinia 0 7 

Carduo1deae 7 5 2 l 7 5 9 I 5 0 4 0.3 2 5 0 4 0 8 

Artemisia 0 4 7 15 8 11 (I 14 3 4 2 5 3 7 0 6 0 4 I 7 0.4 1 4 0 8 2 2 

C1chor101deae 0 7 2 0 8 0.7 1 7 

Cramrneae 48 5 7 26 7 27 2 14 3 , 25.9 25.0 3,8 2, 5 0,8 8.1 4 0 4 7 8 4 7 8 

Cyperaceae 4.1 I 2 5 5 9 0 8 3 6 3. 7 2 5 0 6 0 9 0.9 13 0 22 3 13 0 

Justicia 0 4 

Sagittaria 3 0 0 4 1 3 

Caldes1a 0 5 

ミ NAP I NI 180 19 65 72 44 13 74 84 5 8 3 I 32 13 54 130 55 

1%) 67 2 54 2 52.9 37.0 37.6 34.4 6 3 5 1 I 2 0 3 13 6 5 8 19 、 6 33 0 23.9 

Triporate pollen 0 8 1.3 

Monocolpate pollen I 

Trnolpate pollen 0 8 0 7 I I) 6 0.4 0 3 

Tncolporate pollen 0. 7 4.2 2 2 4.2 4 3,6 0 4 0 4 0 4 0.9 

lnaperturate pollen 1 0.8 1.3 

I EP I NJ 2 1 7 4 6 6 7 I I 3 

゜ ゜
2 

゜
I 1 2 

1% I 0 7 5 8 2 9 5 0 3.6 0 4 1 3 I. 9 

゜ ゜
0 9 

゜
0.4 0.3 0 9 

Lycopod1 aceae 0 8 0, 7 , 0 8 0 3 0.4 0,8 

Osmundaceae 0 4 0 8 I 5 2 9 0.4 0 3 

Polypodiaceae 5,0 3 7 3 4 3 0 5 2 0 0.4 

Sphagnum 11.3 

Monolete spore 2.6 4 8 3 16 2 18 5 4 19 3 33 6 81.3 75 9 93.4 92 9 19.6 49 6 52 9 36 0 3,9 

Tnlete spore 2.6 1 2 5 2 2 2 5 1 15 2 0 0 3 0 4 

IFS IN) 15 5 21 31 29 8 45 IOI 65 120 242 303 47 113 146 145 35 

1%) 5 6 17 5 22 8 24 4 22 8 41.4 81 3 ,5 9 94 2 93 8 20.0 50 、 0 52 9 36 8 15 2 

l Pollen&Spores(N) 268 35 120 136 119 43 197 244 80 158 257 323 235 226 276 394 230 

P seudosch 1zaea I 1 

第 6 表（ 1)
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三的l9en aud Sぃres
(1) ( 2 )  (3) 

I -2 I -5 I -8 I -9 I -11 I -12 ]-13 ]-15 ]-17 ]-19 1-20 ]-22 ]-24 ]-26 ]-28 ]-30 I -32 

Abies 0,8 2 (I (I 4 0 3 5.5 4 9 2 2 1. 8 7 0 

P1cea 1 0 0.3 6 8 7 5 6 2 8 6 17 8 

Pmus 6 3 1 1 7 1 5 0 8 1 0 5 () 8 ll 4 2 2 13 2 16 8 4.0 2.0 6 5 

Lanx 0 7 1 8 4 8 

Tsuga s1eboldi1 1 0 8 1 7 1 (I 0 9 6 8 1 8 0 4 0 8 0 4 

Tsuga d1 vers1 foli a 5 1 31 ll.3 2 2 

Taxod1 aceae 14 2 1 ll.7 :J 4 5 1 2.0 2 5 2,5 0 8 0 3 0 4 1 ¥I 

Cryptom eria 0 7 1 7 0 7 1 3 0.4 0 3 

Sci adop1tys 0 4 

T. C. T 2 5 1 0 4 3 8 12 7 0 4 0 3 

Pmus haploxylon 0 3 

:Z AP-1 IN I 57 3 5 4 11 2 19 , 5 26 6 14 88 77 38 62 91 

1% I 21 3 4 2 2.9 9 2 9 6 3 7 6 3 16 5 2 3 4 3 37 4 34 1 13 8 15, 39 6 

Jug! ans ll 4 0 4 

Pterocarya 2 (), 4 

Salix I) 7 1 7 0 5 ll 3 

Alnus 0 7 1 1 5 1 1 0 I) 8 l) 6 19 1 6 2 6.2 3 6 7 8 

Betula 0 8 1 5 0 4 0 3 (I 9 2.2 l) 7 2 3 6 1 

Carpi nus ll 4 0 8 15 (I 8 2 0 0 4 II 9 II 4 0 3 

Cory I us 0 4 1 7 0 7 0 8 1 0 5 4, 3 ll 9 1 8 1 0 

Castanea 0 7 2 5 1 0 5 0 4 

Castanopsis II 4 II 5 1 6 1 3 

Fagus 1 7 1, 5 1 8 0 4 0 9 

Cyclobalanops1 s 3 4 5 3 0 2 0 2 5 

Lep1dobalanus l, 9 1 7 5 11.0 11 8 3 ]l 2 11 9 0 6 l 2 II 3 1.1 2.5 3 5 

Celt1s l 0 8 I 7 1 0 5 0 3 11 II 8 

Ulm us 0 4 1 0 8 0 7 l 7 1 3 114 1 4 2 8 

Zelkova 11 3 3 3 3 U 2 5 13 0 4 ll 3 』-)‘- ) 

Acer 0 8 (1 3 

Aesculus 0.7 

Buxus U 7 

Trlia 0 4 

El aeagnus 0 5 

Eri caceae 0 4 

Loni cera () 4 1) 3 

2 AP-2 IN I 14 7 22 25 29 14 52 49 4 l 6 5 66 23 37 56 47 

1% I 5 2 18 3 18 4 24 4 26 4 20 1 5 ll () 6 2 3 1 5 28 1 10 2 13 4 1 4, 2 20 4 

2 AP IN I 71 10 27 29 40 16 71 58 , 27 1 2 19 154 1011 75 118 138 

1% I 26 5 22 5 21 3 33 6 36 0 23 8 II 3 17.1 4 7 5 9 65 5 44.2 27 2 29 9 60 0 

NOTE ：単位 % だだし、 I - 5, 12は検出個体数で示す。

AP-1, AP-2, AP, NAP, FF, FS の％算出方法

第 6 表(2) - 376 -
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1. ミカド遺跡 第 1 号住居址 遺物出土状態 南より
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2. ミカド遺跡 第 2 号住居址 遺物出土状態 西より
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1. ミカド遺跡 第 3 号住居址遺物出土状態 西より

2. ミカド遺跡第 3 号住居址 カマド
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1. ミカド遺跡第 5 号住居址遺物出土状態南より

2. ミカド遺跡第 5 号住居址壺出土状態



図版12

9
·
/f·
”
ヤ
、

.. 

.. 

," 

^‘ 

、
.

,

9

 

•‘ ,. 

1. ミカド遺跡 第 5 号住居址 甕・甑出土状態

2. ミカド遺跡 第 6 号住居址 東より
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1. ミカド遺跡 第 7 号住居址貯蔵穴

. 

2. ミカド遺跡 第 8 号住居址 東より
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1. ミカド遺跡第 9 号住居址束より

2. ミカド遺跡 第 9 号住居址西南コーナー遺物出土状態 東より
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1. ミカド遺跡第10号住居址東より

「rr·--コをこ：

2. ミカド遺跡 第10号住居址西北コーナー遺物出土状態 西南より
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1. ミカド遺跡 第 10号住居址 埒出土状態

2. ミカド遺跡 第 11号住居址 西より
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1. ミカド遺跡 第 12号住居址遺物出土状態 西より

2. ミカド遺跡 第12号住居址 カマド
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1. ミカド遺跡 第13号住居址西より

2. 児玉中学校 見学風景
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1. ミカド遺跡 第14号住居址遺物出土状態 南より

2. ミカド遺跡第15号住居址 西より
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1. ミカド遺跡 第16号住居址遺物出土状態 西より

2. ミカド遺跡第16号住居址西より
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図版23

1. ミカド遺跡 第17号住居址遺物出土状態 西より

` 
疇
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2. ミカド遺跡 第 17号住居址東南コーナー遺物出土状態 西北より
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1. ミカド遺跡 第17号住居址東南コーナー遺物出土状態 北より

2. ミカド遺跡 第17号住居址西壁寄石製模造品出土状態 東より
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1. ミカド遺跡第18号住居址遺物出土状態 西より

2. ミカド遺跡 第18号住居址西より
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1. ミカド遺跡第19号住居址南より

2. ミカド遺跡 第19号住居址石製勾王出土状態
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1. ミカド遺跡第20号住居址北より

2. ミカド遺跡 第22号住居址遺物出土状態 西より
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1. ミカド遺跡第22号住居址 西より
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2. ミカド遺跡 第22号住居址遺物出土状態
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1. ミカド遺跡 第23号住居址遺物出土状態 西より

2. ミカド遺跡 第24号住居址遺物出土状態 西より



図版30

1. ミカド遺跡第24号住居址西より

2. ミカド遺跡 第24号住居址西南コーナー遺物出土状態
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1. ミカド遺跡 第24号住居址遺物出土状態

2. ミカド遺跡 第25号住居址遺物出土状態 東より
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1. ミカド遺跡 第26号住居址遺物出土状態 南より

2. ミカド遺跡 第27号住居址東壁周辺遺物出土状態 西より
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1. ミカド遺跡 第28号住居址遺物出土状態 西より
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2. ミカド遺跡 第29号住居址遺物出土状態西より
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1. ミカド遺跡 第30号住居址遺物出土状態 西より
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2. ミカト‘遺跡第30号住居址貯蔵穴
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1. ミカド遺跡 第31号住居址遺物出土状態 西より

2. ミカド遺跡 第31号住居址西より
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1. ミカド遺跡 第31号住居址東南コーナー遺物出土状態 西より

2. ミカド遺跡 第31号住居址 西北コーナー遺物出土状態



図版37

1. ミカド遺跡第32号住居址西より

2. ミカド遺跡第33号住居址西より
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1. ミカド遺跡 第34号住居址遺物出上状態 西より
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2. ミカド遺跡 第35号住居址遺物出土状態 西より
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1. ミカド遺跡第36号住居址南より

2. ミカド遺跡奥から第35 、 36 、 37号住居址西より
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1. ミカド遺跡第37号住居址遺物出土状態西より

2. ミカド遺跡奥から第37 、 38 、 39号住居址南より
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1. ミカド遺跡第38号住居址 南より

. . 

2. ミカド遺跡 第39号住居址遺物出土状態西より
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1. ミカド遺跡 第39号住居址遺物出土状態

2. ミカド遺跡 第40号住居址南より
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1. ミカド遺跡第41号住居址西より

2. ミカド遺跡 第44号住居址西より
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1. ミカド遺跡 第45号住居址遺物出土状態 西より
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2. ミカド遺跡 第47号住居址北西より
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1. ミカド遺跡第48号住居址南より

---- .. " 

一 一~ 

一• 
一 一.. .. .~ 

• ~ 

• 

` . ; . . 
• , 

ャ、

.• st • • 
島

L _ 

ｷ..,. 
｀三｀、 綸 •I· •· I9. 

. 身 • 
2. ミカド遺跡第49号住居址東より
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1. ミカド遺跡第50号住居址北より

2. ミカド遺跡第52号住居址東より



図版47

1. ミカド遺跡手前より第53 、 54号住居址北西より
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2. ミカド遺跡第55号住居址東より
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1. ミカド遺跡 第 1 特殊遺構南西より

2. ミカド遺跡第 2 特殊遺構南より
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"" 

1. ミカド遺跡第 3 特殊遺構東より

2. ミカド遺跡 第 3 特殊遺構南西より
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1. ミカド遺跡 第 4 特殊遺構南より
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2. ミカド遺跡 第38号土拡 甑出土状態 南西より
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1. ミカド遺跡 第33号土拡
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2. ミカド遺跡 第43土砿 遺物出土状態 西より
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1. ミカド遺跡 第 9 号掘立遺構北より

2. ミカド遺跡第10号掘立遺構東より
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2. ミカド遺跡 第 2 号溝 B、 C-45 区周辺
西より
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1. ミカド遺跡 第 1 、 2 号溝 南より 2. ミカド遺跡 第 3 号溝 西より
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3. ミカド遺跡 第 2 号溝断面南より
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2. ミカド遺跡 D-3 区周辺の柱穴
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2. ミカド遺跡 SB-3 柱穴下面 中世陶器出土状態
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1. ミカド遺跡第31号土拡西より

2. ミカド遺跡 第47号土砿遺物出土状態南より
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1. ミカド遺跡第 2号集石遺構南より

2. ミカド遺跡第 2号集石遺構北より
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1. ミカド西遺跡 全景南より

2. ミカド西遺跡 第 1 号住居址北より
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1. ミカド西遺跡 第 1 号住居址鉢出土状態
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2. ミカド西遺跡 第 1 号住居址甕出土状態

3. ミカド西遺跡 第 1 号住居址炉址北より
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1. ミカド西遺跡 第 2 号住居址土器出土状態

2. ミカド西遺跡 第 3 号住居址上器出土状態



1. ミカド西遺跡 第 4 号住居址 北西より
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2. ミカド西遺跡 第 4 号住居址カマド断面



図版64

1. ミカド西遺跡 第 4 号住居址カマド断面
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1. 向遺跡全景 西より
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2. 向遺跡全景 東より
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SD-3 南より
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1. 向遺跡 SD- 4 • 5 • 6 西より
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2. 向遺跡 SD-4 • 5 • 6 交差部 東より
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1. 向遺跡 SD-4 • 5 交差部南より
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1. 向遺跡 SK-1 西より
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1. 円良岡遺跡全景西より

2. 円良岡遺跡全景北よリ
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1. 円良岡遺跡南側水田址北より

2. 円良岡遺跡中央水田址北より

3. 円良岡遺跡北側水田址 北より
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1. 円良尚遺跡東側調査区畦畔検出状態西より— =9-

2. 円良岡遺跡 中央調査区畦畔検出状態 北より
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1. 円良尚遺跡 畦畔の痕跡および水田面の状態 北より

2. 円良岡遺跡 SK-1 北より
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1. 円良岡遺跡 SK- 2 
東より
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2. 円良岡遺跡 SK-3 北より
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1. ―町田遺跡幹線排水路全景 北より
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1. ―町田遺跡調査区全景 東より
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2. ―町田遺跡 柱穴群 東より
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1. ―町田遺跡 SK-2 北より

`‘•9`’ 

さ
‘9' 

·、

ノ＾

、

7

、

b
9
,
`

;̀ ~‘• 

2. ―町田遺跡 sk- 5 （下）、 SK- 6（上）西より
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SB-3 柱穴
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1. 上ーノ堰遺跡試掘トレンチ全景北より
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2. 上ーノ堰遺跡調査区全景北より
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1. 上ーノ堰遺跡 建物遺構 柱穴検出状態 東より
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1. 上ーノ堰遺跡 SE-1 南より
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2. 上ーノ堰遺跡 SB-1 柱穴 西より
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1. 乙中ノ堰遺跡 調査区全景 北より
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2. 乙中ノ堰遺跡 調査区 西より
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1. 乙中ノ堰遺跡
SD-1 土層西より
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2. 乙中ノ堰遺跡 基本土層 K トレンチ 西より
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1. 上ーノ堰 SD- 1 K トレンチ 北より 2. 上ーノ堰 SD- 1 E トレンチ 北より
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3. 上ーノ堰 SD-1 G トレンチ 北より 4. 上ーノ堰 SD- 1 C トレンチ 北より
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1. 十二天遺跡
、土早

追牙叉 北東より

｀、マヽ・9 :—9 ・クーこ、ふ‘.•• ̀;;;: 
ペ土・ゴぷ： ' ‘:· : →‘....ベ｀一三王生む

～ヽー 一一つt. - - -,.‘• 

2. 十二天遺跡遠景 円良岡遺跡を望む 西より
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ミカド遺跡 第 1 • 2 号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第 2 号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第 2 • 3 号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第 3 • 4 号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第 4 • 5 • 7 号住居址出土上器
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ミカド遺跡 第 6 • 8 • 9 号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第10号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第11 • 12 • 13 • 14 • 15号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第15 • 16 • 17号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第16 • 17号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第17号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第17 • 18号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第17 • 18 • 19号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第19 • 20号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第22号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第23号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第23号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第24号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第24 • 25号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第26号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第26 • 27 • 28号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第27号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第27 • 28 • 29号住居址出土土器



図版134

\ , 
\ 

r>-ベ＿

3
 

// 

`}口）i

5
 

ミカド遺跡 第29 • 30号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第30 • 31号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第31 • 32号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第31 • 32 • 33 • 34号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第32 • 34号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第35号住居址出士土器
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ミカド遺跡 第36 • 37 • 38号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第38号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第38 • 39号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第39 • 40号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第41 • 42号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第43 • 44 • 45 • 46号住居址出土土器



図版148

`
A
 

4
 

5
 

ミカド遺跡 第48 • 49 • 50号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第50 • 51号住居址出土土器
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第52 • 53号住居址出土土器
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ミカド遺跡 第53 • 55号住居址出土土器
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ミカド遺跡 出土土器
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ミカド遺跡 出土須恵器
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